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し の 県 地代 る" 

つ 人 る つ 記 GS 胡 医 " SS でき 名 転 くべ JST 
低く 所 朋 | 生 や く S 澤 和志 つ 宗 \Qt 朱 っ 抽 
欠 培 環 お りつ 穫 基 うる" 丹 吊 所 ぐ く ぐ さ 人 SW シ 
醸 つ ン 舞 か りつ の 0 民 生 杏 べ 色 組 ン 革 
お 喘 り 可 民 つじ "直り る RS 土 く お 
の 者 い の 年 必 向 っ 移 人 SG 和 SKMTT 

抽 明 飼 の 選 突 箇 の 「| 譲 1 $」 ぐ 伯 料 球 =" 皇 
る SQ" 反り tnQ- 悦 紀 色 品 到 医 論 や 製 
鐘 浮 り 罰 要 和 め Ao” 宙 う 地 総 飯 せ WWG 計 人 る ふ 
信 ン し 否 つ " 皇 棚 電 生 PSTN 
国 Y り 伴 の 製 位 室 逆 綴 定 人 SS 泊 
に か コ いよ 導く: が だ て | こす 21 1 
衣 つ 人 下ろ つ " 近 る 製 天 の いじ 晶 笑 
ye の GT SS で きく の る SS て 
選 僅 べく お 人 る の の 地 で し っ 人 る 谷 お で 待っ 6 
で 振 つ ろ 計 喝 の し る SG し せき うる" 

田 国 二 ご 全 財 選 " 失 座 可 論 ら 諾 志 多 四 図 
銀 隊 mhJQG 負 呈 "MG 憶 理 トマ ホー 人 
椅 父 つや べく 晶 り * 完 信じ 区 翌 祥 折角 案 
役人 る OSG” 近 問 G 引 直史 お 称 
杖 じ 拍 革 %0 宮 人 下田 十 ご 公選 補 攻 S 属 
En いた いこ KN N だ よ いい りう よさ たく 
思っ の 下田 十 ご で 設 豆 宅 認 や 0Q 符 で 
へー 潮 " 目 失 RG 本 9mRAQet 計 話 約 生 8 季 
祥 撤 帯 演 の 連中 STN ロ 一 AS 匠 0 
っ we 

本 手 く 3 肖 4 必 析 拓 " 導 舞 佑 NG 撃 管 し 電 
芯 葉 撤 紙 S 演 和 き SKAK 痢 銘 末 科 つ し や " 
軒 堂 和 致 抽 束 ぐふ ペー ヘー も 宮 号 療 凌 窟 水 
生 に た ここ でき 10 で に -t-5 才 


ロ さ 所 状 侍 り お 朱 急 祭 演 短 S 血 記 写 連 ye 
下 お ロ 将 用 鍛 痕 公 宮 税 科 選 " 田 回 二 ご ぐ 
久 当 お ロ 人 くせ の 褒 半 いじ 吾 全 人 ST 上 ポ " 
党 G 宮 寺 つ お 明 ペ ン で 他 広 篤く マ 劉 統 he 
JQGP 内 で 折田 国 十 吉 委 っ で 才 く G 定 叶 コ 
全く か 関 球 委 いや 
ポポ 析 昨 国 十 ご 革 拉 下 で 明 倒 仙 や " 務 お 生 
泡 全 つつ お 素 や G 和 トマ で ホー ミル シズマ 私 議 て 
連 柚 は つ じ うお ” 宗 W 叶 " 組 到 回 恒 つ し 藻 篤 
衝 異 所 宮 ポ で 都 氏 振 刺 や し 才 じ 度 和 fo 
つろ 0 球 剖 々 G 銀 下 生 人 SR JS 応 時 ロタ" 
庄や G 和 ト で ホー る 役 虹 信 民 3x0" 県 宗 や き 
抜 蘭 G 和 記 し 加 交 失 評 ぐ 財 決 史 培 eO り 和合 や 
9 時 穫 潮 の さろ ン 8 で つが で SI コ 
六 農 銘 り いう し 寺 装 守 邊 忌 つ の 師 叶 つ きる 
NN 将 幸 つじ つい ホーK 室 和 か うく 
6 将 線 つり" 還 必 十 語 和 補 半 mo 玲 2 の 
居 % で し 2 谷 2" り DGGm 守 后 はり い P" う 
り ロ 祝 識 * 宮 お 由宇 到 居所 S 作 性 り he 
る の 最 豆 る" つる つ " 完 短 亡 " 必 入 つ 
いら さこ トッ ッ ョ に で りさ 
人 う ) 地 須 いじ 思 人 じい ント 客 避 紀 6 選 役 列 う 
りつ の 短 雪 人 GTT 
4S 衝 福生 転 守 ツン ムロ 虹 き eS も 
全 代 で 名 更 塞 只 甘 豆 の つい 琴 設 人 遂 罰 " 
選 雪 れい 尺 攻 つ う 還 が 心 電 痢 勿 つ 7 叩く SS 
つき 刀 い ン つ レ ろ と りつ 生 7 つ 選 折 
田 二 ご ぐ 圭 放 m の GS つる ee 
EE 
EE 
(- の oo 拓 誠 放 所 お) < 必中 


吉田 五 十 八 (よし だ ・ い そ や ) 


1894 年 東京 府 に 生ま れる 。 1915 年 東京 美術 学校 ( 現 


東京 鞭 術 大 学 ) 図案 科 入学 。 岡田 信一郎 に 学ぶ 。1923 


年 評 後 、 吉 田 建 筑 事 務 所 設立 。1925 年 欧米 を 視察 。 


1941 年 東京 美術 学校 講師 、1946 年 一 教授 。1974 


年 逝去 。 没後 、 功績 を 記念 し て 、 吉田 五 十 八 賢 が 設け 
られ る 。 1952 年 日 本 芸術 院 党 。1954 年 日 本 芸 千 
会 員 。1964 年 文化 勲章 。1974 年 時 従 三 位 、 器 一 
等 瑞宝章 。 主 な 作品 に 梅原 龍三 婦 画 宣 (移築)」「 五 


鳥 美術 」「 大 和文 華 館 」「 四 君 子 区 母屋 」 な ど 多数 。 
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例 写 時 


此 志 咽 紹 NG 交 下 折田 還 十 ご G 亡 薬 f も や 
柳 肖 租 G 旧 時 YShQ5 で ヘー の る 4" 

六 了 @ 枯 圏 守 人 る の 愉 | 恒 に 十 当 称 詳 や 
MG 認 G 電 名 の 7 相思 や つう mo 
や お 昌 ン or 国 最 や 時 吉 折 明 箇 つ で 
いい 個 渡 忌 の 信 る " 上 SO く 史 加 つて 時 we 
Saen 堪 6 つ 全 全 計 鐘 陣 つ 人 D レ る xy 

北 政 G 揚 筐 せ WS 基 加 別 く 守 りお りや 守 
杏 GS の SS” 償 記 題 へ @ 押 代 滞 MS※※ で 
絹 1 忌 半 的 補 人 SQ" 和田 還 十 CG 北 独り なる" 
や の 所 貞 和 や NR 一 mA 滞 定 お で SS 
地 典 所 GR 愉 守 肪 定 合 ROSNT 


着 政 く ロ 3 返 思 下 ぐ 『 い 論 や 暑 選 が お る 敵 
枯 LG 編 や 一 G せ 布 吉 史 SO" 明 h 
生 練 基 爾 吉本 人 る の 調べ き 選 的 つ 央 式 羽 会 画 
要 せ 宮下 中 M90W の 8 の つ " 詳 ロ 壮 妥 亜人 る 
素 ロ 敵 や MG 求 和 認 滞 史 細 全 区 ポ ホロ つ レ ン て 
Jo 

志 刺 要 お ぬ の やり 革 系 一 や の 臣 拓 判 記 せ 
ひじ 2n9" 間 ぐ 唐 揚 叶 つ さや 7 
@ 祥 工 ANS っ し Ao 人 調 隊 と G 史 演 し る 
ユー ミ %0 の 区 因り い 除い G 信 る 茎 % 届 つ 
し ne? 

妃 思 十 下 せ 款 紅 り 扱 つじ れれ 療 語 江間 
放ち 譲 う "MG お 人 / 声 せ 6 呈 折田 還 十 て 下 
麗人 悦 政 り 地 つじ 居 映 つ " りら 旦 箸 称 更 の" 
1 
ロコ レス io" 耳 章 @ 藻 所 り 奄 公 計 角 で 
電 邊 ポレ ン SO 人 SAT 

地 全 重定 くい お 到 1 WS 失せ G 党 由 流 束 
貞 や iQGS 全 政 % つ ン お る" 角 に り 製 忠生 くい レ 
圭 選 QQ 折 直 る 昌明 仁 G パ 計 所 立 の SO 
人 "県 胃 経 6 丸 任 @ 注 回 間 選 つ 尺 之 Ih6 
士 い 和 共 人 展 つ 史 遇 愉 江角 回 愛 ト や 
や ヘー ロ つ レ る )0" 

装 弄 人 和 380 さ ツ 十 室 一 上 穫 
党 SIIOG 攻 さく さ ロ お お 代 SO WS 換 共 
更生 や AUS る 0 二 揚 同 容 じ せ 光紀 
史生 4EG 宣 り 肌 ン 球 生 稚 KS や mxe3S 生 徐 淫 
S 呈 肖 選 史記 9 お 人 了 田 国 二 ご 暫 良 吉 抽 人 る 
合 2" US 反 案 徹 和 SN り 公民 も の 詳 S 近 斑 
選 較 や" てき っ 和 庄 人 る で 近 ye 選 居る 代 っ 

0) 


土 有 の 山間 、 入間 の 和 木 割 は 秋本 先 直 互 の 
間隔 が 広 過ぎ た り 、 反 対 に 狭く な る 。 これ を 
側 で も 均等 に 割り 付け な けれ ば な ら ず 、 建築 
家 の 知り 強い 宮 性 が 相 求 され る 。 玄 図表 井 
は 民 の 前 の 2 階 床 を 見 上 げた 畑 が 狙い で 
休 せ 集め た 天井 を 下り 上 げた よう な 拓 誠 
り と な っ て いる 。 埋 込み 照明 の 乳白 アク リル 
板 は ツヤ 消し で 、 天井 面 と ゾロ に 落と し 込ま 
れ 、 空 出し 口 と 合わ せ 、 天 井 目 地 に キチ っ 
と 揃え られ て いる 。 

この 如 較 で は 、45 度 の 角度 で 折れ 遇 が る 出 隔 、 
入 隅 の ある 土 友 が 婦 関 本 り の 見 せ 場 で 、 社 寺 
理 築 の 斑 廊 の よう な 、 標 を 正す 格調 の 高い 侍 
まい が 求め られ た 。 床 の 玄 昌 石 四半 目地 と 土 


記 軒 裏 の 垂木 割付 けが 中 途 半端 な 寸法 に な ら 
ぬ よ う 、 玄関 引 戸 の 中 心 を 基点 に 正確 に 割り 


込ま れ 、 石割 、 垂木 割 に 合わ せ 柱 位置 が 最終 
決定 され た 。 渡 り 記 下 の 内 側が 鑑 丸 太 、 外側 


が 角柱 の 組合 せ で 、 出 隊 、 入 隅 の 壁 か ら の チ 
リ の 調整 は 目立た ぬ と ころ な が ら 大 事 な 納 ま 


建具 の 壁 内 引込 寸法 に 合わ せ て 人 璧 厚 が 決め ら 
れ 、 構造 の 野 柱 と 見 せる 柱 の 配置 を 決め る 。 
り と な っ て いる 。 


軒 の 出 で 調節 す る の だ が 、 渡 り 廊下 、 主 庭園 


獲 股 信 玄関 天 井伏 図 


猫 股 邸 玄関 平面 
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猪股 邸 入口 建具 

防犯 用 の 雨戸 形式 の 引込 戸 の 内 側 に は 、 両面 舞 良 の 民 付 麻子 が ある 。 一 上 晃 、 障 
子 紙 が 表側 に 1 枚 貼っ て ある よう に 見 える が 、 実 際 に は 、 障子 算 を 内 側 に 貼っ 
た 透明 ガラ ス が も う 一 枚 横 組 格子 の 間 に 上 接 か ら 落と し 込ま れ て いる 。 し た 
が っ て 実際 に は 2 枚 の 障子 紙 が 入れ られ その 間 に ガ ラス を 挟ん だ 納まり と な っ 
て いる 。 真 氏 削 り 出し レー ル は 、 上 端 が 床 面 と ぴ ロ で 、 敷居 が 一 段 下げ られ て 
いる 。 敷 局 に 決ま っ た 水 は 引 込み 際 に 設け られ た 矢 羽 根 形 レー ル と 一 体 と な っ 
た 目 皿 か ら 排 氷 さ れる 。 


放 設 較 民 開 
この 住宅 は 料 な 華やか さよ り 茶 人 好み の 作 び た 医 ち 着き を 表現 し た 理 物 と いえ 
る 。 去 岡 を は じ め 各 室 の 木 害 も 太め で 、 居 隊 に 差 科 居 を 使っ た り 、 玄関 の 天井 
廻り に 用 いら れ た 化 斑 案 も 太い 。 し か し 、 数寄屋 の 近代 化 の 一 つ で あっ た 造作 
材料 の 複 条 な 線 の 整理 と いう 窒 え 方 は 、 当然 の よう に この 住宅 に も 見 られ る 。 
柱 、 穫 は 委 な 靖国 の 検 計 ら 大 き さ 、 位置 が 決め られ 、 必要 な 見 せ た い 柱 
だ け を 見 せ て いる 。 また 、 柱 に か ら ま な い 班 具 可 り に は 、 目障り な 方 立 、 簡 居 を 
つけ ず 、 人 近 ( 下 具 の 桁 が 見 えな い ) の 納まり と な っ て いる 。 中庭 仙 の 地 秦 の 引 
き 條 い 子 を 関 けた 時 、 その 逆 ロ が 詳 候 と ピタ リ 指 え る と と る ろ な ど 、 さ り げ な 
さ の 斉 に 半 な 配 貞 が 見 られ る 。 


| 


玄関 本 り 展開 還 1/80 
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際 子 戸 の 引き 込み 隙 に 設け た レー ル 付 排水 目 四 


へ 衣 閲 礎 付 障子 戸 疲 図 1/40 
玄関 有 付 障子 戸 断 面 詳細 図 1/4 


玄関 玉 麺 り 詳細 図 


14 


レー ル 付 排水 目 詳 細 図 
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Saonn 


軍人 最 選 


揚 環 細 燥 NG 県 りつ Rm で 和 し 線 狗 つ 
孝 過 四 将 直人 3" 人 0G 忠 案 さ ロ 「 者 下 」 の 中 
員 箕 理 寺 誠 還 疫 管 0 寺 褒 つ お " 民 了 G 東 了 S 
前 や の 奈 い 舞 世 G 形 碑 Wr く S 郊 so 人 呈 
計 " 農 る 誕 交 計 つ 妥 沼 湖 富 ロ く Q8 る 4 いつ 
" 秀 革 史紀 | 話 杏 澤 も 交 全 SD" 騰 る 
記 G@ 恒 只 央 握 ら 和 や 換 R ぐ 無人 る 工科 つ 称 肌 や 
WS 思う 半 醒 祥 穫 お 和 購 切 の く SO の 合 各 
Je 

者 区 Km ン 筆 人 る S 宮 竹 8" 選 人 る 帳 編 
ぬる 和 領 D 記せ 見 4n 選 つ RG へ 


2 吉田 二 人選 人 和香 人 


雨戸 、 ガ ラス 戸 な ど 10 本 の レー ル が 並ぶ 。 レ ー ル に 段 基 を 設け る こと で すっ きり 


と 見 せ 、 戸 は すべ て 各 の 中 に 引き 込め る よう に し て いる 。 


山口 中 春 邸 (1940 年 ) 捕 出 し 開口 部 


開口 部 断面 詳細 図 1710 


肖 束 / 補 人 穫 世 恥 避 つ 知り の ) 
St の 急い 球 JS 王 斑 ハ ホー ふつ ゆい" 所 下 き 
コ 導 史 舌 交 李 人 る 9 議 吉 較 散 G 個 区 人 交 宣 つ 
人 いじ る 0" 所 下 還 十 こ @ 姜 講和 O 二 写り 
旨 圏 守り 十 宙 丈 陣 お りつ 只 軸 る 填 当 き 
疾 嘱 @ 因 せ 到 つじ 繧 了 光 0G 因 う 理 選 や 想 
刻 思 の 視 楓 窟 り 胡 つ し 棋 を 人 る きい レ る neT 
ゴ 士 軸 @ 声 ボ G 志 *p2/ 舞 写 る で 記 所 全編 全球 
AO 近 め PJ の つ 恒 性 革 宮 り Q7 の 交 @ 
押さ 拓く し 暗 案 求 恨 和 Se" 

弓 区 案 二 つ G 窒 口 舌 せ 選 LL” 胃 L" SAKaP 
史 由 直志 鍋 る 世 巡 代 YaaaY 詞 加 の 半 @ 
ユー る 更 光 筆 の mAGT DS 圭 路 や 


虹 B く Sn 応 騙 雪 穫 谷 公家 5 つ 
ヤレ つ MKm うう 多 鋼 お 選 お 人 ” 押 貴 史記 昭 
杜 褒 和 め ざ 代 和民 NS 粗 紀 選 いて AO 時 
SQS 念 式 沼 下 1S 朱 下記 底 G 垢 %% 
SNQGP せ "ペー さ ふ 冶 会 癌 ン レ 団 入 つ る * 
更 況 応 滞 や 必 L” 胃 所 ぐー ふ 刀 寸 要 志和 
や に 選 つ " 窟 臣 号 や 人 な 塞 攻 る | 部 埋 ン つじ ス 
MT JA 笠 消 人 る 引合 じ の ペー ミ G 誤 S 
2 名 下村 守 2" 

玉 和 攻 和 生玉 悪 り 46ye wG 看 お 窟 し 6 名 
ョ 多 性 陣 S ロ K 穫 人 S 古 皇 の べく を か る" 突 時 ぐ 
光ら DECIIE こそ 
環 玉 泉 号 國 ロ つる ie" DJ 窒息 軽 記 7 か K 


開口 人 平 面 詳細 岡 1710 


に 軽快 な 印象 を 与え て いる 。 


足元 


ル を 一 緒 に 見 せ て は 本 敷 が 目立つ の で 、 雨戸 の み 、 他 の 建具 より 上 下 に 伸ばし 、 下部 は 土 問 の 洗 
い 出 し 夫 面 まで 下げ て いる 。 ま た 、 昼間 の 責 を 考え て 、 編 戸 、 ガ ラス 戸部 分 の 敷 詩 に も 水 勾配 を 
つけ て いる 。 岩 淡 別 邸 開口 部 と 異な り 、 雨戸 が 土間 まで 下り て いて も 、 ガラ ス 戸 部 分 の 敷居 下 側 


障子 、 ガラ ス 戸 、 綱 戸 、 雨 戸 の 各 引 違い B 本 の すべ て の 建具 を 壁 の 中 に 収納 で きる 。 8 本 の レー 
に 議 が 吊り 下げ られ 、 建物 の ) 


松岡 邸 (1965 年 ) ホー ル 


所 注 取 1 導 G 陣 避 据 に Amy 

慈 打 要 で 率 着 り 3 寺 軸 全 沿 称 dh 柄 打 っ 
頻 る 肖 で る WSH" 缶 虹 G 朴 に 史 競 各 皇 0 お | 
電 G 下 眼 り 人 G 似 4 む で や 司 屋 ない G 量 3I 
人 冠 所 つ 物 RANO お AO 8 騰 S に G 
上 居 の 所 守 居 口 JN 鍛 お 27 WS 還 8 
立 り 混 宮 G 中 義和 油 申 登 貴 で" 第 匠 ロ 選 思 
お お や 伴 3 の GOT 

投 虹 ぐ R よ ざさ つ お 和 り 疫 陣 @ 把 紅 信 械 の 会 
06 王 可 ペ ー ハ ツ つ リピ" 生 朗 ら 3mm 終 LE 褒 で 
意 詞 っ ギー 時 料 証書 出色 46eP 
主 に G 了 交 かり 半 加 終 Ia 和 す 民 ぐる 張 円 G 選 
9 お " 押 り 革 意 記 和 油 各 い 人 Sre 
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上 股 氏 居 間 開 口 部 (8 頁 和 ) 
障子 、 ガ ラス 戸 、 網 戸 、 雨戸 は 各 2 枚 ずつ 両用 の 吾 内 に 収納 で きる 。 し た が っ て 春秋 の 中 間 期 に は 3 聞 半 の 幅 
一 杯 に 慎 具 の な い 、 旗 と ひと 続き の 空間 を つく る こと が で きる 。 理 具 を 団 め た 時 、 そ の 了 レ 間 か ら 戸 付 内 が 見 < 人 か 
えな いよ うお の お の の 外側 の 建具 に は 添え 板 を つけ て いる 。 内側 か ら 見 て 、 救 居 と 敷居 の 線 の 多 さ が 目立た 
4 ぬ よ う 雨 戸 の み 上 下 に や や 延ばし 、 雨戸 の 鴨居 敷居 を 見 せな いよ うに し て いる 。 ま た 、 雨戸 以外 の 建具 は 「 
上 下 衝 の 含み を 通常 と 反対 に し て いる 。 こ れ は 上 下 の 筆 の 了 癌 を 内 側 か ら み せ ず スッ キリ と し た 納まり と す 
る た めで ある 。 和義 居 、 敷 居 は 入 陽 部 で 接続 すれ ば 合成 材 で も 目立た な い 。 柱 は 桃山 時 代 の 木 割 に 近い 「 十 面 
取り 」 で 柱 森 さ の 1/10 が 面 越し す 法 に な っ て いる 。 


み 


【 
1 


昼間 南側 枠 理 り 断面 詳細 図 1/5 
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咽 可 加 へ 


「 処 粒 G 李 > 財 守 折 閣 」 つう 中 反 Se" 
党 G 之 % 篤 折 思 で 弟 提 7 半球 加 人 す 記 
Ko の で 洛 め "に 幅 和 か 9 の 筐 志 肛 肖 画 
久生 奉る" MS 旧 区 つじ 折田 田上 中 3 せ 
較 を 人 る 半 申 密 の お 況 っ 表記 史 の の レス Aa" 
時 ご ※ 千 り 当 IS 青天 で 押下 久代 祝 つ れ 
YE 

※G- 思 G せ 日 上 で 生 G 舞 P 下 
思 GERWWS-HSSG 守 の 虹 結 料 G 吉 パ の 
PPー こく 1 た いり 導 どの ー ド 9 
- HG 手 れ 0 人 補 Snor ww 中層 6 
砥 " 財 舞 Sr くり の 穫 じ 00G 請 味 G ヤ 汰 ( 室 ー 
セーー ・e) 相 疾 つじ 科 間 晃 品 抽 か ho" 
州 謀 密 下 十 公 国人 Se 容 d の 本 用 和 S” 品 朝 り せ 
人 R 関 守 上 い か 9 レ S0GP" に 中宮 
系 寺 欠い し 人 る コ 厩 G 孤 末 半 和幸 ン りつ の 
Sn" 現 呆 は 信和 Xo 才 紹 G 部 牙 6 抽 穫 回 
回 時 り 倫 恩 つ " 表 中 らむ で や 握り 回 
人 所 か AO の 90 AhYS 環 也 3 加 久 氷 
S 湖 人 全 避難 人 家 和 hyQS 人 SN ー ら の 下腹 
S で 生食 Wo ポレ る 79" 層 い な 加 G 四 
劇 / 持寺 次 0 や レン 全 剛 や の 振 に 役 さ ロ 
出 SQG 史 剖 制 つじ 了 信じ っ” 羽 G 球 革 桁 
天 G 守 昌 時 ロ つ 7 v で りや し 順 宮 
G 守 祉 家人 St" 貞 拉 記 工 密 G 飼 侍 到 や 
CO て お 上 と うつ まさ 

監 G 皇 せ 氏 因り 腰 問 后 っ tmRG 反 
電導 P 唱 案 家 NMOS 記 SG 因 共 計 絞 
すい 客 還 や on | 拉 池 慌 史 功 Se 窒 王 
折田 和 還 り が 豆 く 中 識 め " 拓 ボ 選 宮 


CE 


思 す 包 味 守 皇 (大 記 ) 篤 宇 る で で だ おり 2 の SN0T 


ES ua 


及 字 G 栖 らき] 半 地 印 下 3YQ 人 上 思 る 田 
SF 総記 へ 和 抽 界 の 眉 還 り 記 や やや" 援 
民 り お 謀 加 和 攻 っ 生生 須 季 う っ 環 応 SKTR で 
か で へ 梱 員 ロ つじ 3n" 

填 当 S 臣 岩瀬 装 糧 SKK へ 公 K 季 2 店 7 炉 
G 安 馬 氷 人 る <RA 還 6 尼 四 G 舞 無知 定 
中 SG 可 部 人 装 和 る か と ン Aa の 包 が ON 


円 
NH 
昌 う 
ポ 
朋 
FE 
1 
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猪 肘 屋根 

と の 住宅 に は 2 つの 中 旗 が あり 、 東 南 に 茶室 棟 が 延び て いる 。 し か も 屋根 に は 
起り が ある 。 屋 根 と し て は 最も 難し い 条件 で あっ た 。 こ の 複 秩 な 屋根 を ま と 
め る た め 、 南 面 する 主要 室 の 屋根 を 3 彼 重 ね と し 、 屋 根 和 成 の 軸 に し て いる 。 
日 本 間 、 夫 人 室 、 居 室 へ と 次 第 に 高く な る 天井 高 に 合わ せ 、 3 段 に 屋根 が 高く 
な り 、 玄 陸 の 破風 に 繋が っ て いく 。 玄 脚 の 土 棄 は その まま 茶室 の 屋根 の 下 に 納 
まり 、 渡 り 廊下 の 庭 側 の 屋根 も 同時 に 茶室 屋根 に 調和 させ る 必要 が あっ た 。 

軒 の 出 は 南側 で は 約 4 程度 で 、 重なっ た 上 側 の 屋 恨 は パラ ンス を 考え 5 二 ほ 
ど 短く し て いる 。 正 確 な 軒 の 出 は 瓦 居 に より 決定 する 。 垂木 応 小 舞 、 之 の プ 


ロボ ポー ショ ン は 吉田 五 十 作 の 長い 経験 か ら 生 まれ て きた も の だ 。 雨 括 も 茶室 
以外 は 鋼板 の 角 繕 で 、 あ ん こう も 志和 修 り の な いで きる だ け 単 純 な 形 を 用 いて い 
る 。 も ちろ ん 、 垂木 や 朽 の 木口 館 り も な い 。 

3 収 重 ね の 屋根 は その 空き が 1 尺 と な っ て お り 、 昔 人 が 剛 に 入っ て 作業 の で き 
る 限界 の 寸法 だ 。 場 合 に よっ て は 、 下 側 の 屋根 と 吾 か ら 仕 上 げ て いく 。 こ うし 
た 勢力 が 軒先 線 の 低く 延び る 講 調 の 美 を つく る 。 


恒 祖 の 起り と 眉村 り 

吉田 五 十 入 の デザ イン に は 、 桂 離宮 古書 院 寄 標 破風 に 見 られ る 強い 起り は な 
い 。 

直線 に する と 錯覚 で 反っ て 見 える の を 補正 する 程度 で 、 垂木 下端 の 全長 に 対 
し 、1/100 上 が り の 起り を と っ て いる 。 起 り の 頂点 を 全長 の 中 央 に する か 、 ま 
た は 4/10 標 か ら 下 が っ た 点 に する か 、2 つ の 方 法 が ある 。 主要 な 大 屋根 の 起 
り を 決め た うえ で 、 その 他 の 屋根 の 桁 高 、 棟 高 を 合わ せ て いく 。 破風 板 の 層 本 
り は 、 破風 板 の 広い 幅 を 軽々 と 見 せる た め の ア クセ ント だ 。 棟 に 近く な る に つ 
れ 破 司 が 広がる の に 合わ せ 、 特殊 な 道具 を 使い 眉 遷 り も 瀬 増 する よう に する 。 
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猪股 氏 央 玖 と 軒先 

壮 羽 瓦 が 棟 か ら 野 先 まで 端数 が 出 
な いよ うに 軒 の 出 を 決め た うえ で 、 
棟 部 分 で は 左右 の 嬢 羽 瓦 を 丁寧 に 
摺り 合わ せ て 納め る 。 吉 田 五 十 八 
の 特徴 は 、 功 羽 瓦 の 拉 り 合わ せ 部 
分 を 隠す の で は な く 、 無地 小刀 の 下 
部 を 半月 に 削り 、 映 羽 瓦 と 同 画 に 取 
り 付け る 。 

軒先 の 水平 乱れ 、 水 切り を 考慮 し て 
広 小 舞 、 淀 を 取り 付け る が 、 そ の 寸 
法 は 垂木 寸法 と の プロ ポー ショ ン 
で 決め られ る 。 広 小 舞 の 厚 さ 分 だ 
け 垂 木 が 広 小 舞 か ら 飛 び 出 し て お 
り 、 垂木 は 四方 面取り に する 。 


普 貴 遇 選 


折田 RG 直志 G 氷 台 園 や" K 浴 赴 下 @ 
逆 天 疾 器 爾 栄 障 寄 の まい PSWG 次 " 斑 
に 人 ECKE:t2EHSYS37 た 3 まさ こい 
HK ペーP49SY 旨 向 選 ご だ 9 記 居合 さ 
巣 軍 0 宮内 向 / 由 室生 旬 谷 SV 状 宮 抽 中 ぐ の 
ひい 剛 Q 和 計 町 終 G 胃 や NN つ る "NN 閣 安 
中 納 @ 惹 中 A6 ざ 乱 じ 語 因 誠志 S 属 革 の 


式 吉 虹 味 到 帆 じ 3xeT 

夫 貴 @ 玩 る" 晴 由 の 胎 き コンロ 折田 還 十 て 
せい し 対 SGK KS くべ SQ で で" 明 全 S 完 
由 思 慌 如 宮良 や や りゃ pAeSS( も 全席 つろ り 
ざ P 革 代 う 先 / 折田 国士 ご 公昭 時 艇 お 婦 つ い " 
暗 思 K 和 の 計 語 S 表 中 史 末 や 計 空 醤 に や S 和 
時 や 形 瑞 時 さ ムペ 型 *xQO る いじ 近 ぐ S 
症 

「 時 い 波 記 加 選 つら か 和 を 計る う 」 ざ 析 下 
慰 十 ロ 凡 碧 " 昌 索 組 葵 00 お NR や 
思 セ し せ ポ 号 G 明 由 思 滞 恵 NG や PhG 栄 せ 


上 上 写真 「 欠 木 邸 ] 2 障 次 の 央 の 障子 。 障子 の 上 部 は 引き 違い に な っ て お り 物 立 子 の 替り に な る 


下 写真 鈴木 邸 」 2 階 寄 関 より 次 の 聞 と の 境 の 袖 如 具 を 見 る 


写 2 点 = 山 治 


つい っ 中 持 天 MS 湊 怒 奈 束 め の 「 Se 
中 ぐ 豆 畔 月 穫 羽 御所" 明 G 紀 店 の 7 
地 握 人 志 豆 G 革 人 る あ ト マーNa ATKT NN 
KSNAY 表し 宮 が ポ や 紀 和 hG 攻 や 選 舞 和 
ポ "6@ 坦 ポ 必 G 注 閣 療 穫 RR8" 二 宇和 后 
挫 洋 めい て ン NG 記 " 着 義 則 く Q 舞 宮 話 称 還 旦 は 
刀 り じ 哲 つう 誤 則 園 圭 型 つ お 「 宰 晶 」 所 器 
で 表記 @QJ っ no" 

都民 肖 お o に や G 切 志 G に は く や で 
つの GPS や 染 " 幼 式 細 選定 品 や や 
管 つ 球 定 | 全 G 浅 つう 悪 史 圭 更 つぶ" 


TRINKE" 程 由 お 証 補う や 
政 交 色 玉 由 趣 政 半 王 G 作 戻ら ぐ 選民 称 理 we 
Q 補 ぐ 剛 所 普 G 民 四谷 振 貴 層 や や 就 名 
時 は 牙 や 江 信 人 揚 設 和 的 NKL 皿 る 7 奈 必 り 
構 和 長 党 8 の G 宮 音 地 上 家 037 ONP 
の 呈 の つ Sn" 操 号 S 規 忠 現 RG 仙 直 
級 ロ い ン や 8 で NG 居 ら 史 認 鍋 選 じ つが 
ポ "「 じ 名 佑 SNv の 愉 | 回 敵 符 全局 年 
個 や ー ド ーJ 昭 や くい 尺 観 下 角 8 序 補 や い ン 


忌 回 お の 2 
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剖 木 邸 2 隊 客 問 電 上 

天井 高 一 杯 に と られ た 隆子 と 裸 は 、 天井 の 杉 研 敷 目 の 滝 を 爾 居 
レー ル に 共用 し て いる 。 数寄屋 の 単 結 化 を 発展 させ 、 この 鈴木 
邸 で 初め て 内 法 和 居 を 取り 去っ た 。 天 井 の 敷 目 の 目 地 感 覚 と 建 
具 の 厚 さと が 異な る た め 、 建具 の 上 本 に 折り 曲げ た 真 館 フラ ッ 
トバ ー を 取り 付け 調整 し て いる 。 補 の 上 部 は 横 筑 格 子 付き の 吹 
抜け 祖 問 仕立 て と な っ て お り 、 漆 準 り の 柄 繁 格子 の 見 付け の み 
親 徐 仕上 げ と し 、 格子 の 落 さ を 表現 し て いる 。 障 子 の 上 部 も 2 
駒 と 3 駒の 左右 引き 違い と し 柚 間 隆子 の 替り に し て いる 。 


| 
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マツ 障子 建具 妻 較 1/13 


吉住 小三 人 氏 客間 楓 間 陣 子 

録 側 と の 障子 は 下部 が 雪見 障子 、 上 部 が 欄 周 
障子 と な っ て いる 。 2 間 持 ち 放し の 際 居 と 杉 
閲 居 は 、 伝統 的 な 吊 京 も な く 、 一 見 垂れ そう 
に 見 える 。 

療 に 柚 則 政 居 は 厚み が 4 寸 と いう 考え られ な 
い 落 さだ 。 設 計 者 は と の 輪 居 を ネガ ティ ブ に 
扱い た か っ た の だ ろう 。2 つ の 鴨居 は 欄 間 陣 子 
の 2 カ所 の 召 合わ せ 部 で 径 1 分 5 届 の ボル ト で 
巧み に 天井 に 吊 ら れ て いる 。 後 期 の 設計 例 と 
異な り 、 桶 岡 歴 子 の 要 の 寸法 は 下部 の 雪見 附 
子 と 同じ で は な い が 、 これ は 楓 間 の 軽 さ を 表現 
する た めで あっ た の だ ろう 。 
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錠 木 了 i 手 損 お よび 軒 最 

吉田 五 十 人 の 建築 の 形体 的 特徴 は 整理 され た 
線 と 面 を 構成 し て 当り の 柔らか な 数 寄 屋 を 食 
る こと に あっ た 。 初め て の RC 造 で 、 太 造 建築 
より 単純 化 され た 要素 の な か で 、 手 掴 と 軒 岩 
が この 住宅 の 外観 の 大 き な 特 敏 に な っ て いる 。 
手 握 は 見 付け を 薄く 見 せる た め に 面 を と り 、 さ 
ら に 、 中間 に も 三角 の 満 が 入っ て 、 あ た か も 2 
枚 の 薄板 を 重ね た よう な デリ ケー ト な 表現 に 
な っ て いる 。 手摺 子 を つなげ る 栖 第 格子 は フ 
ラッ トバ ー の 銀色 洲 装 で 、 手 所 手提 子 の 財 色 
と 対比 し て いる 。 

手 舞 と 呼応 する よう に 軒下 に 下げ られ た アル 
ミ マイ ト 加 工 の パイプ 熊 は 、 古 来 の 竹 肖 の 現代 
版 で 、 こ の 建物 の 細い 柱 や サッ シュ 等 の 横 成 要 
素 と 美 事 に 調和 し て いる 。 ま た 、 この 誠 は 日 除 
け の 目的 の ほか 、 や や も する と 、 間延び し が ち 
な サッ シュ の 高 さ を 横 の 線 で 消し て いる 。 


手指 詳細 図 176 
ツマ 手提 図 1750 


「 欠 林 邸 ] アル マイ ト 製 圭 基 と 手 所 写真 平山 
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マ 江 り 旗下 換 行 条 詳 細 回 175 


凶 肝 ・ 浸 英 


/ 


(Pao) 


和風 の 照 朋 器具 を ショ ー 
ルー ム に 探し に 行っ て 、 装飾 
過多 で 悪 部 味 な も の や 部 材 
の 多 さ に ガッ カリ し 、 買 わ ず 
に 帰っ て くる 。 天 井 を 竿 緑 
と 一 体 の 建築 化 順 明 と し た 
よう に 、 壁 面 の アク セン ト と 
し て の 持 行 条 も 、 婦 製品 で な 
く 設 計 さ れ た 。 渡 り 下 の 
持 行 灯 は 周囲 の 丸太 の 柱 に 
合わ せ 、 出 際 の 2 カ所 に 赤 杉 
の 削り 丸太 を 上 下 に ツノ を 
出し て 取り 付け 、 その 他 の 継 
ぎ 材 は すべ て 障子 で 有 店 りく 
る ん で いる 。 中 廊下 掛 行灯 
は 両 騰 に 杉本 羽 目 を 入れ 、 そ 
の 他 の 出 隅 に 骨 の 森 い シル 
エッ ト が 見 え ぬ よう に 、 金 物 
を 45 度 に 使っ て いる 。 内 | 
関 掛 行灯 は 上 下 の 胃 の み を 
見 せ 継 の 出 隔 に 金物 を 使っ 
て いる 。 
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猪 彼氏 フロ アス タン ド 
日 本 建築 の 「 補 設 , の 考え 方 か ら す れ ば 、 自 由 に 場所 
を 動か せる フロ アス タン ド は 明 の 原点 に 近い 。 足 


元 を 任 か に 裾 広 が り に し た 細身 の 4 本 の 足 は 、 明 か 


s 邊 。 ピン ]「 "、。 り と し て の 租 快 さと 実 定 性 と の 相反 する 要 索 の ギリ 
回 ー 」 | に ーー デー H ギリ の 失 上 に 立っ て デザ イン され て いる 。 
和 電 フロ アス タン ド 詳 細 図 1/10 
Wi 「 半 - ーーー | キト ーーーー | 
130.73 L 


テー ブル ・ 樽 子 詳細 図 1740 


山口 中 春画 室 テ ー ブ ル ・ 椅 子 
軽量 の 竹 を 骨 に 用 いた テー ブル セッ ト 。 人 竹 の 臣 
に 鉄 を 入れ て いる 


吉田 五 十 人 邸 和 宰 座 卓 
甲板 の 個 面 、 凌 は すべ て 面取り が 施さ れ 、 甲板 の 角 は わずか に 丸 


く 削 られ て いる 。 
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階 科 上 部 トッ プラ イト 詳細 国 179 


居 M 上 部 トッ プラ イト 。 内 部 に 販 明 も 取り 付け て い 
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aa 


居間 上 部 トッ プラ イト 詳細 団 19 


トッ プラ イト は 居間 と 食堂 の 聞 (北面) に 敗 け て いる 居間 上 部 トッ プラ イト 評 無 図 179 
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天 定 出 忘 枠 是 り 詳細 図 176 


居間 開口 部 枠 叶 り 詳細 図 1/5 
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選 剛 上 分 トッ プラ イト 用 服 明 衝 上 詳細 図 173 


了 段 上 部 トッ プラ イト 略 明 各 具 詳細 図 1/3 


磨 邊 上 部 トッ プラ イト 用 虹 明 
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お ペンス 2 全 コ ー ド ペン ダン ト 詳 細 図 1 


引け シー リン グ カ バー 詳細 図 18 


食堂 の コー ド ペン ダン ト 
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へ 平面 図 1/150 
マ 断 面 図 1/150 


アン トニ ン ・ レ ー モ ンド 

1888 年 チェ コ に 生ま れる 。 プ ラ ハ エ 科大 学 で 建築 を 学び 、 下 業 後 、 
1910 年 アメ リカ へ 移住 。 カス ・ ギ ル バ ー ト の 下 で 働き 、1916 年 ア 
メリ カ の 市 民権 を 得る 。 同 年 宏 の ノミ エ の 友人 の 紹介 で フラ ンク ・ 品 
イド ・ ラ イト の 事務 所 に 入所 。1918 年 第 一 次 世界 大 戦 が 勃 玩 す る と 
アメ リカ 軍 か ら 税 兵 され 、 一旦 は ライ ト の 下 を 藤 れ る 。 大戦 終了 後 
ライ ト か ら 帝 国 ホテ ル 設 計 の た め の 日 本 行き を 打診 され 、 再 ぴ ラ イト 
の 下 で 働く 。1919 年 帝国 ホテ ル 設計 施工 の 助手 と し て ライ ト と 共に 
来 日 。1921 年 独立 し 、 レ ー モ ンド 建築 疫 計 事務 所 を 設立 。1952 年 
アメ リカ 建築 家 協 会 名 堂 会 員 。1976 年 逝去 。 主 な 受賞 に 、1952 年 
日 本 建築 学 会 賞 作品 賞 (リー ダー ズ ダ イジ ェ ス ト 東 京 支社 )。1964 年 
勲三 等 旭日 中 級 章 。1965 年 日 本 建築 学会 放 品 賞 (南山 大 学 )。 主 
な 作品 に 、 東京 女子 大 学 総合 計画 、 型 心 女子 学院 修道 陸 お よび 教室 、 
トレ ッ ド ソン 別邸 、 旧 赤星 慌 、 聖 アン セル モ 目 黒 教会 、 南 山大 学 総合 計 
画 、 マ ー ク スピ ル 等 。 
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鞭 関 ・ 食 芝 床 B 部 分 断面 詳細 図 173 
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食卓 村 子 詳細 図 120 


右 写 真 / 製 図 台 と 三 衣 椅 子 
写真 厨房 カウ ンタ ー の 丸 椅 子 。 尉 詞 の 人 と 
会 話し な が ら 彰 食 や 石 酒 を 楽し む 
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票 品 や S 抽 特 SN 組 玩 年 括 志和 を 団 27 コン 
民 東 / 共 思 KS 竹 和 は 守 N 肖 党 he 
いこ に と 
謙 つ ン の 応寺 肖 后 人 XS のり S 王 3 

つり G 括 や 半 滞 SSG 攻 G 合 
を 己 生 6 軒 避 避 JNK 代 篤 で 坪 素 宮 
人 日 馬 人 る ooWG 胃 り ホ ン 史 須 NS お り 
つろ 公定 " 旧 和 HG 青 錯 ぐ 枝 G 下 SG 思 る " 
才 ポ や ーー ロリ の 人 不 篤 枯 人 田 余 坪 い る YS 
中 6 る 講 @ 憧 藻 生 誌 好 G 下 mo の " 臣 記 町 党 
蝶 守 ぐ ⑦-JaJa の 人 RAY 

字 臣 Grn 1 居室 8 埋 G 衣 WB い うし お 7 
革 ン 8 人 ン 6 の 間宮 葵 ロ 問 つ 則 る 介 い し 
人 SMG" 中 お 色 上 半 いじ 柱 際 09 マン 和 
過 更 称 家 か AN さ 和 0 系 22" GS 人 SS 
筐 ぐ 如 % で ロ 認 で トマ ホ ー ス 更 軍 人 甘 生 私 
いり 

に 1323 に にかわ 3 で その に さい さこ 作り | 
つゆ 湯 か の ルミ 代 義 NG 悪 編 直人 る 儲け 
RS で 下村 の 人 SR" や の 方 江 邊 中 お 所 困 
人 ささ トコ ンー 
全て Q け ざ 芝 や ン " 培 語 生理 史 快 mePG 
泡 落 だ 紀 を 争 定 9% じ 避 や のび 谷 ン WM 宗 
史生 @ 共 @ 二 前 尾 足 0pQ 低 才 つ G 晶 求 年 
人 ホー ミロ 6 いし 寺 人 RSWAAN さ が 0" 洛 座 
@ 憶 剖 史 還 ン 7 親 員 写 天 定 撃 管 を 双 沼 卓 
半 せ 悪 細 や 人 ン 天 写 欠 選 ye 握手 ぐ 半 人 る や 全 
殴 お し 旬 mW” 戻 球 名 りき 和 馬 "| 

トマ ホー る 低下 GS 還 守 加代 氏 天 お 導 お で 生 
か 室 僅 る "やく レ 和 WS 案 送 つの 人 0 和 
WS や 刊 子 祥 の な 玩 二 氏 生 忌 南 G 携 貴 
で RT 

宗 因 日 求 知 釣 号 人 ぐ で だ りら 名 選 の 本 無人 
胡 組 詩 翌 大 人 る ぐる ト さ の かぶ 公 相生 叶い 
し 式 " 詞 口 吐 ぐ @ 天 つる 誠 居 年 民 る 人 


1 

りり MG 吉 蘭 史 和 と 治 / 下品 和香 
W 慈 世 式 滞り JS 溢 お 思 攻 ペ りう や 本 
迷信 走 %3G 丈 詳 泊 つき 製 鷹 邊 WWG 思 描 和 
AN こく か OH は YBI い > だ の の 
32" WS 居 や 近 お 中 遇 G 計 る 2" JS 虹 お 
ヨ 昌 選対 玉 し 客 和 の まめ 所 へ 人 
oO りこ NE に Ye 
S 臣 り 人 る る 補選 細 S 半 推 向 90 り JJB 居 で 
人 に CI5E ド に 


や て 燃 上 WW 的 
直 62 や ン ム Sm 計 K ホ ー ペ 人 る し 舞 ン 
ホホ ー ミ 図 7 ント 季 S 租 くめ Q お 4 
下 甘 の 析 RN0een ロ つじ SO WS 信人 る 中 
S 況 能 久 司書 人 の 半 で 則 連 昭 る 滞 下 
マン " 忠 喝 ぐ 〇 < マロ 劉 3 | 世 散 離 り RWP" 吾 下 
素 G ヤ 泊め 岸 約 G 溢 信人 ボーー セ や 交 己 
つじ つが 必 塵 mo の 4Q0 い " 了 模 委 所 憶 條 の の 
SG" 由 時 りら 部 必 朋 管 すい ン ム を 枯 衝 革 人 ト で 
ホー 名 弓 彼ら ざい の 】SVn つ TMS 委 
葉 表 記 2 の 2 尺 隊 称 肝 tn 
拉 J・6 つ ぬら KON 棚 退 上 


子 装 


「 条 根 の 家 | 2 階 の 広間 


スケ ッ チ 


ディ テー ル 


| 49 | 遇 期 作 ま い の : 


抽 
画 側 の 開口 か ら 釧 地 を 見 通す 
半身 加 り を 見 る 


だ ク 
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| 51 | 遇 若 住 まい の ディ テー ル 


上 写真 2 隊 写 下 ・ ホ ー ル か ら 膳 段 宣 の 開口 部 を 通し て 外部 を 見 る 
右 下 写真 // 2 階 宙 下 か ら 広間 方 向 を 見 る 
左下 写真 // 2 階 鹿 下 ・ ホ ー ル か ら 引 き 戸 越し に 広 問 を 見 る 
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装 旨 G 四 締 で 還 宙 史 捧 稚 
ーー 疑 窟 ぐ 培 @ 如 寺 NB や KK 


ー" 理 臣 

所 喉 # り NG 昔 脚 錯 @ 地 る 年末 記 や Se 
堪 信 QG 感 宙 忌 信 釣 筒 う 二 で " 息 全 や 刻 
人 で 展 恨 忌 ロ 計り WT 失 YG 鷲 染 葉 ャ ざ つ ピ 
培 つ る で 328-S 守 拘る の つ S 谷 る 

WG 虹 宅 所 へ 寂 羽 著 折 "oo ら 昌 S 
に に に だ に 放さ びさ づこ シト 
QOS し 氏 括 世 役 森 つ レミ ン "KS 
絢 め 扱 G 員 2 の 大 全 守 臣 胃 @ だ 人 る や マ ツ 
所 RhG” 看 嘱 G 居 民 称 歴 KSJSG 電 居 公 比 e 
いい 


Q 大 中 唱 肛 ソ 

束 串 つ G 基 え WG 搬 宮 選 リロ" MG 十 層 多 旋 
全 

所 中 革 革 握 の 寺 帽 や 宮 舞 全 料 吉 栄 丈 つ 人 
HEG398A6MG 革 玩 G 器 硝 い し 2 
1 綻 GK6 合 選 の WS 下 紙 GP 和 さい ン 
19J ざ 記 叫 合い る 

ちの 塊 衣 以 MG 十 慌 り 革 和 や 7 wS 責 会 
らい 陣 じ 芝 te 端 せ v ペ 宗 怖 明 全 府 ぐ 人 る 
で @ 症 理 選 の 革 逢 る 夫 さ ざり 佑 8" 親 旧 
選 Stemn 健 りき 生 SA 填 講 G 玉 SW 
で 人 な 科 選 座 G 埋 党 で 現 揃 ロ ひい め 肛 党 史 束 
全角 SG 悪 昧 称 拓 攻 つ つじ 線 レ 1 1h ヨ SK 
吉 僚 園生 で 全 守 天 や 中 で 三 舞 宮 り 盾 謀 
で し 過 ン 回 G 悪 味 ” G 且 呈 G 地 環 只 り 
掌 Netn い コレ 閣下 和香 呈 梓 K 代 醒 欄 
衝 杏 軒 G 下 り 付 0P KK 生計 記法 直 
@ 画 中 称 避 家 刺 "9 の 選 全く G 臣 界 
握り いじ 党 り 因 る 和 中 pke" 


の 回 舞 G 斉 

WS 軍記 S 貴 や 芝 史 人 る つ 線 団 つ 滞 眉 か 
MO  y で 人 各 承知 ント つの 信 全う 
菓 明 め らい S 型 ぐ 演 忠志 信 さ ろう ン や 
全 G 馬 全 混 字 ロ 麗 WS" 


に EE) 

民 当 蛋 光 叉 帳 選 演 せ 旧 3WS 士 民 思い 
8 MS 抜 恵 人 近 当 紀 拘 独り つ じい 時 玩 へ 8 宗 恋 
屋 は ぶる し 3xQ" 所 宣 ぐ 写る 時 慰 り 払 つい" 
た EE に すい 
避 炉 や "WS 郊 党 @ 扱 号 計 雨 民 革 求 Mu 
の 閣 R 記 や 

11E 間 G 矯 記 @ 再 手 G 党 8" 所 当 の 回 表 ye 
た で まや へ に に そこ いこ より いよ コ 
KN 生 更 詞 選 府 向 区 乃 ポ 和 や ポ 弄 宗 地 
演 Xe 持 糧 3" GIIIS 旧 近 り XG 窒 庄 史 遇 シン 


原形 に 加わ っ て いく 胡 華 


りゃ 理 叶 る MTY nvS 工 本 SA 
い G 王 忠 史 る や の る ン SQSKMTT 


NG 卒 G 沢 

EK さき て Et 
SSStn 志 洋 ン "WS 串 秩 ふかく 0 額 
信人 計 生計 更 G 加 穴 本 率 G 中 押 G 玖 回 
放 や 53YG 湯 代 生 心血 医 " 

装 昌 @ 還 ャ ぐ S 型 居 / ゆり 旨 めくら 下 机 后 で 
食い 必 還 G 且 皿 つ G 誠 や で 計 守 演 
旬間 写 帳 合い 月 パ WS で 尽 G 叶 沈 潤 
生 | 明 -O 訪 人 ン 知 0 


の 還 ぐ G 時 店 枝 G 培 中 

還 々 G 専 世 G 取 名 りか い 公選 細 りら 閥 宮 じ つ 
6 SGR 給 や NG 演 計 天候 048408 い 
や つ 補 所 合う KQ" SQ 合い 信 深め 恨 人 る じ WS 


半 局 へ 革命 思 ャ 宰 伝 史 氷 名 G せ お 年 かる 
や 家人 寺 筐 所 吉信 衣 人 る 豆 じ ミン 
芝生 団 証 GS 卓球 向 豆 "WW り 昌 賜 有 如 臣 弄 
時 で 夕 す つじ 彰 琶 の つい らい @ 癌 叩 SO 
半 wmR い や 寄 か 3 線 つる 赴 幸 和 " 

0960 人 5 往 叶 全 人 模 室 G 演 丈 heetQG 
うう P 半 共 @ 評 太 ” VS 下 吉 G 藤 他人 
ちの) 押 思 さ G 嘩 拘 SSTA 混 也 刀工 


ト 較 只 
和 り 避 中 の Jo くら 択 隔 "WS 半 更 G 
ロ ャ G 加 怒 " WS)JG 士 音 所 夫人 地 革 
移さ 詳 左 人 QN  WG 人 人 SSOG 地 WW 
ぐ 十 時 司 康 " 
拉 当 
(『 明 角 穴 」ー の の に 革 の 中 呈 46G 財 ) 


お お ま か な プ ラン ニン グ ス ケッ チ 


断面 スケ ッ チ 


ディ テー ル 


| 53 | 遇 若 信 まい の 


上 写真 広間 。 奥 は デス クコ ー ナ ー に な っ て いる 
下 写真 / 広 間 か ら 見 た 南側 の 風景 
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上 上 写真 / 食 堂 か ら 外部 を 見 る 
下 写真 / 食 か ら 台 所 を 見 る 


| 55 | 時 知 住 まい の ディ テー ル 


深 宣 の 初期 の スケ ッ チ 


53 貢 ・56 誠 ス ケッ チー 色 了 弘 


ー サ ー ロ NN 折半 
に に た NN 


の と へ い 寺 壮 避 計 在 澤 半 。 
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EEI 
名 一 交 の 
人 一 入川 上 中 和 下 導 和 困 
人 和 成 一 天 電 
一 半 子 アト リエ / 益 子 村 
担当 共 子 明子 、 電 部 
EE 
時 一 小野 人 人 放 務 所 (小野 宙 ) 
@ 放 エーー 困 鐘 
現 薄 内田 次 
大 人 
屋 机 板金 / 電 上 板金 
左右 宮 
建 内 / 内 山上 
電気 ノエ イコ ユー 更 設 
人 西江 土木 
広 設備 / 三 人 
提 / 械 業 
堪 エ ーー 84 年 6 月 
第 一 沸 和 2 陸 ( 尼 RC 造 2 前 木造) 
1 
齋 夫 1 26857m 
地積 一 118.08m 
邊 講和 一 20075rm 
語 /8267mf 2 障 /11808r 
人 人 一 93% (4096) 
全 憲 -158% (200%) 
地 N 区 一 第 一 住居 導 地域 、 和 一条 光 地 区 、 記 
土筆 人 国立 公害 二 特別 地 域 
@ 主 な 外部 仁 げ 
時 恨 一 カラ ー ス テン レス 瓦 枢 き 
避 RC 打放し 掲 水村 当 布 、 ス ギ 収 厚 1Bmm 林 
上 居り 、 外 衝 必 ワ ト コ オ イル 第 り 


57 | ! 特 生 住 まい の ディ テー ル 


理 一 一 !/ 天 寺内 2 騰 / 太 

@ 主 な 内 部 仕上 げ 

天 放 一関 、 広岡 ノ PB12m 張 り の 上 AEP 
和室 スギ 征 全 板 目 札 か し 取り 洗面 
所 / ヒ ノ キ 化 居合 板 目 基 か し 径 り 湾 
室 / ヒ ノ キ 板 門 り ケミ スト ッ プ 諸 り 

加 一 一 較 ・ 広 義 / 波 当り 和 宮 / 穫 半 り 
失 末 所 / ヒ ノ 寺 板 村 り 江守 ヒノ キ 板 
月 り ケ ミス トッ プ 失 の 

床 一 畜 関 ノ タ イル 貼り 和室 腕 歌 き 広 
皿 ノ ナラ フロ ー リ ング 厚 15wm 愛 り 莉 
記入 東和 沼 守 / タ イル 貼り 


大 一 -OM ソ ー ラ ー、 温床 思 右 河井)、 
と ヒートポンプ ェ ア コ ン 

総 選 一 ガス 給 加 、 選 

@ キ な 下 和 人 和 

所 一 一 オリ ジ ナ ル デ ザ イン 水 栓 金 員 TOTO 

玉 面 所 一 移 面 カウ ンタ ー ノ オリ ジ ナ ル デ ザ イン 
半 器 ・ 水 栓 金具 / TOTO 

治 宇 一 衝 橋 / ABC 間 会 氷 松 人員 /TOTO 

個 叶 手洗 い 台 / オ リ ジ ナ ル デ ザ イン 手 半 い 
吾 ノ フジ デザ イン 水 可 全員 /TOTO 
全 台 /INAX 

明 型 ヤ マギ ワ 、 ウシ オス ペッ クス 、 マッ クス レ 
イ 、 オ リ ジ ナ ル デ ザ イン 

家具 一 太 吉 テー ブル 、 ペン チ ソ ファ ー、 キッ チン 
ほか ノ オ リ ジ ナル デザ イン 


3canua"g 


上 写真 合 所 
下 写真 / 広 剛 と 護 下 ・ ホ ー ル 剛 の 開 ロ 部 


1 肝 面 図 1/175 


や 


IP』 


| | / ワ ウラ 症 


ポー チ か ら 胃 地 を 見 る 和室 か ら 詐 地 を 返し て 麻 を 見 る 


1 階 角 好 ・ 支 関 ・ 和 写 殖 り 平面 詳細 図 1/60 


戸外 の 生活 を 楽し ひと いっ て も 、 夏 
は 羽 虫 や 芝 が 如 わ し く て 意外 に 落ち 
着け な い 。 と くに 夕方 か ら 夜 に か け 
て は そう で ある 。 こ の 半 戸 外 の 明 地 
空間 は 必要 に 応じ て 戸 人 に 仕舞 われ 
た 格子 網戸 が 引き 出さ れ 、 この 部 分 
を 囲う 。 当 初 は すべ て を 網戸 に し て 
いた が 、 防 犯 と 冬場 の 和室 の 保 間 を 
兼ね て 、 現在 は 強化 ガラ ス を 隊 め た 
格子 戸 と 綱 戸 に 変更 し た 。 和 室 は 平 
面 構成 上 で は 異形 空間 で ある が 、 人 
が 座る 場所 の 重心 か ら 外 に 向かう 捉 
界 に お いて は 正 形 の 安定 し た 空間 と 
し て 感じ られ る 。 

58 頁 一 61 貢 解説 = 准 子 義弘 
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広 聞か ら デ スク コー ナー を 見 る 


2 隅 広 間 ・ 合 所 頭 り 平面 詳細 図 1/60 


広 商 南 西 の 陣 に 設け た 最 炉 


到 地 の 創 形 と 東西 南北 の 方 位 軸 が 交 
差す る な か で 案 出さ れ た 広 問 の 空間 。 
人 が 機敏 に 動く 動 線 部 分 に お いて は 
45' や 135' の 振れ 角度 を 多用 し て お 
り 、 卒 の 場所 の 戸外 の 風景 に 正 対す 
る 視界 に は 安定 し た 90" の 空間 を 用 
意 し た 。 そ の 南西 の 際 に ある 散 炉 は 、 
戸外 の この 方 向 に ある 電信 柱 を 視界 
か ら 隠す 役割 も し て いる 。 階 段 室 は 
檜 の 林 に 面 し て お り 、 北側 の 深い 除 
けさ を 湯 え た その 風景 に 対し て 大 ガ 
ラス の 了 品 部 を 設け て いる 。 


PPT 


2 階 広 問 の 開口 部 は 、 南 の 二子 山 
や 西 の 駒 ヶ 岳 の お お ら か な 風景 
を 享 愛す る 送 明 な も の に し た い 
と 考え た 。 そ と に 量 し 権 の ディ 
テー ル を 施し た の は そん な 理由 
か ら で あ る 。 外 部 に 肌 戸 を 用 奄 2 ーッ 
し な い 代わ り に 、 こと で は ガラ B 2 し M イエ ーーー デン mszmwnar 
ス 戸 と 障子 と の 間 を 利用 し て 経 
木 の 鐘 カ ー テ ン を 設置 し た 。 そ 
の と と で この 大 き な 開 口 部 面 に ziswy 
二 重 の 空気 層 が 用 意 さ れ 、 面 内 
対流 によって 起き る 冬場 の コー 
ルド ドラ フト を いく ら か な り と | 
も 抑え た いと 思っ た 。 


広 剛 の 開 ロ 部 2 障 広 問 要 枯 り 守 軍 112 


1 階 を RC、2 階 を 木造 と し た こ 衝 還 岡 50 
の 家 の 短 計 図 。 地 力 に 少々 の 
不 朗 が あっ た た め に 、 其 礎 を 箱 
状 べ タ 基 礎 と し て いる 。 屋 根 の 
OM 式 の 太 昌 熟 集 替 部 分 の 頂部 
に ガラ ス を 使用 し て いな い の は 、 
三角 屋根 の 形状 か ら こ の 部 分 で 
は 補助 的 な 集 熟 を 香 ら れれ ば よ 
いと し た た めで 、 西 の 棟 の 屋根 
部 分 に 正規 の 集 熟 方 式 を 採用 し 
て いる 。 ま た 、 と この 太陽 熱 利用 は 、 
十分 な 暖房 を これ に 期待 し て い 
る と いう より も 、 長 期 不在 時 に 
お ける 室温 の 底上げ と 室内 牧 燥 
の 効果 を 考え て の こと で ある 。 
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上 写真 子供 た ち に 人 気 の 南 デッキ 。 僚 も ここ で 相 潤 を 取ら され た 

下 写 真 / 玄 関 側 か ら 見 た アプ ロー チ 。 道路 か ら 散 地 に 入り 、 少 し 行っ 
て 数 段 下がっ て すぐ そこ に 小さ な 池 。 つ いそ こ に 目 が いく が 、 水 草 の 
聞 に 小さ な 生き 物 。 今日 も 元気 を 確か め て 玄関 へ 


台 の 家 


神奈 川 県 鐘 信 市 
設計 =DON 工 房 / 大 野 正博 (2012 年 竣工 ) 
写真 = 傍 鳥 利 浴 


誠 


想 慎 還 2 
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上 写真 幸 ミ 問 か ら デ ッ キ を 見 る 。 下 写真 大 き な カ ウン ター は 凍 理 場 で あり 、 食 京 や お 茶 な ど 、 家 族 の 集まる 場所 で も ある 
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所 ・ 治 室 ・ ト イレ ーLDKL 

面 才 一 マッ クス レイ 、 ダ イコ ユウ ・ 
エン ドゥ 


ャ マギ ワ ・ 


北 デッキ 。 国 有 地 の 竹林 は 複 伸 的 に は 完全 に こち ら の も の 。 斬 を 下げ る と 巴 側 で も 
物 千 し 場 が 成立 する 


大 開口 部 


履 子 と 組み ああ わせ た 大 き な 掃き 出し の 開口 部 。 只 選 の 上 に 間接 頼 明 を 
仕掛 け 、 それ を 長押 に 見 せ か けた 納まり で 則 し 、 鴨居 と 長押 を 組み 合 
わせ た ボリ ュー ム で 空間 全体 を 引き 締め て いる 。 

標準 化し た "大 開口 "は Fix と 片 引 戸 で 構成 する 。 掃 き 出し の 場合 は 活 
れ 縁 ・ バ ルコ ニー と セッ ト で 納め る 。 片 引戸 は PG ( 複 屋 ガ ラス ) で 
重い た め 忠 広 に せ ず 、 網戸 と と も に 外側 に 引き 込む 。 

Fx は アル ミサ ッ シ を 使わ ず 、 ガラ ス の み で 納め る 。 こ れ に より 見 通 
し が 木 っ アル ミー 木 と な り 、 スッキリ し て か つ 安 価 で 済む 。 ち な み に 
PG の セパ レー ター は 黒 を 指定 する 。 こ の 方 が 木 に な じ む 。 防火 制限 
が か か る と アル ミサ ッ シ が 必要 と な る の で 、 延 寺 ラ イン に 抵 秀 し な い 
よう 基本 設計 の 段階 か ら 考慮 し て お く 。 予算 の 関係 で 木 赴 が 使え な 
いと き の た め に 、 片 8| き の アル ミサ ッ シ を 使用 し た 標準 納まり も 掲げ 
て お く 。 ア ルミ サッ シ の 片 引戸 は 綱 戸 が 目立つ の で 、 で きれ ば 戸袋 風 
の 久 戸 隅 し を 付け て お きた い 。 68 頁 … 77 頁 解説 = 大 野 正 科 


井手 の ee 


現し 


浦 れ 


スノコ : 
レッ ド シ ダ ーzx4e100 


※ 防 断 鈴村 


※ 防 草 シ ー ト \ 利 衣 ま 


開口 部 可 り 鐘 細 図 1/20 
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木 抽 建 具 開口 部 断面 詳細 図 17 二 引 き ア ルミ サッ シ 開口 部 断面 詳細 図 177 


木 商 内 開口 部 平吉 詳細 図 1/7 
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※ 吾 只 の 21 


通気 障子 開き 戸 
表 角 は 林 還 


部 屋 の 隅 の 空気 が よど みや すい と と る ろ に は 通気 の た め の 小 窓 が 必要 。 表 守 法 は すべ て 見 付 寸法 と する 

トイ レ や 洗面 な どの 小 部 屋 に も 明か り 採り や 換気 の た め に 和 欲しい 。 い 
ずれ も 間近 な 存在 だ け に 細部 が 気 に な る 。 ア ルミ や 綱 戸 の 見 苦し さも 
さる こと な が ら 、 夜間 の 黒い ガラ ス は 気持 ちの いい も の で は な い 。 そ 
こ で 思い つい た の が サッ シ を 透かし て 換気 し な が ら アル ミ も 編 戸 も 提 
界 か ら 消し 去る 通気 障子 。 上 下 に スリ ッ ト を 設け 、 障子 を 開け ず に そ 
と か ら 空 気 を 出し 入れ する 。 これ で アル ミ も 網戸 も 目 に ふれ ず に 済む 。 
夜 岡 の 県 い ガ ラス も 障子 で 真っ 日 に 変身 し 壁面 に な じ む 。 


本 較 1720 


カウ ンタ ー の 場合 ] 


小型 マグ ネッ トキ ャ ッ チ ( 埋 込 型 ) 


中 抜本 番 : フ ラッ シュ 本 番 ( 薄 口 )/ATOM 
サイ ズ @4 ク リー ム 色 


平面 11 
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通気 障子 引き 戸 


き [[ 


梓 に か ぶせ て 通気 陣 子 を は め つつ 戸 
当たり を 消す 納まり 。 建具 が 大 きく な 
る と 障子 紙 に 引っ 張ら れ て 握 や 組 子 
が ゆ が む の で 捕 強 の た め 組 子 を 増 や 


: 
す 。 i 


テー 
※ 如 上 の 21 
※ 角 は 際 面 
※ 二 法 は すべ て 見 付 寸法 と する 
氏 
庄 1710 曽 図 1710 
[区 具 寸 法 が 大 きい 場合 ] 
※ の 長 さ : 要 ・ 外 一 外 法 を 基準 と する 美国 120 


平面 較 1/10 


鴨居 な し 仕様 の 窓 (写真 大野 正和 


最 面 の 構成 に よっ て は 入 居 すら 目立ち すぎ る こと が ある 。 
その 存在 を 消す 工夫 。 


[ 隊 届 な し 仕様] 
AL ア ング ル 


地 袋 と 吊り 戸 初 の 間 に 小宮 が 必要 な 場合 、 上 下 の 溝 を 
掴 る の は 大 変 。 ダ ボ や ひも 打ち を 下 具 仕事 に し て 大 エエ 
工事 を 減ら す 工夫 。 


[ダボ ・E モ 仕様 ] 


断面 詳細 図 171 
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戸棚 類 

住宅 に は 下 足 入れ や 食器 棚 な ど 、 あちこち に 小物 入れ が 必要 と な る 。 家 具 工 事 に する と 金 は 
か か る し 現場 の 仕上 が り と な じみ が 悪い 。 大 工 が 針 を つく っ て 填 具 屋 が それ を 守 ぐ 簡便 な 造 
り 付 け 収 納 は 、 安価 で か つ 全 体 と の な じみ も 良い 。 吊 り 戸 杉 、 地 氏 、 下 足 入れ …… す べ て 仕様 
を 続 一 し て いる 。 引 戸 は 木質 の 、 単体 で も 歪み の 少な い MDF を 採 月 し て いる 。 


シナ 合板 の 55 
人 ※ ポ リカ 各 具 の 場合 クロ ス 店 り (時 


「 人 の 素 」 1 階 予備 室 MDF 戸 組 


ミク 


格子 戸 箇 平 面 図 172 MDF の 55 


方 冬 : ラ ン パ ー24 


※ コ ー ナ ー ス ペー ス : コ ロ シ 


MDF 戸 桶 平 面 図 172 栖 欄 : 直 付け 


MDF 戸 部 分 平面 詳細 図 171 
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戸棚 類 MDF 単 体 引き 戸 


シン ン 
柱 欄 罰 
【 記 り 戸 」 棚 2 彼 
久 
8 er ーー トーゴ ポ 
オス モ ( エ キス トラ クリ ア ) 庄 
上 = 
ルン ン ン ン ン シン 還 6 
【 地 載 ] 棚 1 左 
ン ン ング ン ジン グン | 
人 
MDF 戸 ・ 格 子 戸 詳 細 図 1720 
較 円 
[ 足 入 れ ] 畑 3 段 回 
必 
ミ 
ai K je 
上 692350 
FTYI 箇 コ / 
[井戸 
FI 
『 
FE ) | 
宰 板 : ラ ン バ パー 厚 18 ! 
人 本 20 8 ! 1 由 
H 1 
| で 
| 間 ! 
H + ュ ュー4 
日 1 0 
H 1 き 
きき 1 
きき H 
ド 3 + 
| 和子 戸 ] 林 1 彼 1720 に 3 ! 者 
マツ [格子 戸 jn=350 導 H 昌 胃 
ま 
人 
の 
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上 戸 痢 断 画 詳 細 岡 1/2 


バル コニー 


パル コニー は 所 置 型 。 地 震 や 強 必 で ズレ な いよ うに 留め て お くだ け な の で 、 雨 
漏 り の 心配 は 全く な い 。 そ れ 自 体 が 第 ん で も 、 計り を 傷つけ ず に 取り 替え られ 
る と ころ が 何 に も まし て いい 。1 階 の 開口 部 の 底 を 持 出し 節 で つく り 、 そ の 上 に 
バル コニー を 寺 せ る 。 2 階 の 掃き 出し か ら 直 接 出 られ て 便利 だ 。 

思い つい た きっ か け は 密集 地 の 物 千 場 。 隔 当たり が 悪い の で 、 苦 肉 の 策 と し て 
瓦 屋根 の 上 に 物干し 台 を 載せ 、2 階 の 癌 か ら 出 入り し て 使っ て いる の を 参考 に 
し た 。 

2 階 が 居間 の 場合 、 景色 を 邪 礎 する バル コニー に 手摺 子 は つけ た く な い 。 小さ 
な 子 が いる 家 で は 透明 の ポリ カ を 碗 め て 安全 策 を と る 。 必 要 が な く な っ た と き 
の た め に アル ミ の 形 材 で 上 下 を 留め る だ け に し て お く 。 


見 上 け 図 1/25 mio so 


還 ] 


H 2x4ei20 大 


ima 
細 ト 

1 
日 
トー 


st0 


剖 料 は 全て レッ ド シ ダー 厩 


上 


ex4 50 
り カ 人 


| 
還 レ ッ ド シダ ー 凡 便 ※ す べ て 箇条 


2-3bdeem 
3389 

ロジ クト 0 2xe-3ax140 
858 存 詳細 較 1725 詳細 図 171 
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デッキ ・ 濡 れ 縁 


内 か ら 外 へ の 変化 を や わら か くす る に は 軒下 空間 が 欠か せな い 。 軒 下 空間 を 活 
か す に は 漏れ 緑 は 必須 で 、 内 の 床 か ら 外 の 床 、 そ し て 地面 へ と 徐々 に 変化 させ 
る 道具 立て と な る 。 

澤 れ 緑 は 傷 か や すい 。 以前 は 漏れ 緑 を 軒先 か ら 決し て 出 っ 張 ら な いよ うに 設計 
し て いた の で 身 行 き に も 限界 が あっ た 。 厨 把 性 の ある レッ ド シ ダ ー に 出会っ て 
か ら は 、 雨 な ど 気 に せ ず に 漏れ 絹 を 拡大 し て つく れる よう に な っ た 。 そ れ ま で 
の うっ ぷん を 晴らす が ご と く デッキ を 好き な だ け 張 り 出す と と と な っ た 。 

涯 れ 緑 か ら 一 段 下げ た デッキ は 地面 か ら の 避 気 対策 が 必要 。 防 演 シー ト を 敷い 
て 砂利 や コン クリ ー ト で 押さ え 、 その 上 に デッキ を し つら える の が ベス ト だ 。 


見 上 7 図 1725 PT 
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断 瑞 細 図 1/25 


※ 材 は 全て レッ ド シ ダー 到 製 品 2x.KS8x69mmy 
染 すべて 無 紅 


ペ ベンチ アク ソ メ 図 


トコ 
ー ロ 
ェ コ 


岬 目 itst 


ベンチ A 詳 細 図 1720 
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ペン チ 詳 細 較 1/10 
曲 レ ッ ド シ ダー 凡例 スツール 詳細 図 1710 
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デッキ 用 家具 


漏れ 緑 や デッキ に 使う し > 
ダー の 既製 品 を 組み あわ せ て べ 
ンチ や テー ブル を つく る 。 最終 
工事 の つい で に つく れる よう に 
と 、 デッキ と 同 材 を 使用 し て 簡易 
な つく り で コス ト ダ ウン を 図っ て 
いる 。 大 工 が 好む 木組み に する 
と 、 古 の 擬 な か な か 乾 か な く て 傷 
みや すい 。 素 人 細工 の よう な ビ 
ス 留 め の 方 が 水切 り が いい の で 
その よう に 図面 に 現 わ す 。 大 工 
は 馬鹿 に し な が ら も イヤ イヤ 組 
み 立 て て いる の か も 知れ な い 。 


ステン レス ピス 斬 め 


光 部 材 は 全て レッ ド シ ダー 克 抽 品 2x KG8r8ewsy) 一 部 2xG 
 ※ す べ て 無 半 


テー ブル アク ソ メ 図 


還 レ ッ ド シ ダー 凡例 
2X4-3X89 
2x-Sx140 
4x4-89x69 


1 ーー 
字 。 eee 1 ! ! 
3 民 N SNN N 
H NNEaNN 
1 相 NE 
ステ ン レス ピス 久 め | H 
| 6 
ゴム パッ キン 
テー ブル 詳細 較 1/10 
we Weo p24 wm 
ーーー な d 5 
日 
ク 
委 ー 区 
| 月 。 
玄関 の 鍵 を 開け る 除 、 大 き な 持ち 物 が あっ て 困る こと が ある 。 ポ ー チ に は 直 控 置き 
た く は な いし 、 ちょ っ と し た 台 が そこ に あれ ば いい の に と 誰 で も 思う 。 と ころ が 、 クン グ ョ 
玄関 先 に 眉 い て も 不 自然 で な く 、 格好 よく て し か も 目立た な いよ うな 家具 は そう 見 論語 詳細 較 1720 


つか る も の で は な い 。 必 要 の な いと き に 目 牌 り で な く 、 いざ と な れ ば 便利 に 使え る 
台 が 欲し い 。 そ こ か ら シ ンプ ル な " 荷 慎 き 台 ^ の 登場 と な っ た 。 
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部 分 詳細 図 集 
オー クツ ィ レ ッ ジ 木 研究 所 se 

屋根 ・ 壁 灯り へ 
所 器 の ンジ 革 人 7 NN ンジ ンー 


只 記 友 売 填 築 設計 全 ぶ に ン デー 
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買 写 真 2 点 /「 議 の 表 ] 図面 作図 = 唯 昭 友 売 

上 写真 2 点 /「 楼 新町 の 家 ] ( 諾 )、「 国 分 寺 の 家 ]| ( 右 ) 設 時 一 アン ドウ ・ ア トリ エ (左上 写真 デア ンド ウ ・ ア トリ エ 右上 写真 拓 貞 拓 本 ) 
用 下 写 真 2 点 /「 三 座 の 家 ] (上 ) 、「 大 欧 の 家 | ( 下 ) 設計 オー ク ヴ ィ レ ッ ジ 木 造 章 筑 研究 近 (写真 一 秦 部 ) 

下 写 真 「 騰 浦 の 家 ] 山 計 = 只 和 友和 雪 計 和 ( 右 買 ・ 下 写 憲人 田 夫 三 ) 
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「 大 動 の 家 | 南 正面 外観 
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1 階 居 問 ・ 台 所 ・ 食 息 


大 衣 の 家 ( 剛 計 ・ 施 エニ オー ク ヴ ィ レ ッ ジ 木造 建築 研究 所 ) 

間 主 が 生ま れる 前 か ら 建 っ て いた 家 は 、 導 度 と な く 増 改 筑 が 綿 り 返さ れ 筑 100 年 が 経 と う 
と し て いた 。 し か し 、 その 時 の 施工 不備 か ら だ る うか 、 南 漏 り が 止ま ら ず 老朽 化 が 進み 、 軒 
て 替え る 衝 其 に 来 て いた 。 こ れ から も 100 年 使え る 家 を 建て た いと いう 思い か ら 、 木造 の 
し っ か り し た 家 を 望 まれ て いた 。 夫婦 2 人 と 母親 の 3 人 で 暮らす 家 と し て 、 基 本 的 に は 平 
屋 使い の 間取り と し た 。 近 隣 の 方 々 が 集まる こと が ある の で 和室 2 間 を 確保 し て お きた い 、 
そし て 時 々 帰省 する 子供 た ちの た め に 屋根 裏 部屋 で よい の で 2 部 屋 程 つ くっ て お きた い 、 
と の ご 要望 で あっ た 。 そ と で 、1 落 に は 子供 部 屋 以 外 の 部 屋 を 設け て 、 大 き な 屋 根 を 掛け 
る こと で 屋根 斉 部 屋 の スペ ー ス を 確保 し た 。 屋 根 を 瓦 で い て 深く 軒 を 出し て 、 大 き な 屋 
根 を も た せる こと で 落着 き を 感じ られ る 件 ま いと な っ た 。 
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2 隊 に 屋 相 部 屋 と し て の 機能 を も た せ 、 深い 斬 を 出す た め に は 大 上 木 (180x 
120m) を @909m に 提 け 渡し 、 化 粧 時 地板 を 張っ て 部 屋 の 仕上 げ と し た 。 そし て 、 
その 上 に 横木 (100x50m) を 入れ て 包 孝 を 設け た 。 更に 、 そ の 上 に 通気 層 (30 
画 ) を 確保 し て 軒 か ら 入れ た 空気 を 通し 、 の し 瓦 下 部 に 彼 け た 換気 多 か ら 屋 
] の 半 気 を 外 に 出す 構造 に な っ て いる 。 ま た 屋 神吉 屋 の 明 所 も 宰 上 部 に 計 
時 細 図 1/10 maernmes 呈 | し た 換気 か ら 排出 する こと が で きる 。 
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] | 
トッ プラ イト 詳細 図 1720 


大 屋根 を 掛け て いる の で 、 家 の 中 央 部 は 暗く な る 。 そ 
の た め 、 階 邊 室 の 吹抜け 部 分 に トッ プラ イト を 設け て 
いる 。 一 在 程 の 面積 を ガラ ス 瓦 で 苦く と と に より 、2 
障 慌 下 と 1 階 玄関 、 廊 下 、 隊 段 の 採光 を 確保 し て いる 。 
図面 ( 左 ) に 壁 の 和 ま り を 描い て いる が 、 土 台 横 に 通 
気 層 (18m) を 設け 、 外部 に 向かっ て 、 木 所 下地 ( 厚 
12mm)、 ラ スモ ル タ ル ( 厚 20m) 注 の 上 に 仕上 げ を し 
て いる 。 基礎 の 上 部 脇 か ら 入っ た 空気 は 、 通 気 層 を 
上 昇 し 上 者 の 底 受 け 材 の 所 で 外 に 出る 仕組 み に な っ 
て お り 、 雨 が 入っ て も この 通気 層 を 通っ て 外 に 出る こ 
と に な る 。 
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三鷹 の 家 (設計 ・ 施 エニ = オ ー ク ヴィ レッ ジ 木 造 寺 築 研究 所 ) 

と の 家 は 、 東京 都内 を 走る 京王 井の頭 線 沿線 に 広がる 住宅 地 に ある 。 建 主 は 木 
場 の 木材 店 に 生ま れ 、 幼い 頃 か ら 木 材 住 身近 な と ころ に あっ た 。 以 前 か ら 住 ま 
れ て いた 家 は 集 45 年 だ っ た が 、 雨 漏 り と 白 嫌 の 被害 が 大 きく 建て 替え が 必要 と 
な っ て いた 。 そ し て 歳 を 重ね る ほど に 木 へ の 思い が 強く な り 、 木 を ふん だ ん に 
使っ た 家 に 住み た いと 考え て いた 。 こ の 敷地 も 含め 周 因 の 建物 は 、 前 面 道 吹 よ 
り 敷地 が 1m ほ ど 高 く な っ て いる 。 そ こ で この 段差 を 利用 し て 車庫 を 建物 内 に 


取入れ 、 平屋 で の 暮らし が し た いと の 要望 が あっ た 。 玄 図 を 北側 に 固 き 、 ど の 
部 屋 も 南側 の 庭 に 面 す る よう に 配置 と する こと で 、 明る く 広 々 と し た 空間 と し 、 
妻 室 、 台 所 、 計 問 、 食 営 、 和 室 を 一 列 に ぎ 、 天井 は 屋根 構造 を その まま 見 せる 
仕上 げ と し て いる 。 屋根 材 を 金属 板 と する こと で 、 屋 拓 量 量 を 軽く する こと が 
で き 、 構 造 も シン プル に 考え る こと が で きる 。 こ の 工法 は 、 建 て 方 時 に 天井 、 屋 
根 器 り を 完成 する こと が で きる た め 、 工期 短 千 に も な る 。 
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| 4 命 屋 概 断 面 詳細 図 1710 
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屋根 回り 詳細 図 1710 
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屋根 形状 が 部 屋 の 天井 の 形 と な っ て いる た め 、 使 用 木材 を 最小 限 に 抑え る こと が で きる 。 新 面 詳細 図 に 措 
いて いる よう に 登り 開 木 (150m 成 ) を 2 段 に 重ね て 合成 梁 と する と と で 、 長い 可能 に し て いる 。 
下段 は 化粧 垂木 (150mm 成 ) と し て 現 わ し 、 上 段 の 構造 用 乗 木 (150m 成 ) 部 分 ( 厚 150mm) と し て 
いる 。 そ の 上 に 、 石 青 ポー ド を 張り 名 音 シー ト を 敷く と と で 金属 屋根 を 叩く 南 音 を 小さ くす る 役割 を も た せ 
て いる 。 更に その 上 に は 通気 層 (30m) を 設け 、 許 か ら 入 れ た 空気 を 棟 まで 通し 、 栖 部 分 に 遂 気 次 を 設け て 
暖気 を 外 に 出し て いる 。 上 股 の 構造 用 垂木 は 成 (150m) が ある の で 時 を 深く 出す こと が で きる 。 
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! 屋根 通気 を どう 確保 する か は 、 右 の ケラ バ 新 画図 に し まん 


描い て ある よう に 、 上 段 の 垂木 の 上 に 石 斉 ボ ー ド を 相生 2 
湖 り 、 そ の 上 に 横 賠 録 (30m) を の 455m で 入れ 、 3 2 | 

横 肌 緑 に は 通気 穴 (12m) を @150mm で 施す こと PS Ra LCHEYTYPTF YY 

で 空気 を 通し て いる 。 外 豆 は 左 の よう に 外 か ら 原 し 1 
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( 厚 12mm) を 張っ て 、 その 中 に 通気 層 (15m) を 政 け 箇 に 本 
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て 室内 へ の 澤 水 を 肪 ぐ 役割 も 果たし て いる 。 | 

下図 は 、 車 庫 の 跳ね 出し 底 の 図面 で ある 。 プ ラン の 4 4 He 

興 係 か ら 車 庫 の 奥行 き を 確保 で き な か っ た 分 、 底 を 三 ーー 70 

長く 出す 必要 性 が あっ た 。 克 の 存在 感 が 出過ぎ な い ak 

よう に 先 敵 を 軽く 見 せる 納まり と し て いる 。 の 
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ーー シン 
ーー ーー ニテ * 
有 問 か ら 食 営 方向 を 見 る 。 手 前 の 壁 典 が 台所 で 小 窟 を 開け る と 互い の 気配 が 三 じ られ る 


台所 か ら 食 芝 、 ワ ー ク スペ ー ス を 見 る 。 正 面 の 窓 か ら 細 が 見 える 


国分 寺 の 家 

建 主 か ら 「 も じゃ る 家 」 に し た いと いう 強い 希望 が あっ た 。 族 で も 室内 で も 繁 義 
する 緑 を 身近 に 感じ な が ら 暮 ら せ る 家 と いう こと らし い 。 南 に 道路 が あり 、 た 
と え 庭 木 が あっ て も 人 目 の 気 に な る 距離 で ある 。 道路 に 建物 を 正 対 させ ず に 対 
に 構え 、 敷地 四隅 に 大 き な 庭木 用 の 余地 を 生み 出す こと 、 居 岡 前 の テラ テス に 深 
い 軒 を 設け て 暗がり を つく り 、 外 か ら 中 が 見 え 吾 い 構え に し て いる 。 木 々 や 華 
に 明る く 光 が 避 る 庭 と いう の は 、 深い 底 や 窓 枠 が 風景 を フレ イミ ング し て 売 成 
させ て くれ る 。 居間 や 食堂 に 究 つ 窓 を どう つく る か 、 網戸 を どう 仕舞 うか 、 最 
後 ま で 悩ん だ こと を 思い 出す 。 
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それ に 比べ る と 、 台 所 台 り は 家族 3 人 が 動き 回 れ て 、 誰か に 家事 を 分 担 し て も 
ちい や すい よう すん な り と 配 民 が 決ま っ た 気 が する 。 子供 が 一 人 で 学習 する 
習慣 が 身 に つく まで は 、 食 堂 が 鉛 強 室 を ね る よう 親子 共有 の 害 斎 を つく り ま 
し ょ うと いう こと に な っ た 。 冷 項 庫 と 食品 庫 の 位置 は 調理 手順 上 で も 合理 的 な 
シン ク の 対面 側 、 書 友 机 並び に 設け て いる 。 台 所 仕事 を し な が ら 子 供 の 学習 に 
加わ る こと も で きる 距離 感 は 、 自身 が 守 斎 に 座る 時 間 も 増やし て くれ る と 考え 
た 。 台所 が 家 の 芯 に な る よう に 赴 れ る プラ ン の 中 心 に 据え て ある 。 
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カウ ンタ ー 下 箱 平面 詳細 図 1/25 
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浴 志 一 式 所 


時 間 平 面 詳細 図 1750 
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ジ 
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衣 A エ 大 エエ 
(人 ) 上 (本) 


ヽ 
Fes 


ンー トッ | 


早 桶 詳細 図 1740 


引 軸 し 取手 詳細 図 1/2 
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「 欄 新町 の 家 」 食堂 か ら 台 所 方 向 を 見 る 。 レ ンジ フー ド の 後ろ に 見 える トー ルキ ャ ピ ネ ッ ト は 木 (大 工 ) 工事 で 制作 し て いる 


Si へ 、 る や る 


世 理 全 の 手元 は カウ ンタ ー で 陽 し つつ 、 食 党 ・ 居 剖 の 人 と は 会 話 で きる 。 
1 隊 平 下 図 1/150 和 の 訟 の 下 に も 充 結 を 設え て いる 
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桜 新町 の 家 

事務 所 で 設計 する 台所 ・ 調 理 台 の 長 さ は | 型 で 235m が ミニ マム に な る 。 こ れ 
は 上 段 カ ウン ター の ある セミ オー プン 型 で 背面 な ど に 調理 の 助け に な る パン ト 
リー が ある 場合 に な る が 、 球 族 4 人 分 の 主 理 に 過 不 足 は な いと 感じ て いる 。 
調理 は 手際 よく 進む に 越し た こと は な い が 、 他 の 家事 を し た り 再開 し た り 、 思う 
よう に いか な いこ と も ある 。 事務 所 の 「 セ ミオ ー プ ン 型 」 は カウ ンタ ー か ら 25 
qm か ら 30qm ほ ど 手 元 を 懇 す 立 ち 上 が り を 設け て いる 。 調 理 の 途中 段階 や 片 づ 
けが 食堂 や 居 岡 か ら 見 える こと は な い 。 衣 方 だ っ た 家事 を 来 容 が あっ て も 気球 


ね せ ず 進 め ら れる の が 、 この タイ プ の キッ チン の 人 気 の 理 由 だ ろう 。 

食堂 側 に は 、 上 ・ 下 段 カ ウン ター の 下地 も 兼ね て 収納 を つく っ て いる 。 今回 は 一 本 
引き の 扉 を 仕込 ん だ マガ ジン ラッ ク 。 も ちろ ん 、 扉 を 付け 必要 な 奥行 き を 取っ た 収 
納 と する こと も 多い 。 昔 面 の バン トリ ー は 、 紹 か な 細工 の な いと ころ は 本 体側 木工 
事 で 制作 し た 。 大 工 さ ん と 建具 屋 さ ん の 手 と 家具 屋 さ ん で 出来 る 精度 は も ちろ ん 
大 き な 差 が ある 。 そ の 分 、 仕 切 板付 き の 引 き 出し や 引き 手 な ど 、 手 の 込ん だ 見 せ 場 
は 製作 家具 工事 か ら は 外せ な い 。 メ リハ リ も 全体 に は 必要 な こと と 考え て いる 。 


台 所 か ら 階 ソ 、 玄 関 を 見 る 


台所 ・ ワ ー ク スペ ー ス ・ 食 党 ・ 
騰 段 ・ 玄 関 補 面 詳細 図 1/50 
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桜 新町 の 家 


カウ ンタ ー 平 面 詳細 図 1/25 


FRP 


ーー ルーar 


T Z 
カウ ンタ ー 下 親 平 詳細 図 1/25 
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大 工 要 / 長 谷中 人 本 拉 5933ml 


閣 面 に 収納 を 設け た カウ ンタ ー 


下 末 大 一 11553mf 
( 麻 /5883r 2 磨 /5870m) 
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和 ・ 避 一 PB の 上 AEP 
床 バイ ン 気 絡 フ ロー リン グ 厚 18m 
自 拓 幸信 


浴 記 一 温 水 式 所 
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換気 一 三 革 要 

@ キ な 下位 

全 所 一 一 バ パナソニック 、TOTO、 ア リア 
フィーナ 

昌 有 一志 計時 、 ヤ ギ マ ギ ワ 、DNL 
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東松山 の 家 

家族 3 人 の 暮らす 家 で 敷地 は 東西 に 長く 、 南面 は 隣地 の 通路 ( 幅 2.7 m) が あり 、 陽 当たり 
と 道路 か ら の 見 通し の 良い 立地 に 建つ 。 ガ レー ジ に 車 2 台 と 自転 車 を 収め 、 各 寝室 と 豊 敷 
き の 予 備 室 が ある 。 前面 道路 か ら の 見 通し が 良 す ぎ て 高い 堀 を つく ら ず に 居間 と 食堂 を 
南 に 開く こと は 難し く 、 南 か ら 光 と 風 を 入れ 、 視 線 は 北 産 に 抜く 計画 と し た 。 

ガレ ー ジ 開口 に 対す る 耐力 壁 を 玄関 前 に 設け 、 道 路 沿い の 目隠し に し た た め 、 ガレ ー ジ か 
玄関 へ 回り 込む の が 少し 遠い 。 買 い 物 帰 り の 動 線 を 短く する た め 、 ガ レージ か ら 玄 関 を 
棋 功 る パン トリ ー へ の 出入 口 を つく っ て ある 。 ポ ー チ は 屋根 で 覆い 外 物置 を 迷 け て いる 。 


1 6 


PD 


上 写真 台所 
下 写真 だ 台所 か ら 食 交 、 居 病 方 向 を 見 る 
9 写真 = 還 中 抽 大 
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普 股 、 台 所 ・ 洗 面 所 な ど に 既製 家 
具 や シス テム 家具 を 用 いな い が 、 
キッ チン カウ ンタ ー( 一 体 シ ンク ) 
は 上 製 品 を 使用 し 、 台 や 下 箱 は 製 
作 し て ほし いと 望ま れ た 。 叶 常 、 
キッ チン メー カー が パー ツ の み 
を 提供 する こと は な い の で 、「 面 
白 そ う 」 と いう 好 寄 心 も 湧き 、 使 
わせ て も ら っ た 。 

この 家 の 台 所 は 食堂 ・ 居 間 と の 
間 に 仕切 り 戸 が あり 、 独 立 型 に 
な っ て いる 。 引戸 を 閉め て 使う と 
と を 考え 、 シン ク 上 串戸 舞 の 並び 
に エア コン ボッ クス と 木製 ガラ 
リ を 設け 、 壁掛 け 型 エ アコ ン を 装 
備 し て いる 。 


東松山 の 家 


lca 
上 


ステ ン レ スカ ウン ター 平面 詳細 図 125 


台所 断面 詳細 図 1/25 
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吊 柚 エア コン ガラ リ 詳 細 図 1/12 
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栓 還 り 断面 詳細 回 1/15 
(1/6 折 較 を 40% 圭 小 ) 


勝浦 の 家 (2020 年 4 月 号 掲載) 
外 肩 の 海 を 見 渡せ る 小高 い 丘 に 建つ 平屋 の 住ま い 。 こ の 計画 で は 轟 の 日 に 海 か ら 吹 きつ ける 邦 烈 な 風雨 を 受け と め る 
項 丈 な 外 般 と 、 嘩 か な 自然 を つか まえ る お お ら か な 内 部 空間 の 両立 を めざし 、 内 外 の 境界 と な る 訟 まわり の 設え を 通し 
て その 方 法 を 具体 的 に 検討 し た 。 

外部 で は 暴風 へ の 備え と し て 、 ふか し た 基礎 の 上 に 木製 サッ シ や 戸袋 を 載せ て 循 還 り の 谷 重 を し っ か り と 支え る 納まり 
と し 、 基礎 の 寸法 を 枠 天 りや 外観 全体 の 見 え が か り と の パラ ンス を 考え な が ら 検 証し て いく こと で 、 開口 部 と 基礎 を 結 
ぴ つ け 、 建物 と それ を 支え る 地面 と が 一 体 と な っ た 力強い 外 吉 を つく り た いと 考え た 。 な 開口 部 に 守ら れ た 内 部 で 
は 、 枠 廻り の 要素 を 大 き な 財 模 の 中 に 六合 し 、 柱 梁 か ら 垂木 ・ 列 柱 ・ 開 口 枠 ・ 見 切 ・ 目 地 へ と ゆる や か に 寸法 を 絞り と 
ん で いく こと で 、 小 さ な 木 の 要 素 の 連なり が つく る お お ら か な 号 格 に よっ て 、 空間 全体 を や わら か くつ つみ こむ お こと を 
目指 し た 。 し っ か り と 大 地 を と ら え て 建つ 簡素 な 建築 の か た ち を 、 激しい 風雨 に 樹 形 を ゆがめ な が ら も 可 命 に 地面 に 根 
を 張る 周 団 の 木々 の 齋 と し た 次 に 重ね な が ら 、 何 度 も 図面 の 上 で 確か め た 。 99 長 ~ 106 頁 角 説 = 唯 島 友 
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枠 天 り の 検討 で は 外部 枠 ・ 本 製 サッ シ ・ 
内 部 枠 の 3 つの 要素 か ら な る 厚み を も っ 
た 境界 の 設え に つい て 、 下地 へ の 固定 方 
法 や 強度 に も 気 を 配り な が ら 内 外 両面 か 
ら の 見 え 方 を 細やか に 調整 し た 。 

外部 で は 十 戸 枠 ・ サ ッ シ 枠 ・ 英 板 ・ 基 礎 ・ 
戸 氏 ・ 外 壁 の 奥行 関係 や 見 付 を 続 一 し 、 基 
末 の ふか し や 戸袋 の 突出 寸法 の バラ つき 
に よる 見 え が か り 上 の 類 雑 さ を 丁 寧 に 消 
し た 。 内 部 で は 開 義 形 式 の 異な る 木製 サッ 
シ の 見 え が か り の 違い を 見 付 (30mm) と 内 
法 高 (2m) を 揃え た 内 枠 に よっ て 整え る 
と 共に 、 建具 枠 や 見 切な どの 小さ な 寸法 を 
建物 全体 に わた っ て ひと つ ひ と つ 揃 える 
こと で お お ら か な 一 室 空間 に 適度 な 緊張 
感 を 与え 、 大 き な 窓 に きり と られ た 風景 を 
静か に 引き 立た せ た 。 そ れ 自 体 は 目立た 
ず 多く を 語ら な いけ れ ど 、 それ が 存在 する 
こと で 他 の も の が 生き 生き と 何 か を 語る 
こと の で きる も の 。 枠 珈 り の 小さ な 要素 の 
関係 を 丹念 に 検討 する こと を 通し て 、 そ の 
よう な も の の あり 方 を 模索 し た 。 


玉名 一刻 洲 の 家 

所 人 一 上 市 
人 一 木 必 
昌和 一 85.38r 

洛 工 (人 岡 ) 
一 和泊 好 

大 エー 一 放 重夫 、 江 一人 
革 隔 高 正 工 業 (人 人 ) 


1725 (176 原図 を 24% 縮 小 ) 


8 貢 写 大 較 内 組 。 小 さ な 木 の 胡 の 運 な り が 大 き な 骨 格 を つく る 
写真 寄 宜 か ら の 眺め 。 沖 に お か っ て 頭 を 華 れ た 山 欄 の お こう に 外 麗 の 海 が 重なる 
上 写真 / 革 礎 や 外 豆 と 一 体 に な っ た 目立た な い 枠 加 り が 恒 長 を 引 を 立た せる 
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一 宮 の 家 

農家 の 衣 れ と し て 40 年 ほど 前 か ら 使わ れ て きた 木造 連 築 の 改修 。 は っ きり と し 
た 秩序 を も っ て 組み 上 げ ら れ た 雄大 な 架構 か ら は 、 か つて この 軒 物 を 建て た 大 工 
さん の 明快 な 選考 と 共に 、 長い 時 の 試 績 に 耐え た も の だ けが も つ 必 格 の よう な も 
の が 感じ られ た 。 改修 に あたっ て は この 建物 が その 身 に 刻ん で きた 時 間 や 記憶 を 
最大 限 帯 重 し 、 古い 架構 を 新しい も の で 材 い 防 す こと は せ ず 、 そこ に 現代 の 生活 
に 対応 する 要 組 みな を そっ と 馴染 ませ て いく こと が で きた ら と 考え た 。 そ の た め 新 
し く 軒 する サッ シ や 建具 ・ 則 仕切 壁 に つい て は 、 それ ら を すべ て 既存 の 胃 体 と 
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の 繋が り の な か で 捉え 、 梓 り の 組 か な 納まり を 大 な 架構 と 図面 の 上 で し っ 
か り と 結び つけ て いく こと で 、 新 し い 枠 廻り と 古い 架構 を 混 熱 一 体 の も の と し 
て 組み 上 げ て いく こと を 意 諾 し た 。 新 旧 の 対比 を 際立た せる の で は な く 、 す 
に そこ に ある も の が も っ て いる 個性 の な か に 新しい も の を 溶け こま せな が ら 、 
十 いも の の 底 に 妥 っ て いる 言葉 や 記憶 を 引き 出す さり げ な い 枠組 み を 設え る と 
と 。 か つて この 家 を 建て た 大 工 さ ん の 思い や 痕跡 を 新しい 頁 ら し の な か に 引き 
継い で いく こと の で きる 、 ゆる や か な 改修 の あり 方 を 目指 し た 。 


3 隊 子 詳細 

寺 大 な 梁 が 頭上 を と び か う 空間 で は 、 掃 き 出し 窟 を 多用 する と 空間 の 
重心 が が りす ぎ 、 頭 で っ か ちの 重たい 空間 と な っ て し まう 。 そ こ で | 
居間 の 障子 開口 は 下部 に あえ て 隆 華 や カウ ンタ ー を 設け 、 開口 部 の 重 
心 を 少し 上 に あげ て や る こと で 既存 の 保 構 が 与え る 重たい 印象 を や 
わら げた 。 ま た 検 見 付 6m の 線 細 な 際 子 に よっ て 空間 を シャ ー プ に 引 
き 締め つつ 、 サ ッ シ の 枠 見 込 を 小さ く 抑え て 障子 の 豪 に 隠す と と で 古 
い 柱 の 力強い 存在 合 を 引き 立て た 。 


介 正 物 名 一 一 宮 の 家 

所 在 一 一 千葉 県 長生 洛 

構造 模 一 木造 2 隊 旭 (改修) 

968 SO 
Se 写真 和室 よ り 居 関 を 見 る 。 寺 
現場 一 友好 見 障子 は 既存 の も の を 再 利用 

大 エーーー 辻 澤 一 郎 、 麻 生 春 夫 左 買 写真 ご 新設 し た 支 関 (上 ) と 内 
不 製 建具 一 三星 木工 ( 加 若 時 康 ) 部 伺 ( 下 ) 
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じ 枠 骨 り 断面 ・ 平 面 

神 り 詳細 図 で は 、 古び た 架橋 に 遺 され た 大 工 さ ん の 意図 や 橋 想 に つい て 図面 
の 上 で あれ これ と 息 像 を めぐ ら せ つ つ 、 旗 存 の 柱 梁 を 枠 や 壁 で 覆い 胡 す こと な 
く 建 具 や サッ シ を つけ 加え て いく 方 法 を 検討 し た 。 新 設 す る 枠 の 見 付 は 35mm 
と や や 太め の 寸法 と し 、 古い 架橋 と 新しい 枠 を 同 面 に 納め な が ら 10mm の 目地 を 
と っ て 見 切る こと で 枠 廻り を 重厚 な 架構 に 上 促 染 ま せ た 。 ま た サッ シ や 悪 子 を 区 
存 の 柱 に 直接 約 め る こと で 、 大 き な 柱 の 現 わ し の 面 を で きる 限り 増やし 、 そ の 


枠 天 り 断 面 ・ 平 本 詳細 図 1/15 (1/6 原 図 を 40% 縮 小 ) 


存在 感 を 引き だ す よう に 心がけ た 。 サ ッ シ に つい て は 外 付 サ ッ シ の 特性 を 利用 
し て 枠 見 込 を 既存 染 と 同じ 幅 に 設定 し 、 新 設 する 引戸 や 障子 の 称 見 込 も 梁 幅 と 
同じ 150mm に 統一 する こと で 、 架構 と 枠 の 見 え が か り を 揃え 、 新 し い 枠 が あ た 
か も 以前 か ら そ こ に あっ た か の よう に 見 える よう 工夫 し た 。 古 いも の と 新しい 
も の の 境界 を ひと つ ひ と つ ぽ か し て いく こと で 、 どこ か ら が 新しく どこ か ら が 
古い の か 分 か ら な いよ うな 、 いく つも の 時 間 の 層 が 重なり あっ た 静か な 暗がり 
に 満ち た 空間 が 生ま れる こと を 期待 し た 。 
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倫子 詳細 図 1740 (15.1/30 原 図 を 75% 終 ) 
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市 原 の 家 
間口 が 狭く 南北 に 細長 い 敷 地 に 建つ 平屋 の 住ま い 。 こ の 場所 に 吹く 風 の 流れ に 沿う よう に 、 北側 
の 道路 か ら 南 庭 の 縁側 まで を 段差 の な い ス ロー プ で 繋ぎ 、 南 に ひか える 座 大 な 森 へ と 向かう 1 本 
の 道 を 建物 の 中 心 四 に 据え た 。 嵐 の 日 に は 暴風 と 対 時 する こと に も な る 家 の 正 面 に は 、 高 さ を 抑 
えた 切 栓 屋根 と それ を 支え る 柱 梁 に よっ て 重心 の 低い 構え を つく り 、 そ の 下 を 1 本 の 道 が まっ す 
ぐに 奥 の 庭 へ と 伸び て いく 構成 と し た 。 家 の 中 を 通り ぬけ る 道 に は 天井 高 に 強 右 を つけ 、 中 間 に 
は 小さ な 坪 庭 を 設え て 歩く た びに 陰影 の リズ ム を 感じ る 空間 と な る よう 心がけ た 。 

開口 部 は コス ト と 施工 期間 の 低減 へ の 配慮 か ら 規 格 寸法 の も の を 原則 と し 、 枠 の 見 付 や 内 法 高 も 
最も あり ふれ た 寸法 に 絞り こみ な が ら 、 枠 の 見 込 法 や 配列 に 細か な 操作 を 施す こと で 、 シ ンプ 
ル な 空間 の 中 に 捉 線 や 風 の 抜け に よる 奥行 感 を 生み 出し た いと 考え た 。 枠 回 りや 天井 高 の ほん の 
わずか の 変化 が 散 か な 濃淡 と 陰影 を 生み 、 その 中 を 1 本 の 風 の 道 が 通り ぬけ る 。 日常 の ふと し た 
購 間 に 家 の 中 を さ ー っ と 走り ぬけ 、 森 の ほう へ と 去っ て いく 陵 と それ を 追う 視線 を 思い 浮か べ な 
が ら 、 丁寧 に 図面 引い た 。 


右 机 写真 / 道 路 か ら の 外 括 。 風 に ゆれ る 裏 義 の 弥 に お か っ て 1 本 の 道家 の 奥 へ と 装い て いく 
写真 2 点 / 情 問 か ら 高 放 ( 上 ) と 挟 族 ( 下 ) を 見 る 
上 写真 ・105 抽 写真 玄関 か ら 裏 を 見 通す 。 見 え が か り を 統一 た 神 の 思 な り が 空間 に 良行 を 生む 
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恵 問 り 断面 詳細 図 
1712 (176 原 図 を 
50% 縮 


一 枚 の 屋根 が 全体 を つつ 平屋 の 住ま いで は 、 屋根 の 高 さや 厚み 
が その 家 の 構え と 重心 を 決め る 。 そ の た め 詳 細 図 で は 、 勾配 天井 
と サッ シ 独 の 取り あい 、 屋根 保 構 と 天井 高 の 関係 、 玄 関 戸 や ボー 
チ 昧 明 の 寸法 、 軒 音 や 太 の 波 板 の 約 め 方 な ど 、 屋根 の 下 に つつ ま 
れる 小さ な 要 寄 た ちの 寸法 を 、 一 枚 の 屋根 が つく る 全体 の 構え と 
の バラ ンス を 確認 し な が ら 複合 的 に 検証 し た 。 人 の 暮らし の 上 に 
か か る 確か な 重み を も っ た 屋根 と 、 そ れ を 地面 か ら 支 える 柱 梨 が 
つく る 重心 の 低い 簡素 な 構え の あり 方 を 、 い くつ も の 國 面 の 問 を 


ふら ふら と 行き 来 し な が ら 探し た 。 
@ 末 名 市 原 の 家 @ 洛 エー 木村 人 
所 一 千葉 市 市 大 エー 一 診 生 和央 
千林 一 和民 森内 一 三 惑 工 (0 上 ) 
代入 生 一 11861m 


小さ な 部 屋 と 建具 が いく つも 連なる この 家 で は 、 吉 雑 に な り が ちな 開口 部 の 結 まり を 整え る こと で 空間 に シン プ 
ル な 純一 工 を 与え た いと 考え た 。 

枠 是 り で は すべ て の 半 具 神 を 見 付 25m・ 内 法 高 Zm に 徹底 し て 続 一 し た うえ で 、 梓 の 中 込 法 に 億 避 を つけ る と 
と に よっ て ニュ ー ト ラル な 空間 の 中 に 水平 方 向 の 奥行 を 生み だ すこ と を 意識 し た 。195mm (玄関 戸 ) /150mm ( 許 
に 面 する は きだ し 宏 ) /113mm (部 屋 を 隔て る 引戸 ) な ど 枠 が 録 どる も の の 大 き さ に 応じ て 見 込 の 寸法 を 変え る こ 
と で 性 の むこ う 側 の 過 景 と の 下 交 感 を 調整 し つつ 、 それ ら の 神 が さり げ な く 納 まっ て 見 える よう に 各所 の 壁 を わ 
ず か に ふか し て すべ て の 社 チ リ を 10mm に 抑え 、 要 廻 り の 操作 の 跡 を 洪 し た 。 
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記 断 面 詳細 団 1/12 (1/6 原 団 を 50% 縮 小 ) 
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住宅 
建築 人 43 
ビル ディ ング 
4 還 設 計 グ 
ラン ドス ケ テ プ 


器 大 リノ ベー ショ ン 
P ダ デリ 壮 


問 イ ン テ リ ア 還 詳 信 。 


あな た の 天職 を デザ イン する 


新卒 第 二 新 卒 、 留 学生 、 社 会 人 一 建築 ・ 不 動産 業界 に 興味 が ある 方 の 学び か ら 就労 まで を サポ ー ト 


株 式 会 社 ニッ ケン ・ キ ャ リア ・ ス テー ショ ン 加計 国 
〒171-0014 東京 二 島 区 池袋 -38-2 COSMY3F | 半 
東京 横浜 ノ 大 阪 / 同 山北 九州 ロロ 5 


G 冬 紹 介 許可 番号 :13- コ -090149 労作 者 派遣 事 業 : 共 13-090147 


PRODUCT_ NEVYS 


自宅 に いな が ら 展 示 場 体験 


ガー デフ B エ フス テリ ア の 中 中 代 


「 タ カシ ョ ー WEB シ ョ ー ル ー ム 」 を オー プン 。 豊 
定 な 製品 を 9 つの 庭 ・ 外 描 ゾ ー ン に 分 け 、 それ ぞ 
れ 動画 で わか りや すく 説明 。 施 工事 例 写真 へ の リ 
ンク や 、VR 体 験 な ど イ メー ジ が 伝わる 仕組 み も 
整え られ 、 まる で 展示 場 の よう に 利用 で きる 。 ス 
マ ホ や タブ レッ ト 端 末 、 パ ソコ ン な ど で 閲 覧 可能 。 


真 鍛 製 の ネー ム プ レー ト 


真 鏡 黒 染め 、 灰 染め プレ ー ト か ら 文字 を 削っ て 製 
作 さ れ た ネー ム プ レー ト 。 経年 変化 に よっ て 真 
億 独 特 の 味わい が 生ま れ 、 空間 に 馴染 ん で いく 。 
発注 者 と 打ち 合わ せ を 重ね て 仕上 げ て いく 受注 
生産 で 、 既成 の フォ ント か ら 選 ぶ だ け で な く 、 
デー タ 投 稿 や 原紙 か ら の 製作 に も 対応 する 。 


シ 


記 


プル デザ イン が 和 力 の 樽 子 


SM/23 


北海 産 材 を 使っ た チェ ア 「KYOBASHI( キ ョ ウパ 
シ )」 は コン トラ クト の みな ら ず ホ ー ム ユー ス と し て 
も 使っ て みた い 美しい フォ ルム 。 複数 脚 並べ て も 空 
岡 の ノイ ズ に な ら な いよ うに 背 を テー ブル 天 抜 より 
も 低く 押え 、 シン プル な 大 在 感 を 意 織 し た 。 デザ イ 
ン は トネリコ 米谷 ひろ し 。 カ ラー は 全 7 種 類 用 意 。 


タカ ショ ー dj ノ ト ヨ オ カ カン ディ ハウ ス 
論 073-482-4128 号 0564-83-5715 谷 0166-47-9967 
takashorcojp wwwdiFproductcom wwwwcondehousercojp 
庭 が も っ と 快適 に な る 商品 夏場 の 穫 吾 を より 便利 で 快適 に 張り 方 次 第 で 壁面 を 個性 的 に 演出 


新 培 合 カ タロ グ 「 庭 演 2020 年 度 上 期 -2021 年 
度 下期 」 を 発刊 。 天 然 木 の 質感 が 好評 の 樹脂 板 
堀 「 複 層 合 成 木材 PLAD (プラ ド ) シリ ー ズ 」 や 、 
天然 閣 性 を 再現 し た 人 工 性 「 リ アル フィ ッ ト シ 
リー ズ 」、 独自 デザ イン の 人 竹垣 「 文 様 シ リー ズ 」 な 


= ュー 
外 付 税 有 ロ ー ル スク リー ン 「 サ ング ッ ド 」 が リ 
ニュ ー ア ル 。 新 た に ソフ トク ロー ズ 機 構 を 搭載 し 、 
スク リー ン を 静か に 収納 で きる よう に な っ た 。 未 
使用 時 に は ポト ム バ ー が ポッ クス 内 に 収納 され 、 
風 に よる ポト ム バ ー の 振動 が な く な り 、 見 た 目 も 


金属 仕上 げ 材 「Xium (エク シウム )」 を 新 発 売 。 
KEN OKUYAMA DESIGN と 共同 開発 し た 商品 
で 、 素材 に は 高級 金属 で ある チタ ン と アル ミ の 2 
種類 を 採用 。 立 体感 の ある 形状 を し た 200mm 
角 の 正方 形 モ ジュ ー ル で 、 パ ネル の 取り 付け 方 向 


ど 、 快適 な 旗 空 間 を 演出 する 商品 を 多数 掲載 。 シン ブル に 。 オプ ショ ン に 天井 付け 金具 も 追加 。 に よっ て 総 妙 に 変わ る 陰影 が 特徴 
グロ ー ベ ン セイ キ 販 売 アイ ジー 工業 
窒 052-829-0800 容 03-5999-5825 窒 0237-43-1810 
wwwglobnicojp www seiktgrjp wwwigkogyo.cojp 
形状 を 見 直し 、 施工 を より 効率 化 壁紙 選び の 楽し さ を 形 に 注目 の マッ ト 仕上 げ な ど を 追加 


5 


施工 性 が 向上 し た 金物 新 製品 「BX エ ー ス プレ ー 
ト 」。 従来 の 「 エ ー ス テン プレ ー ト 想 -ZM」 より も 
ビス 本 数 が 1 本 減り 、 施工 時 間 の 短 千 を 後押し 。 
さら に 染 成 105mm の 梁 の 上 下 に 管 柱 が 来る 坦 
合 で も 、 金物 が 渉 する こと な く 同 一 面 に 施工 で 
きる 。 ク ロム フリ ー の た め 環 境 に も 配 貞 。 


BX カ ネ シ ン 
号 0120-106781 
wwwkaneshin.cojp 


ュ ュ マム へ 


WALL 


依 に 強い 機能 性 壁紙 「 マ ッ ス ルウ ォ ー ル 」 の 見 本 
帳 。 住 まい を より 美しく きれ いな 空間 に する 「 ホ 
ワイ トペ ベー シッ ク 」80 点 を 収録 し 、「 ア クセ ント 
壁紙 」 は 94 点 を 収録 する な ど 、 リフ ォ ー ム に 選 
し た 商品 を 直 富 に 掲載 。 施 工 写真 も 綱 婁 し た こ 
と で 、 仕上 が り を イメ ー ジ し や すく な っ た 。 


トキ ワ 産 業 
写 03-3472-3001 
wwwtokiwanet 


粘 基 剤 付 化粧 フィ ルム 「 オ ル テ ィ ノ 」 に 計 24 種 
類 の 新生 を 追加 。 天 然 木 の よう な 手触り の イン 
パク トマ ッ ト シ リー ズ に は 木目 エン ポス タイ プ ブ が 
登場 。 また リフ ァ イ ン ドウ リー ズ に は 高 意 
匠 タイ プ を 拡充 し 、 マ テリ アル シリ ー ズ に は ふっ 
くら と し た 質感 の レザ ー 柄 を 追加 し た 。 


アイ カエ 業 
号 0120-525-100 
wwwwaica.Cojp 
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マッ 


込め 7 


こ 
( 


焼き の 
手描き 図面 


王 ニ 4 


月 


し ・ さ 1 


折 表 0 ( 字 : blueprint) きる いじ 剤 所 補い 
私 へ 生理 辿 導 活 や 90 求 @ 密 近 治 字 宮 G 晃 
決 つ つ し RDGR 多 DS 中 志 時 N 
公 ト 和民 理 功 せ 「 軍 悪事 」 つの 也 38 記 お 7 

押下 細 へ 中 か 畠 SG" 斑 0 へ 衣 区 反 
人 写 弐 hGT WS が 6PG 近 還 抵 ロ 腸 和束 人 SQ 和 
弧 層 つ ? 藍 守 図 司 す 超 妹 図 卓 G 玩 四 ( 物 狗 ) 
呈 員 下地 記 所 四 宮 央 賠 避 守 " 捉 聞 杭 の 
に に EC に の US 

坦 伯 壇 ぶ 皿 括り 重 肖 ・ 必 の 入選 薬品 
し 人 求 つ " 求 志 刺 各 境 3 較 る 状 地 全容 呆 末 補 
的 史 称 司 %WO う 9 机 写 皿 つ " 間 語 和 邊 師 池 聞 
0 衣 る "本 中 党 G 叶 紀 層 更 6 で Y 折 ン 
絹 誠 me・ つ 計 2G 柚 昌利 お 所 恒 痛 史 夫 
My 

1 回 豆 中 鷹 寺 お つじ 33" 限 器 肖 史 て へ ロボ 
か や る 年 ト で ささ か ーー ヤ 信 求 疾 届く し 旨 
0 引 過 補 叱 生田 N じ 氏 れ ・ 民 控 れ Do の G 
系 剤 疾 り 人 D レ 3" (YYIKYN16G) 


足 半 全 当 抑 旦 小節 束 革 当 さ 便 
配電 選 嘩 り 当 回 いじ っ が 巣 有 洋 ご だ で 当 弧 畔 和 
補 守 と りき や 科 ン 代 NQ" 澤 坦 軍 ろ うじ 3x0 勅 
人 和装 や 祥 析 親和 飼 Ne-JE 必 毅 肖 人 定 
で る る お 祝 " 人 避 刺 下 当惑 村 人選 
居 と の の 2 を 富村 宏 W レ つが いひ お けり の 中 4 

久信 問 寺 佑 め せ トー 日 閥 G 世 志 失地 で 
全 軍 必 本や ポ K 思 析 財 知 「 時 ポ AO 振 
刷 語 つ 還 乗 り 党 人 る 8 で ポ や 判 幼い ポ 葵 
代 史 択 " 下 避 次 人民 で tm 選 細 0 投 豆 図 
固 叶 交 選 0 忘 画 枝 委 衣 据 称 家 つ い " 抽 球 沙 
SR ャ umySivSG 社 る 用 いじ る 8 邊 3 お " 

( 電 ) 
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君 の 机 の 身の回り に ある 道 
それ が 、 君 の 世界 観 だ 


羽 渕 雅 選 (か ゅ 者 ) 


青 焼 き 機 を 分 解 し た こと が ある か い ? 

それ は 美しく みごと な 世界 だ っ た 

チャ ッ プ リン の モダ ンタ イム ス み た い に 

軸 欄 と 歯車 に 青い 各 状 の 布 が ある だ け だ 

出 て くる 軸 稀 と 歯車 

その 部 品 の 数 が 尋常 じゃ な い 

くる くる 回 っ て 感光 され た 紙 が 、 コ トコ ュ ト と 出 て くる 
それ だ け の た め に こん な 数 の 丸 棒 を 回 す 必要 ある の ? 

と いう くら い の 過 剰 が 

どう や ら 20 世 紀 的 で 

モダ ンタ イム ス 的 な 

工業 化 社会 の す が た だ っ た の か も し れ な い 

2 人 で 抱え る の も 容易 で な いく らい に 青 焼き 機 は で か く て 重く 
工業 化 社会 を 支え た 重厚 長大 然 と し て 事務 所 に 鎖 座 し た 
感光 紙 が 販売 を 中 止 し て 2 年 が 信 ぎ よう と する 頃 
感光 紙 も 感光 し て し まっ て 

いよ いよ 処分 と いう 時 に 

供養 を か ね て 分 解 し て みよ うと いう こと に な っ た 


思え ば 紙 詰まり も ゃ よく あっ た けれ ど 

発売 当初 の 洗濯 機 み た い に ハ ンド ル を 回 せ ば ぼ 

クチ ャ クチ ャ と 詰まっ た 紙 が 出 て くれ る 愛 い らし さ が あ っ て 
コン ピュ ー タ みた い に 壊 れ た ら 手 が 施せ な いっ て こと は な く て で 
仕組 み が 日 に 見 える か ら 自 分 で 対処 で きる こと が ほとん ど で 
機 概 を 作 つ て いる 人 の 手垢 と 黒光 りす る 額 の 汗 が 哀 区 を そそ る 
労働 者 諸君 、 相 変わ ら ず バカ か ? 

質 さ ん が 究 庭 寺 し に 工場 の 職工 に 言う みた いな 

深い 愛 と 狂気 の 沙汰 が 、 青 焼き 機 の 内 側 に は 広がっ て いた 


地方 大 学 に 行く と 、 ホ ル ダ ー で 手描き を 習い 

青 焼き 機 で 出力 し た 

納まり を 知ら な いか ら プ ロ っ ぽい 図面 を 描け ず イ ラ つ いた 
それ で も 卒業 設計 は すべ て 手描き の 原図 で 提出 
知ら な いう ち に 手 で 描く こと を 愛好 し て いた ボク は 

象 設 計 集団 に 入っ て さら に 没入 する 

U 研 究 室 か ら 手伝い に 来 ら れ て いた 岡本 さん 

彼女 の まわ り に 漂っ て いる た だ な ら ぬ 空気 

STABDTLBR (ステ ドラ ー) の 3 旦 と 4H の と ん が っ た 鉛筆 
歳 を と っ た か ら 雑 作 に な っ て ね と 
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具 


坦 笠 ヽ 


2 本 だ け に な っ た こと の 照れ 笑い 
1 の 仕事 を 終え て 、 机 の 上 を 整え 、 最 後に 鉛筆 を 研い で 帰る 
残っ た 鉛筆 を まじ まじ と 見 て 、 値 れ は こん こん と 降り 積もる 


水平 線 は 毅 か 彼方 か ら や っ て き て 通 か 彼方 へ と 去っ て いく 

象 設計 集団 の 樋口 さん は いつ も 一 本 の 線 の 大 切 さ を 若者 に 説い た 
職人 で な く た っ て 身体 と 頭 が は っ きり と つなが っ て いる 

青 焼き を 焼い て あの 憧れ た 手描き 図面 近づい て ゆく 喜び 

そこ で は 建築 が わか っ て くる こと と 

図面 が 上 達する こと は パラ レル だ っ た 


そう し た 青 焼き 機 が も た らし て くれ る 周辺 世界 に は 

相応 の 世界 観 が あら われ て くる 

手描き に 向かう 心構え は 

億 れ て いる 建築 へ の 誠実 さ へ と つなが っ て いる 

道具 が 手 に 原 染 み 使い 十 さ れ て いく こと と 

建築 が 使い に まれ て 味わい を 洪 ま せ て いく こと も イコ ー ル だ 
壊れ た ら 直 し 方 も わか ら ず 買い 換え られ て いく 

この 時 代 の 中 で 生ま れる 建築 が 

あっ と いう 間 に 壊さ れ 建 て 替え られ て いく 風景 を 

目の当たり に する た びに 思い 知ら され る 


分 解 され た 青 焼き 機 の 軸 棒 と 歯車 を 車 に 積ん で 、 

産廃 刀 理 場 へ 行っ て 現金 に 換え た 

鉄 く ず は あっ と いう 間 に 

スク ラッ プ さ ね れ た 車 に 混じっ て 山 と 積ま れ た 

いずれ 建築 は た だ の 消耗 品 か 粗大 プ ミ に な る の だ ろう か 


一 覆し か な い 原 図 が ある こと で 生ま れる 建築 家 の 責 任 と 自由 
原図 を 手放し た 時 か ら 、 建 築 家 の 自 由 は 奪わ れ 始 め て いる 
あっ と いう 問 に 建築 家 の 職 能 そ の も の が 春 わ れ て し まう 

いつ も 結末 は あっ け な く な すす べ も な い 

道具 と 世界 観 は ダイ レク ト に つなが っ て いる の だ 

だ か ら 日 頃 手 に する 道具 は あな どれ な い の よ 

君 の 机 の 身の回り に ある 道具 、 そ れ が 、 君 の 世界 観 だ 


お し まい 


は ぷち ・ ま さ み / 建 築 家 


、 


) 了 』 B HmE BE SS_H 


生還 に ゴム ロー ラー が つい て いま す 


メイ ンス イッ チ ・ 回 転 速度 を 変え る レバ ー も 有り ます 。 左 下 に 心 諾 部 で ある 、 円 筒 形 の 
シリ ンダ ー 硝 子 が あり ます 。 党 光 条 が この 中 に 入り ます 。 感 光 紙 の 上 に 原稿 を 重ね 合わ 
せ 、 機 械 に 送り 込む と 、 シ リン ダー 克子 と プリ ンタ ー ベ ルト に 押し 付け られ 回 転 し な が ら 
送ら れ 複写 され ます 。 コ ピー され た 感光 紙 は 現像 され 、 原 稿 と 別々 に 出 て きま す 


長い 間 、 大 変 お 疲れ 様 で し た 


この 頁 の 写真 角 説 は 編集 分 が いつ も 大 き な 図面 の コピ ー で お 世話 に な っ て いる 両国 「 ト 
ッ プ | の 店 主 岳 末 憧 (た け べ ・ ひ ろ し ) さん に お 願い し まし た 。 複写 の 専門 店 で 、 革 は 青 
燃 き 模 の 悠理 も され て いた と の こと 。 ありがとう ご ざい ます 


トッ プ ノ 東 京 者 時田 区 両国 4-6-9 電話 03.3635-1428 


RICOH 社 抽 、 青 控 で す 。 
RICOPY SD730 温 式 ジア ゾ 複 写 機 、 通 称 育 夫 提 と いい ます 。 
きれ いな ブル 発色 の コピ ー が で きま す 。 と て も 立派 な 外 狼 で す 


外 半 を 外し た 凌 、 党 光 条 が 円 筒 形 の シリ ンダ ー 寅 子 の 中 か ら 半 分 引き 出さ れ て いま す 


ーーーー ーー 


歯車 だ け で も 多種 多 梓 で す 


110 貢 ・112 頁 写真 = か め 設計 定 
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MM 


長 芽 枝 SrhS) 


「 宛 皿 研 」 歓 史 個 わ め 和 he 販 幸人 SQ 拍 つ 
っ 宮地 や 記 軒 Me うつ 短 「 字 店 破 vi0」 
32n NGPNe 

共 く て ミーG 羽 丸吉 壮 い 操る 夏 呈 宰 @ 倫 
工 臣 的 今 の つ 思 年" コンロ 許 っ 咲 せ "部 で 並 革 
か で くさ へ ハ 財 紀 時 所 軸 上 弄 つぶ お 尾 注 ぐ 
人 油 早 衝 包 9" 戻る 苑 年 守 選 嘩 の fG 革 りく 
衝 務 人 00 完 昌 G 欠 囲 居合 め つ 抽 生 " 症 
留 G 取 うり JA 問 吉 対 さ やう マレ の 振 拘 浪 
燈 NQ 図 大人 80 け JP 人 SN0P 大 可 う 氷 図 
則 り 牧 吉 誰 で 所 人 共 剛 う りつ SYO 所 り 
民放 つ 打 避 各 っ 太 G 電 図 全 桂 己 NT 

件 図 “ 較 図 り 宏 9 上 呈 略 活 史 個 呈 問 玉 
に に が 20 と oto 症 こ の 0. さい 
nQS PS" 避 各 玉 じ G 図 固い へ 中 ト GS 尽 
っ 向 砥 人 0 取 ン の 

衛 * 脱 還 つ お 四 G 避 庄 S 県 ン り 宮 図 中 
QR" 弄 G 朝 湯 INKG 引 選 深 室 べ や 
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| 113 | 列記 事 ] 育 焼 き の 寺 和 


[中 心 の ある 家 ] アク ソ メ 


2 階 中 央 の 寝室 は 設計 最終 段階 まで 吹抜け で あり 、 寝る 場 
所 は 周辺 に あっ た が 、 最 後に 家 の ど 真ん中 で 宰 る の も 悪く 
な いと いう こと で 変更 し た 。 床 は 全部 木造 で ボル ト で 留め 
て あり 、 藩 脱 可能 で ある 。 外 壁 の 上 、 出 志 を つく っ て いる 
平 介 は 床 ス ラブ の な いこ と か らく る 水平 剛性 の 不足 を 補 
っ て いる 。 つ いで に 技術 的 解説 を する と 、 璧 厚 150mm の シ 
ング ル 配 筋 、 内 外 打 放し で 、 断 熱 材 は な し 、2 階 の 軒 高 
4.310mm、 最低 3.750mm と 考え られ な い ほ ど 低 い 。 中心 部 の 
3.600q 航 正方形 型 の 空間 は 型 枠 合板 を 横 使 い 2 枚 で 結 め 
る た め 、 壁 の 外 外 で 3.600mm に 抑え る な ど 、 垂 木 105m を 二 
つつ 割り に し て いた ら 、 役 所 の 担当 者 に 「 ち ょ っ と 無理 だ と 
思う が 、 あ な た の 家 だ か らい いけ れ ど も 」 と 言わ れ て し ま 
っ た (さす が に 心配 に な り 、120mm に し た が )。 コ ンク リー 
ト が 劣化 し て いな い 理 由 は 、2 階 の 腺 ま で 延び て いる 壁 の 
上 の 平生 と 害 上 の 底 に より 保護 され て いる か ら で あ る 。 

( 末 部 動 ) 


断面 較 1/200 


H 
@ 況 各 一 中 心 の ある 衣 
所 畑 玉 県 所沢 
取 放 兵 工 陸 内 餅 子 供 1 人 
下條 一 人 暮 5 し 
一 部 動 / ア ル テ ッ ク 
@ 放 エー 内 拓 遇 
艦 エ ーー ]974 年 4 月 
人 人 模 一 RC 千村 2 攻 
@ 画 筑 
表面 機 一 2020m 
一 51.0rt 
呈 面 本 1020ri 
(1 牙 /500rl 2 隊 /520m) 
@ 主 な 外部 仕上 げ 
呈 練 アル ミ 背 人 き 
香 コン クリ ー ト 打放し 、 一 導 ラ ワン 


理 只 一 アル ミサ ッ シ 、 木 | 

@ 主 な 内 部 仕上 げ 

キー 一 居 隊 / 果 根太 現 わし 子供 講 ノ 
新 当時 垂木 殖 わ し 、 現在! ラ 
ワン 債 天 板張り 謙二 ( 胡 
合 ) プラ スタ ー 食 侍 / 中 抜け 
新築: 各 木 尿 わ い 、 現在 松 


部 (主人 ) プラ スタ ー 食品 、 子 
供 室 コン クリ ー ト 提 故 し 村 
主 / ( 細 合 ) プラ スタ ー 


「 中 や の ある 家 ] 青 焼 き 1 階 平面 
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自邸 
設計 阿部 動 ン アル テッ ク 


〇 敷地 一 所 沢 近く に 雑木 林 等 も 工 っ て い 
る 造成 地 の 中 、 平均 60 坪 程度 
の 区 画 
東北 の 角地 
建物 を 敷地 に 対し て 29 度 振っ て 配置 
〇 セ マ イ 敷地 な の で 門 ・ 玄 関 と いう 型 を 
と ら な い 方 が 得策 と 考え た 
〇 エン トラ ンス 前 の 23m の 土地 を 十字 路 
に 提供 し 、 十字 路 の 広がり 全体 を 手 に 
入れ た 嘆 じ 
〇 個人 の エリ ア を 囲む と いう 時 、 た また 
ま 存 在 す る 敷地 境界 線 で 囲う の で な 
く 、 外 と 内 と の 関係 で も っ と 自由 な 囲 
い 方 が あっ て よい の で は な いか 
〇 玄関 扉 を 開け て H=1.600 の 垂 壁 の 内 を 
歩い て か ら 階段 を 降り る 関係 と 、 三角 
型 の レン ガ 貼 り の 部 分 に 植え た 欄 の 木 
が 道路 と の 関係 を ダイ レク ト に し な い 
感じ に 役立っ て いる 
〇 ベン チ : 玄 問 前 で の 人 と の コミ ュ ニ ケ 
ーション 。 老 を 履く と き に チョ ッ ト か 
ける 。 荷物 を 思 く 。 植 木 ・ 花 の 連 場 所 
な ど 、 多目的 に 使用 し て いる 
0 三角 型 の レン ガ 貼 り の 床 と 線 は 街角 に 
変化 を 与え て いる 


[中 必 の ある 東関 同 り 
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8 箱 "INA や 9 抱 唱 つじ 回 翼 つ し ろ X 員 寂 S 
KG 和 を さ 個 緊 史 に 事 還 称 二 握 
EACSNOE TK コ 
つ 江 " Q 選 AnN ン 押 避 大 る の 7 RMAOQ 人 | 
選民 お 江 類 玖 吉 豆 じ つ が る 下 剖 jnNO を 
所 周り 鹿 や や お 人 ぐ 玉 回 蛋 つ レス マン mAd” 邊 
了 KSNATG 過 4 で し 鈴 求 つ " 創 求 甘 の 居 図 
悪党 ぐ ル ネー ハ つ し 欧 い レ マン hG 木 叫 ン Q 
記 史 紀 利 「 性 図 所 公称 舞 交 記 いじ 劉 末 史 
圧 頒 り 時 や 攻 つ 別 誠 " JGA へ 人 つ う " 
へ つ R 人 6 科 じ 留 羽 寺 称 旋 つ 史 お 梨 音 選 染 生 
お mM つ で て すり 物 列 し 障 障 
S 電 年 全 迫 Se" 相 綿 ロ 避 肖 本 守 守 較 加 の | 難 
懇 党 り 和 0 で じ つ Wn MAMANS 角 計 
藻 # マ ー か vK 共 に 記 500 生 / 惨 G 和 ホ vK 
私 マー 旬 較 weNQJAW コン ロロ ー ミ ペー ペー へ 
や マー ベー 旬 選 て の か" 血 求 喝 の ロー さら 新 
人 の G 和 所 パロ ー ペ 芝 能 昌 塵 役 の マー 目 
選 由 択 守 日 2 の 人 Q0 人 の 代 図 回 称 疲 と 
3 現 親 守 幼 皿 当 2AQ" 二 ロ 艇 つ お 廊 代 生 
ント コント 

尻 恒 い 個 求 晃 IO 8 で りさ 治 職 つ 
3" やつ レロ ジー 蓋 G く ロ 宮 の マー 冒 壁 ロー 
さ 史 芋 届 や トー 寺 撤 は 己 目 組 人 
っ 天元 信和 on 逢う や 電装 民 翔 舞 
人 お 豆 和 料 代 人 る "や つ し ロ 一 蓋 扱 つじ 回 
如 回 玉 や や トーS 玩 " 二 齋 G 剤 季 壮 必 D セ 
半井 版 レロ ロー 坦 征 古 次 eeNG う の 客 和 OhGT 

つつ 温 下 や や 癌 へ つっ の 奄 中 畑 生 の 
ち 寺 避 郡 SQY 郊 二 懇 G 生 捧 案 共 人 oO 
合志 い レス マン" 府 束 G 夫 4 くら 


Ko 


ッッ ジ 


に は 、 別 の 間 物 が 建っ て いた の で 、 破線 で 描い て いる 。 し か し 連 物 だ 


け で は この よう に 記し い 。 


下 園 は 建築 牧 だ け の 還 面 。 左 半分 は か な り 前 に 填 さ れ て 実測 し た と き 


ピ 】 


イロ ハモ 


ミ ジ 


ツ イロ AE 
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天 江 時 に は 節 箇 で 示す 志 に 価 斉 人 が あっ た (高き は 失 定 ) 


ミツ 


イロハ モ 


ラ 


ラ サク 


サク 


ダッ ケイ ジュ 
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これ が 現在 も 生き 残っ て いる 


Ro ヒマ ラ ヤス ギ 
た だ O と つの 合 


ロー ルト レー シン グ ベ ペー パー 841mmW 1720mL の 青 焼 き を 


カラ ー コ ピー で 縮小 し た 図 
作業 完了 2010 征 3 月 18 昌 


ツ モミ 


ッッ 


ミア 


イチ ョ ウ ウメ カル 


イチ ョ ウ 


ドラ イエ リア 


ロー ルト レー シン グ ペ ー パ ー B41mmWX1400mmL の 青 焼き を 


カラ ー コ ピー で 縮小 し た 図 


2007 年 12 月 作成 


不了 大学 相 が 大 在 し て いた と き の 湊 ーー 上 


地 列 お レツ 水 図 へ 久 求 水 @ 居 最 合 ふ ハ キ ふ 
ふ キ ロ 得 人 回 いい 事 切 り 半 芝 誠 ビタ ン " 
GSY く だ を い くり で だ つい 9 に 3 
に りー だこ ル とく い Y こ だ 前 . ツ こ に 3 
ぐ 撤 尿 昧 や 届 四 つ き やや 午 侍 條 作る "ロー ペ G 
令 守 細 せ ロカ ー 宮 S に りら 6 で に 生じ 事 m 短 
求 つ 合 るい ロボ 一 法 史 うじ 2 mW 骨 
ロー 性 G く や GN マ キー 染 際 人 でろ" 
りや 介 厨 で 員 選 の 短 求 団 史 躍 提 り 写 軍 か 
Ye 耕 氷 人 る 有 叶 し 0 半 四 悪 や 00T 

JJG ロ ー ペ SG ペー ふ へ 和 へ マー ベー 避 赴 図 史 
年 壮 " 喘 電 図 称 還 ン とり ざ の 革 慌 @ 思 喧 シ 
ひじ 2 部 記 宮守 ぶ 寺 記 図 史 癖 加 

坪 表 の 躍 篤 堆 G 瑞 大 図 爺 埋 he 拶 
史 畠 っ お の ぐも せ 人 83" Sv や っ の 秘 井 G 末 問 
図 ロ か Wo 代 S" 属 和 HG 失 軒 ぐい いふ 選 0 悪 %8 
に 義 NE バエ アウ も いこ た 
失 昧 脆 和 hyQDJ 生 PX" 生じ G 拡 激 史 
憶 野 信 ン 世 や レン SMO 村 逢 所" 着衣 G 所 経 る ^ 
議 寺 孝和 時 打つ お りり RS G 健 束 の 下 立 「 中 % 
お 抽 作 " 詳 庄 色 の 紐 編 如 "DS 事 N 史 絢 
和 褒 窒 畠 名医 玉 し 了 嘱 つ 祭 叶 條 健 
っ "WS 祝 窒 和則 選 法 図 幼 ご”)JGW 交 
生 人 る で 器 生 揚 記 全 知香 NO お 守 S 人 全て ヘ 
ネー 色 て G 攻 沖の 区 つの GT MS 紀 較 
疾 員 S 環 馬 殿 刀 映 組 つ " 証 療 代 G 人 人 る 
組 つ N" 

京 ぐ 和 べ や 戻 " 外 審 細 垣 る 由 史 
環 〇 じ 泊 款 図 巡 舞 と りつ る 愉 漠 近 四 生葉" 
や つり 祉 技 學 下り つり 記 弄 に も S0 お や 
の MG 会 の 町 加 語 人 3 粒 選 つじ 直 思 つ 坦 
お 人 や S 詩 G 計 る " 叫 叶 握 選 K ロ ー 選 ふも 
東条 呆 で A ホ ー 和 He" 條 年 り G 由 光 坦 
っ ポン 全う "香る 国 構 り 半 羽 G 代 人 る 人 る 地 
史 紐 ye の G 史 蘭 か や 人 ン 中 紅 せ 記 下 つ 
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TypAQ 夫 年 つ 9 補 生 人 S で SWy つ し 記 測 
己 畑 吉 税 谷 下 的 東 ” 親玉 " 世 守 和 年 裳 jo 所 
避 畠 還 か MO 拉 思 8 うい 飛 薄 央 ST 
すぐ 純 漠 也 窒 史 の ン 揚 m の 本 いじ の 7 MS 
表 融 思 パ か し 根 つ ” 混 NN ポレ ST 

人 RKKhK 親 Gr を AKIKS 王 人 Sn 忌 振 
中 等 紀 福 公 提 選 つ し 用 0 や の 各所 内 
0 ン S" 求 展 区 志 引 うら SG 1 第 拒 村 各地 
政 押 te" 拒 村 如 向 洋 ン OO うれ 各 7 貞 
交 撮 壊 各 つね の 6P” WS 宜 間 多額 知 mh 王 
昌和 か ーーn ロ ジーP 塩 電路 地 導 0 則り の 8 人 は 
6 人 8 ーー 和 AA へ ダ ー ミ ベー 己 由 舞 衝 つつ ポ の 
@ 多 時 ざ 邊 代入 リカ ジー ツ 据 る つ " 障 艇 か ye 
@ 衝 列 県 向う り や せ 神 品 0G 居 生計 0 で つ 
2" りり リロ 環 合 豆 じ Se の 6 ー 必 6 リル 
と K 穫 電 部 うり" 限 粗 革 か くじ 公 征 埋 つ し うだ 
っ 人 OHT 

問 層 や 中 炉 和 医 固 直交 深 W ロ G 宇 振 G 
部 3 携 環 "np 一 懇 SK で 中 ASSIOa7 
ツー ホーG 陸 記さ い APIING 加 る 色 「KRK 
RG 上 N 燕 愉 信 SO" W つ し 濾 い 析 僚 拒 居 公 
NANAuhRAWPIINSS る Ao の 7 
皿 り 衝 替 つ ン 選 十 生 NO" 要 抽 @ 沿 は 世 球 
所 移 へ 持 筐 令 ” 語り 8 トロ 入間 吾野 
6 包 炒 愉 08TP ス 0T 

% 


環 避 

壌 G 芋 揚 ぐ に 洗 せ / 刀 4@0Q に 押 の 革 斉 ン 
斑 A9 握 党 ADNP る no 下 弄 共 監 角 K 編 
抱合 人 6P" 医 ふ 記 お べり 密 選 つ 信 遇 く つ 忠 
合い 8 まや ト 人 ト さ GS | 交尾 東 叶 99 
し 舞う し Q" 宮 夫 名 ロ き 舞 と り ざ ぐも 人 
入り 羽 押 才 G ら JO 人 SKY 才 雇 図 叶 "回 多 
束 お 8 の SA 柚 党 や お の や 千 は 舞う し じ Se 思 
令 球 則 式 二 思 所 吉 祭 生 箇 次 生 人 SS の 痢 RN 


人 る ぐ "語り Sn 基 お る 寺 須 到 
Petey 
り の を 人 じ 記 世 宮 PT り 才 業 龍 選 
信 写 東和 0G 図 国 つ 区 須 や SQ* 手 葵 
次 WS の G 芋 蛋 W レ スン つ 全 づつ " 思 革 っ 革 
ロ mo 思 ビ る hG 人 地 記 束 直 ご 稚 次 
ロレ 2" | も や oe 人 SSP" 蘭 家 人 
需 ち OO の R" 語 き 「 拒 守 和 会 字 合い 応 り 箇 」* 
史 装 和 思 や じ っ 1o" 
ON 1 


ォ ミ ・ ロ SA HHG 「 時 祝 員 人 おり 0」 選任 Pe0me 
20e 


ハン テン ポタ 


ミ 
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東京 女子 大 学 東 寮 ・| 上 体育館 実 測 図 

南 立 面 図 S=1/100 

ロー ルト レー シン グ ベ ペー バー 841mm W x1.400mmL の 青 焼き を 

カラ ー コ ピー で 縮小 し た 図 

作業 了 2010 年 5 月 5 日 し 3 


ヒマ ラ ヤス ギ 
月 和 の 要 


ヒマ ラ ヤ スギ 
件 育 芝 の 天 


イロ ハモ 
ッ ガ 


東京 子 大 学 東宮 実 滑 較 
中 断面 図 8=1/100 
ロー ルト レー シン グ ペ ー パ ー 8B41m W X 1.220qm し の 青 焼き を 
カラ ー コ ピー で 縮小 し た 図 
2010 年 6 月 作成 

平面 較 と 断面 図 は 同時 に 作成 し て いる 


カイ ドウ モク セイ >2 ウメ サワラ イチ ョ ウ ウメ 
上 マラ ャ スギ 
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児 直 き 始 めで いま す 。 当 日 は 、 名 波 で 再生 され 


き の 見 学会 を 開催 し 、 芝 草 き 研究 の 第 一 人 者 で ある 安 座 


話 の 殆 力 と 可能 性 を お 話し wa が: 


攻 廣 きん ド 


署 ミ G 窒 杭 守 HIW じ Ve 

人 す 呈 的 模 避 租 貢 氏 9 対 和 時 @ 団 三 
守 ロ いる し 僅 明 つ つや る へ 麗 る 6 

nA ] 國 室 写り 窒 塞 上 時 富 型 所 浅 補 
で @ 醤 記 導 富 S や 6 つ (に き )" 提 二 ヨ S 
詩 宇 ロ 換 護 向 夫 選 Km。 忌 信 じ 鈴 藤宮 お て 
も る 8 ポン や る も | 明和 天 うつ 公 包 和 和 人 つ 
守 。 0 記 計 ぐ 峰 ③ 較 悪 史 益 ご 3 JG 神 
で 沈 知 エ ン さ っ 湯 天 じ つき 心 合 c。 問 嘩 3 
"らら ら 明 つの" らら の 尿 光 陣 必 大 

Wo の の 7 8 知 語 己 寄 的 理 生 和 KO 全う 
ゴツ 連 十 ヨ 色 人 0 りり 倒 密 疾 つ じ う が 和 か" 換 芝 
りや の 計 W じ る WP か 人 地 8Wm や 3 
者 で " 6 ポ 洒 攻 2 い G 小 の 人 S の お 
で お し 人 SN6 や で "所 S 半 衛 さ ペコ ヨ S 況 如 
ペン 補導 つ レス ピコ 愉 包 つい し ペ ヨ 民 
せ 隔 愉 で 所 的 合計 避 レ ン WSP ゃ "対外 
RSXQ 旦 味 や " お ヨミ 填 等 つ折 さ つじ 
赴 幼 公 窟 中 つじ ス QSP つ や" ロ 必 や 禄 
尿 弄 人 る @ 補 愛 固 が も 雇 抽選 箇 や 半 哲 つじ う 
部 か 所 甘 天 は 相手 St 
で 半 ポ る Q で や も 人 人 SM6p ベ T 

三尾 @ 洲 や " 半 い し 8 ン 引 宮 つ し 類 共 肌 
半 つ し つる Np" ペコ ヨ S 吐 銀 し 信人 選 人 る 
に 0ー に すり ば ES いす 放さ 
入選 叶 一 回 守 党 所 907 WS 守り 色 和 抽 じ 
06 生 " トル 公 G 空 定 せ ー ら の 時 と ン ① る 選 和 0 w 
で 容 3 < 愉 多 Mo 親 共立 は が びり" 畠 コ 任せ 
AT へ 入 逢 0S 甘 弥 江 裕 環 呈 肘 銀 
や m" 周 コ 将 因 の か て を KS 弟 遍 光 導 
千 半 じ 各 吉 生 の 愉 つ 選 軸 公共 装 季 大 泉 
Qu 和 名 ポ つる 6" の 7 和 る 冥 る 
の の らら 半 ン と やう S お で ふさ シコ 色 加 ぶつ ピ 
2 で や” 許 ペ 千 弄り XQ つ 所 沼 敵 条 比 ひじ 元 吉 
jm" 畑 生 ヨウ 癌 曽 店 せ 部 ぶつ スピ 款 わ 


8 ン 0 


暫 壇 で の 革 錠 り 体 詞 の 接 子 。 手 に 持っ て い 


る の が 1 束 分 


痢 避 弄り QA て じ る 3 が" 概 還 竹 
い 衝 写 ヨ す 呈 求 GR 基 コ ゥ ヨシ か つ " 租 虹 
に る: ド さこ いた も びく だ ペー とこ) 
りり nn ポ ヨ マ 仏 範 ぶ か S 了 角 計 功 せき 
ヨ 式 有人 で や 16 人 0 膨 選 人 半 に hyOP 
つき 

JGA い 7 口福 者 4 で レ P ロ 名 KK 
ペーー 和 9 の うろ 必 け の 染 藤 の 交 や レポ つ 
守 v つ し 約 案 半 避 じじ 季 る 町 終 め の ンド 
レス タン" 抱 ず る 必 G 侍 電 コン SQ 急 0 計 交 
時 S 直 お 陣 押 和 員 忌 ロ い ント 当 陳 還 析 ME 
いっ 


べ せ 人 人 記 明 つ じ 貞 

で 宮 革 志 ン 名人 で 換 稀 固 悪 記 下 つじ 8 つ 
年 woMNS 本 和議 仙人 だ りき 旬 る い 
し 3 る MQS 系 氏 模 つ 也 北 窒 も 生還 料 ー 
Ki 1 
和 人 9 生生 人 るい 統 虹 中 WP 陣 団 " 下 
閉 察 に WW 断 囲 さる 忠親 守 委 る し 人 8 6 
QO 多 垢 信 や じ 屋 唱 の 区 さる 放つ ポ "TP」 
やる 細 他 視 和 9 製 党 つる い 7 y り 篤 持 呈 
冥 記 つる 愉 り の 交 作 つじ る か "5 表 量 
やる 誤 寺 虹 祭 能 や xe 邊 人 SO 蛋 G 絞 
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買 写 真 /「 白 押 居 | 南側 外 製 。 改 條 前 、 屋 根 は 鉄板 に 本 わ れ て いた 
上 写真 / 土 問 か ら 板 の 関 を 見 る 

有 下 写真 復元 し た 囲炉裏 

左上 写真 力 い 梁 組 み と 馴 工 き の 小屋 裏 が 見 える 

在 下 窟 真 土間 に 設け た カマ ド 


124 際 133 机 和 肥 な き 写真 = 天才 誠 だ 上 写真 ・ 下 2 上 ご 誠 天 さだ 


日 雲 居 

所 波山 の 東山 は 、 和 波山 参 客 の 道 と し て 江戸 時 
代 か ら 町 並み が 形成 され 、 か つて は 茎 鞭 き の 町 家 
や 農家 が 立ち 並び 、 参照 者 を も て な す 場 と し て 栄 
えま し た 。 

し か し 近年 で は 、 自 動車 人 が 整備 され 東山 を 歩 
く 参 申 者 も 数 少な く な り 、 それ ら の 町 並み は 衰退 
し 空き 家 が 目立つ 状況 に 陥っ て いま す 。 そ と こ に 残 
る 芝 礁 き 屋根 の 家 誠 は 、 江 戸 時 代 に さか の ぼる 建 
物 と され 、 明治 の ころ に 移築 され た と 伝え られ て 
いま す 。 そ の 所 有 者 も 農業 の 後 閥 者 が いな いと と 
か ら 山 を 降り て 長く 空き 家 の 状態 と な っ て いま し 
た 。 新しい オー ナー は 、 関東 平野 を 一 望 で きる 
大 な 眺め に 交 了 され 、 また 地 背後 の ミカ ン や 杭 
な どの 果樹 や 竹林 の 里山 の 豊か さ に も 感動 し 量 入 
を 決め まし た 。 筑 江山 や の 研究 学 財 者 市 を 訪れ 
る 外国 人 来訪 者 へ の も て な し 場 、 交 流 の 場 と し て 、 
この 古 民家 を 改修 する こと を 思 ま れ ま し た 。 

鉄板 に 杉 わ れ て いた 屋根 を 再び 茎 間 き と し て 正 
き 替 え 、 往 時 の 景 級 を 取り 戻し まし た 。 土間 は 吹 
抜け の 梁 組 を みせ て 、 力強い 交 造 じ 技 を 現 わ し て 
いま す 。 田 の 字 型 の 座敷 は 、 そ の まま 客 同 と し て 


残し 、 土間 に 有 控 する 茶の間 に は 且 炉 謀 を 復元 し 
て 人 が 集う 場 と な り ま し た 。 北側 に は 沢 水利 月 
し た 小さ な 池 が あり 、 それ に 面 し て 風情 の ある 浴 
塞 を 新た に 増築 し まし た 。 高 野 禁 の 浴槽 で ゆっ た 
り と くつ ろ ぐ と と が で きま す 。 漆 の 板 に は 大 子 の 
洒 、 座 布 団 に は 生 下 組 、 ホ ウキ は つく ば 市 の ホウ 
寺 凍 と 県 内 の 特記 を 使っ た 工 革 品 で 設え 、 交 流 に 


花 を 咲か せ て いま す 。 (区 藤原 ) 


ST 
自 本選 で 怒 催 し た 見 学会 ・ 講 演 全 の 拉 子 


form http:/713DL.TO 


- 革 を 苦く た め に 革 を 束ね る 下 準備 
" 御 先 か ら 茎 を 工 い て いく 


ea 


碧 曇天 を 見 学 し た 彼 、 物 波山 梅 
栖 あ ず ま や (上 、 英 誌 2003 年 3 
月 号 掲載 ) と 六 所 の 家 (、 祭 
臣 2008 年 3 月 号 掲載 ) を 見 
2 上 一 藤 さ だ む 
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約 ひ 過 りき 移 諾 つじ る 5 や " 間 無 密 り 綴 
淫 く 客 叶 中 褒 い 3 尺 暗 人 や 暖 的 玖 ン さり 
り P 抑 し @ 選 人 る 唱 客 実 選 WT RG 生 換 境 ぐ 
翌 %GJ の 2 

算 村 時 包 せ 3" ペコ 攻 反 豊 選 舞 めじ 皇 飛 
ロー 要り る 心 償 下 う 末 了 倒 人 の WS 二 呈 只 
第 へ 半 の うる 半 卿 合間 6 か 宗谷 ペ ヨ 式 
和 い ンド 半 人 で 補う 8 生生" 拘 叶 本 節 い 
ント 冥 の ろう 向 人 る いじ 和 じ る が 8 か" 杭 革 
限 G 団 話 征 隆 具 @ 提 誠人 0S 銘 No の G ロ 知 
愉 り 旬 や 和 つ "1 計 め 幅 周 完 し oyo の る 
りり Ja 湯 や の か レロ 実 必 祝 NO りり 
る いり や 財 間 直ぐ 拍 ろ 捉 話 じ 生 " 半 咽 准 
で 恥 P 出 ン じ 束 喘 の 密告 祥 GP” 的 革 画 委 
儲 歳 性 りつ ぷ " JG 史 商 埋 巡り 完 攻 PO 
喉 如 " 机 暗 せ 理 財 有 束 才 本 り S 陣 杜 各 
0 宗 導 倒 杭 @ 感 り 男 折 つ し" りや 向 蘭 芝生 
いい ン の 押 つじ 36 和 mp" 台 ょ im ぴり J シ 
軍 沙 人 還 恨 か NO 避 放 の 区 お つじ ろ の | 換 G の 
O' 課 括 的 喉 和 GRGS 計 必 最 束 う 
の G 委 SM0 の る 愉 り の の 忠 貞 お る いじ 各 半 つ 

りつ G 隊 握 席 44GR ロ BN 部 彰 旋 
半 Sm′ ら の 思 聖 近 史 泥 必 きつ お 貫 
つ 和 渦 本 桁 選 瑞 も 地 所 つじ 和央 の る 償う 当選 
を G%oj6Mo6 立 状 手 互 久 りう 8 本) ず 
8 放 入 編 NLRSAQ 本 無 昌 G 編 りお " v 
@ 型 因 ロ " 本 圏 @ 綿 閣 尺 少 ぐ 揚 柚 く 
測 較 ぐ 地 燃 能 園 「 < 遇 囲 周 層 ※ 貴 ぐせ い 注 
信 補 26 生 り S 人 8 伯 密 定 @ 失 絆 史 悦 
つり 2 い " 瑞 窟 玉 か くじ 抹 欄 生 "の 6 避 編 
下北 定信 本 弧 衝 瑞 窟 令 い ン で SS じろう 
だ 人 1 
負い 措 生 忠 っ の 沖 刺 品 是 癌 投 湊 選 守 
OM 


momopavao ン a 
PE 

ココ 性 せ 生 どる で 「 幸 久 医 直 唐 因 」 の 幅 で 
2 が jm"「 境 枚 党 」 8 宰 公 守 拉 層 公 加 Se「 課 
に ゴル: さこ いむ: の こ い て ピリ 
DS 條 内 品 鶴 填 世 G 宗 居り の 抽 じ 8 
軸 尾 じ m 倒 @ wm る 必 較 多い ン Q り や 室 思惑 
に いり ーー たま だ り - た て 作 こと 4 
HG 半 治 様 入 や 坦 N 呈 性 民 中 史 撤 医 S 還 十 
いい 3 に リン で に 
所 下 立 財 江 例 P 和 one で 0 つる うく 
お か や り 杉 胃 つ じろう や SGP" 欄 舌 さ ユ 
の 持 軒 GR 公 再 合う やう の 委 和 
で つの 血 2 国 い ン SG 屯 葵 裕人 じ SAe" 計 さ 
けり GS 問 徐 求 二 つ レ "KS 宰 旨 ロ つじ ス 
3 全く に に 8 ド さ :3 
表 」 ざ の 他人 で や じ る が つ " 区 の 等 
りり JP テ 和 へ 小 史家 人 K 避 失 攻 G 回 慰 舞 党 つ し 
る 

and” 凡 村 やせ 「 せ 記 生 生還 穫 所 符 和 
避 代 の 選 器 軍 共 R 密 やり 」 の 迫 で で レス 
8 「 絡 KK か 」 凌 容 委 皇 KK"「 配 粒 」 
SKKS 科 さり ざめ ゃ "性 税 私 の 24nG 近 
S 求 知り 互 お 描 人 所 知 胃 る 6 生 " 各 共 の 
GS 全 民代 導 G り ざか"「KK キ や 
問 守 績 7 喜明 さ し い ン で 洋 合 R ど 
所 Me 生 >6」 っ 割 菩 GS 糧 enN 人 る 届 人 を 
マン 坦 し る 6 和 か" 條 人 る ーー の の ご 呈 浅 ン 
や る りな か も 緯 年 器 条 り 震 い ン 財 中 光 気 や 
拘 代 し い ン We 処 宗 志 守 公 琴 剛 つり う いや S 
SG 反っ の 時 で で し SG や 

「 憶 問 必 埋 机 ぐ 団 」 公 食 明 や 抄 加 SQ 
ぐ 和 中 維 十 包 やあ” ー" の の の 叶 振る 角 N 
仁和 限 知 と " 計 計り ざら 対 渓 観 じ 絶 wehe 
の い 7 凸 符 S 製 鷹 掛 り 作 ち い moQ の 
1 


に に 3 だ に Y く だ た に ささ いで に: 
灯 ろ や っ が か" js 衣 葉 料 お ※ 邊 つつ レ 
で 演 師 各 RG の SP ゃ " 語 宮 円 鋼 巡 代 わ 
合 つ 0Q 和 や くじ S 旭 柚 革 ※ 要 G 深 医 肖 和 mh 
に さら こさ て 放 に ベー に だ だり 
丘 腸 ロ 事 で 所 摘 和 0G 吾 窟 り 了 江 史 絹 ぐ 拓 着 
も で ンド SG 選 銘 " 抽 第 G 表 二村 吉 せ 
人 良 つ し うじ 編ん ap りつ 穫 和 6 生か 
SR 家 の K 客 宮 の ぐつ 8 中 殿 所 ” 居 YQ 届 
所 入 垢 想 y つ し 所 潮 め PS で Y 忠 弧 古 李 もせ 
童 的 史 答 記 6 ぶ 居 幸代 つう) う 4 
必 つ し 3Km* 記 き やく レ 絢 袖 和 や P か 系 / 由 拓 
MSyo 虹 衣 / いら 琶 多く 委 信昌 WODAN 
避 持 あ ゃ "うり の 7 る 全 り 弥生 青 陣 SAO 
人 的 第 選 の 振 信 の G 史 出 容 記 SO 人 る 
に の で よこ 

苦 守 "1 に 中 年 評 軍人 RY” ズ 細 骨 仙 で S 
才 つ お "りり 宇宙 公選 泊 つ 敬意 公田 
下 史 所 客 つじ 是 り 還 飛 性 光 和 中 局 つ 久 帝 jm 
衣 や のり ぐ 半 穫 @ 谷 ロ 細 垢 守 い ン 愉 6 
や " K 細 補 G 下 Q つ 人 S 選 投 東 守 選 更 長 つ 相補 
に 
し っ が 6 和 m 也 型 中 定 芝 史 下る じ 避 つじ し 惑 
気 W る em" や 人 る 六 家中 絢 め 選 m の 
S な きぐ も つき W 天 多 末 了 や Em の つう 必 G 
倒 K 細 家 や " 展 吾 を し 中 の ポ 抽 大 妹 似 じゃ" 
境 球 きり で ポー" の の ご 時 培 玉 中 的 維 吉 
まで て ン SS じじ うい 也 末 全 且 当 ho や ロン 
叶 民 NO 十 宗 生 ) ざ い ン ト 物 w で じ 0 
つや " 忠 共 古 知 @ 避 二の宮 生 うる の 
つ で 示さ 号 鶴 ぐ 写 叶 黙 所 K 環 衣 到 | 表 
人 い ツ 忠 の 揚 R 口 茶 G 課 符 G 回 い ン 
所 つ し じ ろ m 

つる つづ " 仁 夫 革 入 で 回 式 尊 哲 せ 尿 親 衝 
僅 だ や つつ" 選 ン と 束 な の 和議 6 直 時 


所 PSxetsn も 大凶 拉 地 や い ン 
や 代 る G 全 "四国 G 陣 べく 客 対 やつ ンー の らら 
半 坦 中 窒 G 尽 講 ぐ や 問 注 の の し 避 5 
環 密 つ レ ンド レス が 生 " 括 令 SAA 生き PQIG 
黒 本 描 和 生 如 ン 押 和紀 や いと ヤ つ 
0 祥 の 24nG 人口 竹 @ 羽 呈 知世 持 べ 梨 所 で 
SQ る 心 全 周 時 つじ 3XQG ゆ 革 潮 る 倒 
吾 る 96 生 う S 呈 共 包 て 上 習 江 0 交 記 環 44 
の 駆 底 権 人 更 朱 つ 竹光 税 祝 6 つ 選 公 "人 夫 
信和 愉 軍 で や の さ やつ” 虹 協 地 当 條 回 臣 
で ロ つ P の 4Q る ろう や か で WSP の 玉 S 
で 窟 要 採 る い " 瑞 の 直 年 NG の 揚 扇 料 
の つ 1M 守 選 お 円 持て GS 伯 リロ ” 下 ペ 守 党 玉 
本 か て 交 嘱 の 民夫 陣 介 人 SS 和 NTA 困 
る 6 つぶ" 


畠 准 杭 償 0 

財 編 ヨコ ぐ 縮 上 頼 選 " 四球 近 せ 判 里 負 間 り 
の 敵 聞 宮 じ る が 6 か 的 G 若 昧 回 区 
吉 愉 党 谷 いじ 3 が 6 本巣 撤 記 眼 ざ つじ 志 や きり 
0 の で 色 MMSAN 綻 の らら の 肖 " 直 が S ビ 
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7 4 の 7 


っ 人 っ 控 境 衝 の か ン 替 選 5" 1 や 冠 起 G 
護 和 3 R 生 る 記 氏 人 S ら ぐる 0 半 細 腕 や や 
上 て tcN だ うこ だ たい くに 3 
控 じ ゃ "3 也 国 G ヨ 型 人 掃 愉 いじ う 才 和 や 
生 / る いじ 3 滋 還 り つ お "を 者 員 い 3 忠 宮 人 
撤 補 SGK マ ーK ロ いじ ス "うり シ 接 除 史 新 
さち 2※ つ 選 " ※ 紋 必 江 定 っ 藤 G 打 革 際 S 各 
指令 員 巧 計 衝 うじ 四 YWGY ま 宮藤 G 打 
頻 い 半 う ざる お 8 定 で "WS 肖 @ 軍 和 鐘 マレ 
選 健 時 つい 有 揚 飲 ふ さ ふ 人 選 ee 

痢 陥 民生 宗 民 会 避 個 く は いい " 軍 大 
王室 相 証 人 る お いり 忠 や 介 W ポ つ ポ "ST 
居り K 宮 広 搬 咽喉 ぐ 者 弄 や で RG 
拓く LNCOo り 
國 く Np" 汐 際 音 倒 和 の ロ 普 問 和 で 忠 
次 天 り 限 当 稼い 30 の GBS が つ 
的 

約 宙 せ 皿 放 G 回 泌 じ つ ぷ お” 尊 医 語 ※ 寒 
生 二 しゃ 法 不 施 式 刀 @ 志 昧 や 珈 放つ 
で せり や 和 忌 人 る も "中 G 早 括 更 敵 共 や 


を 隊 達 し た 。 木 の 生え て いな いと ころ が 茎 場 。 下 の 方 の 継 木 林 や 


杉林 は か つて 環 だ っ た 
下 写真 五箇山 は 積 昼 の あい 地方 の た め 、 科 場 は 共 を 置 囲い と し 


て 使い 、 感 か く な っ て か ら 屋 根 に 牌 く 。 傷 ん だ 事 は 田畑 な ど に 用 い 


左上 写真 相 倉 信 落 は 山間 に あり 、 周囲 の 山 を 使っ て 各 や 堪 料 な ど 
られ 、 革 は 何 度 名 使い 回 され る 


上 写真 世界 財産 合 迷 近 り 集落 ・ 相 廊 集 落 (宮山 県 南砺 市) 


9 語 や SG ふさ や 革 者 囚 娠 拓 寺 や 人 る 
WS 旨 選対 い 技 座 つ つい 居 球 梨 知 き で 妹 
SPe"* 

の さこ E い の と ーー に =4 く ぷら に さこ いい 
才 瞳 史生 わ 窟 NG 押 涯 邊 鐘 や "所 選 更 所 
村 肖 人 る ぶ 芋 習 球 選 軍 が めぐ 惨 滞 到 二 角 ち 
弧 吊 史 細く やろ つ 尺 ” 臣 間 監 G 畠 Sm 
SQSA さ へ や でき や く 上 量 功 聞 同 較 
移 革 回 9 宇 や ゃ " い N の 還 穴 @ 胡 寄 ぐ 韻 半 
に FT の だ ぶさ とび こさ 
WS 全 か そし 久 換 凶 臣 沿 に 人 で うっ で も 
と か 人 る 人 る 杭 欄 和 和 記 性 S 晶 海 玖 上 W 
信条 SO の 国生 幸 粘 SmS37 
い % 選 弧 脂 口座 りか" 中 沖 せ ー 証 G | 第 は つる 
谷本 寺 交 の 加 " で 前 缶 ぐ 役 折 日 陣 シ 
つ ポ "ひる 必 症 ど 公 軍 名 ・K 当 ・ 医 中 尽 宗 
が 波 ー ら ご 千 回 % つ お " 

中 箇 可 錠 や せ " 三 称 雪 哲 や 味 " 王 紀 コ 牙 と 
斑 2 お お じ う つぶ 慰 担 人 親 基 寿人 い じ る 
吉光 人 時 国 きる の う 人 や 計 る GP 溢 守 
入水 巡 G 要 ヨコ 容 制 例 や つぶ" 失 遇 会 
衝 儲 営 く 計 人 過信" 藤代 甘 車 和 僅 青 や つ 
お "DS 民 届 人 業 請 や 年 手 際 G 持 馬 
つじ ろ 2 つや 穫 航 喘 pre いり 8 で し 所 思 
電 年 信じ め り 押 生 填 WO の 全 DS 
WU 因 る が" コ S 呈 思 党 供 族 - い K 振 守 
EE くい 2 っ マ くだ だ り 
っ お きる 6 も モモ 早め つ ポ " 

抱 愉 年 せ ー 回 実 記 只 ろう G や 1 蜂 問 る 三 加 
や 県 em" 一 吉羽 る うー 較 ( 統 " 
に に に ありま いと に いと 
丈 同色 市 思わ の 日 下 や ゃ "の 革 う 宮古 
P 間 Ru8 さ S で 年 会 守 軍 引 や "素直 や 弄 
桂 ン ふう 実 で 8 一時 の ら 的 役 客 信和 
換 実 必 計 慰 天 つ つ 生生 さや 実生 る の る お 


代 2G も 損 投 講 縮 信じ つ #mynP か 梨 " 恋 
還 し 人 S や 5 当 い 68 実 Ne けつ 染め 06 生 つ / 
ネー かる 人 語る 48 人 8 に AO 征 澤 の 湊 ちか" 
羽 人 は 殖 お 3 召 農 る ぐも WS 侍 抱 G 悪 
実り や か 

り JS 慰 賞 拉 半 邊 過多 忠 四 叶 実 的 
WS 伯 還 っ の つじ 地 ろ が 和 " 下 全 穫 選 で 
1Q 阻 前 ロ "日 つの 日 や る G 光 が 男 2 
や " 銘 G 要 で CO つ 季 くし る つ 作 人 ン ペ る 
2 

宙 革 2 や 衛 い 尽 久 刺 弄 27 塊 合 否 り 咽 秦 G 振 
和 午 宮 千 つ 6 換 拉 才 殖 容 交 月 ペ IS 馬 
共和 人 SGP 卓 窟 @ 男 拉 隊 呈 り の 拓 う で 
Pe 較 思 全 野寺 多い ン 層 お し くい 
「 細 葵 紅 JSS0 換 G 所 抑 半 和 やじ 圏 窟 法 際 
揚 陣 中 計 完 瑞 は 信和 "擬人 @ 人 還 く り 
入 PO る 0 奈 国 馬 畠 1 も の 酒 互 斉 許 代 
狐 》6weend だ いう 用 的 つじ 3 図 路 
垢 の "SQ 1 8G 騙 搬 称 愉 い の 筑 交 MY 

舞 多 次 直面 嘆 似 展 々 損 聞 箇 %OQS や 
侍 ン "刺客 SNG 1 膨 抽 お 細 和 抑 %6 
" 捉 三 叉 4 鈴 | 不 り 窒 季 邊 つる 
か 公国 回 を 思 @ 昌 居 さ 降 つじ 描 地 個 かぐ 
谷 1 没 妃 じ h" RA 喉 史 貫 en0 記 居 や 
全 か くじ 人 加 さ くし っ ho お や が 5 る G や 7 
遇 @ ぶ お しめ 必 | 環 肛 ee の 2G 半 陸 志 医 つ 
的 弓 移 の SnG 革 鶴 眉 令 語 下 ざ ざめ ゆり 打 
所 良信 "MS 穫 完 さ 似 生じ W り 公 
人 や 1 習 悪 束 条 親しく 生生 公 愉 叶 介 
四谷 尊 和 和 地 選 hGS う 3 や か p" 環 習 
8 いじ 全 で 明 肖 急 軍 つじ うお 更 3 ぐ 区 
つり 腰 祥 昼 で KG 琴 秦 侍 の 中 軍 電 評 で 
と we 作っ 46n い US | 恨 G 指 吉 板 
SG お で や る べ 補 信じ 中 5) う の せる つ 抽 で 錦 
多 物 届 つ "回 時 vn る PWG 路 誠 久 導 和 析 
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mAG6 い BY 堅 村 きつ し を いじ る お 
等 識 机 穫 天 うつ" 丼 の 88 選 吉 くう 作 mn 
選 物 eS 

et いび! いい OEGSSEINNEFIIENE】 
8 本" 光田 誠 ロ RS や 生生 2 る 
ン レ 事 半 ぐ で 玩 和 由 二 う る せ K%" 寺 6 罰 交 
ざ つ し の 表 る 6 和 か 除 衣 G 調 放り の ま K 全 衛 
や ぐ ” けり 宇 包 揚 つ 選 貞 叶 藤 G 対 缶 画 SS 束 つ 
6" 8 @ 環 用 や S 叶 別 史 和 ン シ 
絢 や 半 和 的 六 て 凶 思 上 ひけ ざ 治 各 生 "で 
で 還 G 地 りり っ 朴 中 @ 画 の 湖 @ 形 民団 


た ら す と と も に 二酸化 炭素 が 放出 され る 。 毒 に 共 が 成長 する 際 に 二酸化 炭素 が 


駿 収 され で 、 往 環 が 返る 


び た 基 や 生 司 の 甘 は 田 舞 の 肥料 に 使わ れる 。 肥料 は 分 舞 さ れ 、 作 物 の 実り を も 


茅場 で 刈っ た 茅 は 民家 の 茎 革 き 屋 根 や 邊 馬 の 飼料 ・ 整 草 に 使わ れる 。 その後 古 


却 の 補 環 


つじ 貴 宮 @ 吉 れれ 公表 的 隊 S 半 般 苗 系 
opT 

表 議 GUDNN" 改選 時 @ 散 光信 語 
で うつ か も いそ コン そこ だ うこ 
換 革 坦 で @ つ 青 没 を へ 舗 AS 球 激 べ 共 宮 ロ 
区 で" 除 叶 G 和 嘱 @ 合 秩 NSXQ 人 る 
に コト いと 人 い い に 3 
紛 画 を 肖 穫 中 園 公 巡 葬り 規 避 の うか りつ 
お 人 るい し る 才 生 " 揚 で 玉 抱 @ 堂 べ せ 球 交 つ 
に 6 
淫 史 の ST や て 柳 共 ペ ヨ 理 ※ 和 の S や も 
"WS ふぐ 抱 公 士 肝 G 主 天皇 時 @ 堂 束 せ 
劉 落 太 記 認 味 玉 つ 才 生 " MS 次 者 名 守 藤 本 
せり や 人 る OS 還っ が 生生 36 ペン ヨゴ 
きる 填 更 や 昌 マ 対 和 じ 和央 旦 昧 や SQ の る 
ぐつ 色 求 導 つじ 2 い 0 区 る NRp" 困 志 "中 
3 約 6 選 棚 際 つじ る ぷう ぐ P” 肖 G ど で 
避 堪 氷 知 換 宮 つじ うし 玉 胃 撤 党 つう 抱 介 
人 か 符 京 NN か " 力 只 人 の の ym も な 谷 抱合 
SQ 填 や 軍 じ 軍神 共 尋 多 称 下 尺 谷 ン レ 
中 年 徹 つ い 人 る つつ お お寺 先 SSS の GS り 御 
9 癒 起 り 扱 党 つう 演 補 合 皇 求 6 や * 


神 晶 @ 頑 る 役 や 丸 Q つ や 

的 容 す 折損 周 、 選 補記 先 G 光 で 
外人 還 GS 叶 ポ 記 坦 銘 じ ろ 8 つ お " 
国 -1 ぐ 5 ポ 入 欄 攻 か 親密 MSN キキ 
ポン で る 室 持 必 実 の う りつ P 和 か" 着 門 
S 還 茂り WP っ xo 三 年 氏 判 幼 り 無人 や ヨゴ 
半 避 の JS 軌 三世 Rm 人 帳 三 あ 
に 2 
蛍 客 等 望 G 振 ふ 守 き や 革 慌 せき mm ふ 医 公 状 
生じ っ RS や" 六 民 G 補 或 の rs や し る jp 
ざ J 生 す " 約 寄 革 GS 福 違 人 SQ ポポ に 軍 る 
つり る が か" 用 層 央 で 応 の JS ン 全 手 符 


た ココ 導く: エコ くそ 0 才 
過 代 選 記 守 演 衣 め 是 茶 守 半 弄 衝 で 室 天 
東 で 0 全 て い 守 全 P" 畠 居 人 037 
書 閑 G 喝 や ロレ 乱 陣 話 征 心 入 ー" 
呈 G 示 くら 4 いじ 志 変 つつ し ら 拓 年 翌 森 G キ 
詞 条 附 合い 玉 " で 倒 岳 病 地 画 密 G 愛 
る S 測 手 守 補 由 ちゃ" 

拒 ぐ 恒 叶 枝 習 繝 民 か WO 抱 報 型 
隷 G 約 さ G 逝 妃 し 9 つろ 愉 の 和信 寺 逢 「 で 夫 
で 6 生 " 8 お 県 時 上 谷 0 沸 境 公 半 球 胃 有 
G 問 珍 ロ さい じ 賠 字 護 宮 天 の ろう 必 けず の 中 
る いじ 放つ " 〇 OR (回 需 和 天上 
細 因 ) "moー ト 巡り くら 環 失 守 失 人 
で や やり 財団 贅 粗 G 商 下層 名 明 密 ざり 家 
つり ! 密 位 藻 和 鍵 ぐれ つ うい 慌 各 計 くさ し 
失 較 画 ら 諸 衝 SS が ポ つ ポ " 圭 束 経 恨 ロ い 3 うじ 
"AS 多 Ne 柚 電球 全く 写 G 細 司 ロ 6 い 腕 幼 
に や ビ に 3 た いい た の 3 ピリ ン 人 よさ リー 
下り の 穫 和 半 相生 " 加 社 G 隙 和 代 "和裕 ・ 
社長 @ 況 避 ロ 6 いし ポン S 失 医 G 半 串 全 昌 
当 起 監 記 りき で じ く が 征 ” 維 潜 和 染 谷 ン SO 
3 男 り 要 5 所 呈 守 / RW ロン る つり 
や 下 表 人 軍 方 氷室 所 WP が" 

NN 吹 琴 G 党 きか くじ 線 幼 選 惑 幼 し 
や m" 森 志 写 公共 つ で じ 和 居 畠 直 や” 池 り 
信人 の や 代 持 還 ら けり SS 表 昧 合う 館 叶 
マン 王 しり " 選 る 外史 多々 や る 96 本" 所 科 コ 
EE とる いさ つと より い て と 
で " 振 葉 入り る 必 揚 宮 パレ 
虹 息 つじ つる 6 性 赴 必 装 マ " る 避 " 
て の 生 人 0 京 澤 宜 当る 9 対 加 る の 求 
宇 寺 生 、 四 将 G 半 球 G 記 半 気 答 華 当 じ ゃ 人 る 
人 で 着色 懇 党 RU や し る 6 

反 紅 青色 架 師 つ じゃ 捉 お り 政 氷 る の 
玩 の 人 つつ 才 や で と" 浅生 る ン 人 で レ 


に DA プ だ で っ た リル 
で 作り いり ここ いり 
っ 明記 mAS 環 8 芋 章 侍 GP MGS 
直さ や ろり "| 密 S 柄 宇 交 上 守 中軸 の 2 必 問 
室 装 吾 つ っ が 6 生 " 舞 池 角 べ 和民 沿 条 の 
る で しろ る 音 員 贈 品 補 0 民 6 生 夫 / 六 選 お や 
責 MymN 人 8 つ 包 で " 贈 察 多 や じ の 由 室 失 
ン 人 ご 介 1 ズ 湯 昌和 の 2m ン 3 下條 
つじ 2QGPpY る " 抱 村 交 系 寺 旧 りり し 
普 委 っ 信 民有 水 コン 球 症 國 じ ポ 沢 
府 全 0 人 ン 侍 レス 8 AnKK 下 染 1 貴 
或 末 G 提 管 細 人 SQ 折 じ " 宗則 称 昔 信 @O 
各 提 誠 史 肛 各 綴 違 つじ 添 提 所 6 生 " 限 提 
還 G ゃ Am 千 泊 せ くけ 駅 昌 移 つじ 3 が 邊 衝 
中 KK 四 ちの y の 下り で で 人 うろ の や p" WW 
けり 溢 和 囲 中 SG で つり や へ m 給 因 入 移 
っ に いよ だ こめ か 3) 
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マン 騙る うじ 激 @ 球 史 早 球 つ し no や 
に Lu よ YOCC1 (に だ る くい と さい いい 
ポレ 3nQ" 福 多 す 和 3G 鬼 放し か 


杭 選 46NG 窟 能 困 恨 G 否 写 

喉 県 や る いじ 各 天 JS 1 0P「 机 了 天 
森 @ 帳 NG 忠 語 色 弥 5 か" 欄 科 ざ 投 蕎 め 人 
に や NOSE こ MiuI に AN や だり 
やつ 冥 層 包 旬 "時 証 S 困 條 陣 革 球 e38KYrG 
マス H 失 SoKKYS 社 避 @R 倒 K 和 SS も 
p" 宮 作 つる か ひ G 半 本 共和 つべ つの 与 やじ 
的 つ 筆 OSN 計 季 レ る Q 飲 お 本 1 眉 
全 舟 問 め か "| 羽 多 的 一 時 中 8 押 で で 
6 生 " 換 @ 反 公明 本節 叶 シレ 補 角 登る くく 
生計 実 記 慰 財 互 の パロ 半 % じ 交 才 生 " 
KG 事 醒 革 均 殖 6 選 紅 寺 や 66 や 
回 族 RRS ン ST SG 補 議 G 咽 2 の 寄 \ つ " 選 
S 電 革 つの 下っ hm 握っ つ 議 うつ の K 錯 
" 組 人 寺 の 3 で 記し か) で 全 写 軌 


計る も 環 義 回 慌 せ いこ し 光 G 択 移 球 
條 う うろ ざ る 愉 り の 全 合い 和孝 つ ポ " 

に に いで こと さこ と うつ 
QR 旭 押 慌 テー3ー に 愉 塞ぐ 江 衝 琶 夫 や 5 
や 本人 る 千 う っ 用 還 全 敵 志和 で 療 こ S や ” 宛 
SQ ざか シレ 密 村 聞 つ Km せる で や うる 
褒 ろ し 生半可 や 概 和 区 0S が 生玉 史 
nA ヘー ロー さや 当 洗 本 り 所 お や" 宏 ン コリ 
部 1 散 選 球 藤 令 眼 対 つ 生生 SG 年 せ 
換 節 着 W じ 和 じ 1 久 選 守 匠 史 包 局 つ レ ン S 
や つ " 実 玉 宏 ら 窒 演 恥 究 和 WmMeOQ 要 て 
うる 全 表 0 ON 避 宜 薄 ee DS 表 
尼 呈 訪 夫 か "8wW ン io つら の 時 革 宇 
避 握 吾 聖 療 衣 WW じ 人 る 守り る 人 抱 生 
絢 証 衝 史 じ る 6 生 り 全 喉 思 せ の 8 遂 つ 旭 
時 第 へ 十 - 代 Sd 講じ 守 守 区 6 宮 天 
各 誠 英 責 つ お 揚 近 SG 要 入 還 日 ロ 28 レ 
たと 3 びく 3 放さ 1 ルリ 
玩 守家 醤 製 表 溢 の つじ 田 押 か ゆう ざ P 半 8 
So 十 前 や 玉 貞 G 表 際 選 末 王 ロ 挫 当 つ じ る )Q 
SM の や 交 届か うー 生計 正 失 者 衣 痢 K 
医 じ か " 交 多 旦 CxO ら りつ の 攻 暫 〇 つろ りつ 
m 穫 函 野 的 つい 洒 信 折っ 堀 や や や 99 医 
症 り お ン 0 当 記 計り 画 伸 つじ 2 ぬり 
ざ 守 の 和 m。 較 栄 へ HG 陽 休 区 っ 求 所 中 家 
3 MG 二 G 丹 史 ぐ 重定 球 の 駅 レ る 8 
"ペコ SG つの S せ 和 W 居 向田 守り せ 珈 つ 
る 8 移 登 7 庫 ぶ G 選 は KK 吉 式 半 レ 培 
や 僅 い ン Se 欄 各 へ 午 全 落 似 つろ 寺 
2 


思 導 較 穫 峡 選 欧 Ne 

換 報 居 史記 っ させ ゃ ン 慰 に 革 話 栓 
つ コピ レン ShG ぴ る 足り っ の 上 命じ 痢 況 つ S" 1 
 ※ 恨 BmA 革 欠 夫 NQ 田 加 品 り 紅 知 色 


購 玩 Np" 忠実 号 革 選 年 炒 維 革 講 訟 巨 ロキ 
圧電 Mn レン mAGS も MM 喝 所 か 生 嘆 回 
克 つ レン 8 生 " 押入 革 財 起 N 色 庫 ン ー 号 写 
せ mEー で 日 堂 員 he や" 益 門 ポン 0 で 
S 宮 弥 史 補記 つ " 却 藤 を つの 倫 S 素 S 學 天 
座 球 折 の つじ 上 党 つ し 押 4K 和 "所 0 
や 佑 を へ 人 密 り 物 AW で Sm 1 組 細 ら 
急 K 和 か 委 WS 介 べ 宝 委 実 豆 り つじ 回 
人 時 P の つか 多 実 4 いる や 没 灯 細 
つじ 憶 現 人 競 氷 m ハ 馬 せ 冶 電 混 つ 半 語 郊 
や の 半 水 ぐ 固 所 層 R の で で が や 実 必 選 人 
人 お 只 る 生 KK の mm の 名 NN つい 
玩 き 4@ 選 6m" て 図 狂人 の ぐ P か 8" 工 
詞 BRG 編 っ の G 侍 太る くも ゃ " 渦 季 藤 球 つ 
冥 人 で 剛 嘆 生 Me tn い BS レス 0" し の ズ で 往生 
に ささ トド コブ: さらさ Y い 人 」 の て 
実り じ 准 吉光 叶う か SG 也 K 代 湯 叶 
AKON ン Gt っ 福久 合う うつ 更 固 選 
須 計 恨 江 じゃ " 

mi 入選 宏和 年 合 00 1 避 肥 球 第 革 
p" 限 坦 窒 吊 松生 経 さぶ 先 信 AUS)QR 尽 シ 
mA 蘭 演 天久 公 芝 直 り 燕 京 計 守 画 ら 
の し る Nm 茶 久吉 詳 DSm ふ GS や も 
全書 マン 中 人 を 月 27 つら 半 侍 0S 半 拓 装 団 人 
救 半 つ WS 奈 線 称 才 くじ 可 号 つ レ ン で 人 
や wm… つ 過半 吉 午 お 代り 5 レズ 本 G 境 る 
民生 

能 ぶ な 中 表 定 人 る 中 密 旋 K 幅 臣 足 評 宗 
が ポ 半 逢 将吾 僚 肢 や つ お "MM で 公選 口 謙 富 
DO くさ こし ナコ うだ リコ 」 すさ) 
倒 K 委 ン 鶴 の 5 つ " 花束 す 邊 圭 医 " 日 
款 下 思 灘 記 和 か o る 心 慰 シ つ 尺 和仁 避 
や SN 虹 で で っ ポ あ で ) % 半 情 各 枝 信 半 
下記 法務 ぶつ お り ざ の 雪 入 胡 S 箕 や せい 
華代 尼 つ ポ " うり 民 写 窒 ぐ 作 月 会 吉 濾 ロ 


ば PPT 


ま 和 の 


7 


馬 
人 
UM 
に 1 
四 
き 
呈 
回 
| 
き 


これ ら で 使っ た 古 茅 は 


田畑 に 訪 料 と し て 施さ れる 。 そ れ ら の 且 料 は 分 角 さ れ 、 実 り を も た ら す と と も に 二酸化 炭 業 を 排出 
に 成長 する ヨシ に 唄 彼 され て 往 天 が 返る 


水辺 で 刈っ た ヨシ は 表 の 革 革 き 屋 被 に 基き 、 和 牛島 の 争 料 や 弄 章 に 用 いる 。 


する 。 そ 
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SSjey 角 ぶ 寺 ぐ 無残 革 選 口 弄 つ 笛 信 仁 
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と いと) 
で 6 か" 導 人 計 園 合 0G 交 0 代 人 KG 講 
振ら くい レス ン 和 AOm 較 る 6 Win 
員 隊 導 G 表 常 の つい 王 区 S 捧 年 宮 性 下 
剛 析 nen いり 0 も つき 避 " 記 突 革 涼 和 ロ 
章 恒 選 人 に 公選 才 や べく 公 

ト Aー1A・ ペ ーー 人 弥 洒 和 天 愛 の r く で 
宗谷 る 飼 窯 沙 Gー ベ シャ"「 障 玉 記 所 
や 公民 」( 写 加 急 荘 ) P” 迷 肖 回 裕 で ゴロ 折 


イギリス で は 民 表 が 大 切 に 使わ れ て いる 


章 写 や つい 弥 眉 吉久 虹 い る 生日 衣 さ 和 一 
多 虹 で 守る 尺 銘 守 入る うう 公称 WW 明記 
換 P 撫 華 つ お ぐ Pm" ユー リハ ンー 下 人 
SENDEO り と も YO 放 : ニ そこ 
て 加 ぐし つ henG や 紀 吉 拉 っ 丸吉 的 宮 
p で 等 還る 本 さち の に 以 扱 宮本 絆 私 尽 授 
ン だ の し 和 れ 凡 所 居 上 袖 才 貝 Wo 
りり の 3 る 避 圏 窟 り つ N く も か SNKS 押 
哉 じ 環 で や お 括 ちゃ 三 く 手 和装 隊 所 
名 詳し うか" SSH 人 d 角 制 ロ つ お 
羽生 うう つう m 間 NR 涯 つ 表 る が 本 穫 ペー 
A と 工 硬 定 下 ye り -JaY 補 革 明 HhW だ ビ 
| に (ぶつ > に さこ いて く パ た シ 5 に 
記入 つ じ り けり いろ 愉 搬 移 い ント 6 つ お 

2 だ mt に 4 (で すり 欄 : キ いさ ン | 
人 GO 愛 才 巡 守 本 定 や つじ 尺 う が つり 
禄 @ 守 絶 豆 人 弄る 人 Q① ペ つい レス る ピ 
表 上 叶っ 祭 記 で 尺 王 り 墨 堂 G 反 立直 
客人 電 志 や つ レ ン で じ 都 恨 つ つ ポ " 

ポ " 導 避 人 を くめ 必 表 完 0G 計 咽 趣 欠 和 を 出 


復元 され た ロン ドン 
) 場 ・ グ ロー ブ 座 。 
回 甘 き も 再 原 され て 


8 
し 4 
きま 
3 


轄 信和 り 換 欄 和 丈 民 忠和 りお 携 各 半 居り ポ く 
QAU 選 天 計 つの 札 叶 人 る wm So の SG お 天 の 
選 引 る 亜 合 補 る が 6 和光 凍る 応 衝 夫 
いる ひじ の 隊 人 で 合う 全員 側 る つつ 余っ うつ" 軍 
ポン だ Norn の GSG や ろう し 6 評 " 提 
滑 つ し の S 史 最 や yQG も 揚 中 Sh で KN へ て 
の 舞 つ し うい Q の 較 る が 6 
Em の に し 
痛 羽 や か" 観 座 矢 じ り や 導 各 揚 貞 淀 人 
As2G 半 罰 Sc 年 で けり 宗 泉 愉 振 
Hn ロ 人 一 の トー 球 季 シン NG 愉 足 り 足 
信じ ラン OTN 否 2 が 8 和 mWS 屋 所 
折衝 式 話 つ し る 36 折 綴 写 聞 屋 羽 史 和 
部 つや 所 る のせ で 6 和 リ "へ つ 握 り 因 
季 じ 了 陣 つ 社 絶 記せ" K ヘ ーー 宜 志 涼 陣 吉 
間 弁 移 じ 須 い し る 6 生 " りり m 24 の 8 本 
ふじ なか や ら 拘 也 つ し く が 屋 つ " 還 作 も 2 の お 詳 
睦 G 恋 やら 起 療 作ら さい し 記 由 半 0" 夷 林 競 史 
人 m8 ン 叶 つ ぶ 拓 基 人 航 還 つる 6" 
JSa6 い " 油 欄 和己 2N 穴 選 尊 坦 提 仙 
TO 二 と さい ペー そう 7 パニ た ) 2 
守 時 吐 つ 7 拍 則 角 際 Mn の Hi1UKN 移 宗 
己 レタ ミン リリ コシ つや 4nY 
拍 = 由 炎 波 


取材 稚 肌 (SSNn・ ン Sn) 

ー の で の 時 門 光 束 は HOSIOY 一 の に の 周到 折 
罰 昌 放 祖 臣 昌 告 踊 時 所 放 各 大 習 " 客人 
守 日 寺 融 忘 貼 刀 中 じ "ーー の po 時 手 疾 性 報 了 " 
NOー の 時 項 豚 臣 K 攻 尊 環 表 " 面 コ 投 紗 葉 人 
放 放 時 "中 本 扶 視 六 画 格 融 答 " 析 律 は 『 杏 
私 teG 畠 』『 番 り 個 』『 相 作っ 電 き 皿 し 宮 
Ne』『 作 松 0G 遇 生生 』『 呈 性 森 剛 和 上 』 才 人 
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『H 搬 吊 共 暴 了 


句 ツ G 評 り 中 りつ 誰 4』 


IKU 
NNII レ ・K か KN NOO の 時 
ー の ー 陣 へ さゆ 虹 ヘー の OO 皿 + 記 


| 王 a 1 | 


臣 和 : 解 田 承 (加入) 


TP で 虹 党 篤 寺 RE" 閉 尺 30 革 電 人 0 じ っ お 
NO UNJ 友 煽 ツ く 選 信和 谷 ン じ PJ 選 っ に 番 
仏 穫 着陸 以 語 で MOIJU 公 区 ON9"」 


軍 征 符 当 人 0 や" 所 0)SK 演 古 
下 つ し 9 つ お 7 

り G 選 周 介 村 1 | 抑 『 弟 て G 号 中 つり 
や 』S | 振 じ 生 " 近 箇 GII 旨 宮 で 半 源 ぐ 号 
環 交 中 染 お Ne 散 日 往生 ャ ホー" QO ら の 時 下 
ES 写 李 3 Qoー の 叶 定 閣 「 対 日 」 
昌 39SNeeemd 計 で や ポ "日 稼 SQS 立 ハ ー ヘ 
当 組 WS 吉 下 尿 X ゆ りつ 生生 所 如 
ドコ 


や や で お 古 下 環 法 り 祝 ン wS り うつ 多久 わ 6 
"人 拉 な 外商 人 や だ AO の 7 MS 和 なら 長 
りつ : そう 衝 - つ こ 
箱 過 足し 組 さ つ 8"「 敵 ン 」 再生 0 名 
と も ESE コ ド SE 
代 還 坦 評 つぐ 挨 束 領 あつ" 年 定 紹 く で 
2 手 : 、 や り に と っ こい YE こい 
坦 で 県 僚 吉 妥 環 G 軍 他 の つう S 民 財 
己 ら 共 PO つ 凡 00 可 0「 日 所 G 電 の 
侍 ふ ーA」 う る 8 つや 党 「 計 得 昌 絡 」 答 1 公 キ 
ふさ ざ つ し G 日 光 や SG ふ ー へ 人 う " つ 
AO 坦 如 散り ろう の mo の SP ゃ " 惑 人 ye 届 
博 直 震 つ 信和 さ の "区 二 年 史 計 0MO 人 会 
埋 42 人 SOS 大 詩 足 会 還 振 つ " WS の 下 政 
NO 昌幸 己 更 県 式 加 人 年 民 つ じ 約 
ポ 2 年 7 日 拍 SWS 吉 人 飼 下 つう 量 二 到 
G 必 丈 音 訓 つ し 入 の SG 私 玉 雇 つ つじ 
将 必 つつ お " 


TI 人 W ……QOOC 財 時 S 刀 S 具 SQ 
GOES で さい CUE で ここ と いっ 導 、 メ コ 
DK 脱 弘 ソン 0 っ 7" 直 " NSH し 時 大 
押 ド " 編 次 公 人 SQ" 明 活 呈 相 邊 SS@ べ 到 和 
公 D 8 お SUD7 OOO 財 て 0 っ 人 SQ 時 補 め 
把 V8nP" 四国 0SYG 境 4Q つ 井本 篤 は 
pt9 丸 人 S る つ 暫 肛 っ 中 つ レス ツン ” ずっ 中信 
つ ト "で 協 突 品 DG 電 頭 友 べ 公 付 WN 県 6 避 
悦 っ 6a" tn っ 避 観 役 生 ン SD 8 
っ 中 公 he か"」 

編 |・ 曽 老 ・ に 所 下 「【 悪 差 】 計 還 吾 G 選 話 
SS や レ 」(『 舞 求 G 四 控 一 半 短 則 棚 S 羽 燥 ONSP』 
ト て へり ト ・KA 人 AR QGーQ 半 ) 


WW いつ 選 吉 豆 の m と せ 記 年 司 で "や の 全 
雪 無 つや 貿 登 答 D 選 守る PS DSSSSn ロ 


よ 宮 " 吉 舞 31 提 釣人 合 8 つつ 選 り 7 
全島 選 記 証 詩 ぐ 所 演 史 末 っ つ ポ つ お" 
所 の 飼 ら 5 つじ を 「 銀 ご 」 S 忌 史 埋 きり コ 
な も 人 て 生 の うち ロン 選 畑 ご の 
SSK つ AT 

に に に 7 こ た と 提 に と びっ 放つ 
構 り いつ つじ うろ が m) ロマ WS 補 伏 DO お 
さり SS 汗 軌 S 鹿 叶 の つじ 冥 お や 伴 ン の い 
ふつ 嘱 2KKAG 必 人 の 人 な 会 ロ " 男 操 G 選 
抽 OB48 MM 宮入 と 「 急 ご G 号 の 中 の 
つり っ J」 移 選 調 や お 詩人 つ し 芝 ポ ン の 燥 放つ 

きか の 肌 弄 和 職 不 天 いじ 計 が つき eS 
時 共和 十 「 攻 中 慌 』 和 由 合 お や 赴 駒 G 汗 拉 
均 % ぐ G 稚 編 り " 只 S 賜 だ RG 麗 京 お宮 
宮 要 や 品 電 哉 る W つ し 吉 お の う 必 避 二 宙 
人 SNKP 

で 半 人 深 客 世 まり 代 6 人 / NAODS 
EE こい 
GS 中 G 光 ど じゃ " 弟 降 悟 号 G 性 之 如 現 
(に mo 多 禁 導 の つじ" WWD 和 へ ふ P 選 で 固 党 
AN ン EJSSS” 呈 繊 窟 呈 し 協 評 称 瑞 六 QB る 
くに たつ ぶり 放さ 3 | 
や や や S 浅 堂 (oe) WW りう 会 QG 果 
千 い 加 括 管 了 融和 7 人 科 キ く A・NK・ ト ベー 
RA つり 相 SO は うお 必 科 沿 の 7 K か さき 所 
宮 る 人 叶っ 細 守 S0 近 店 


「JD を 回 や ツ 避 包 環 じ マン KeJ7 DVD 
Sp 加 十里” 箕 曽 つ お RG 回 十 時 ” 革 や 1 半 
杜 香 ロン い 絡 代 つ に 回 十 時 " や つじ 尋 N 祥 間 
吉 Eh 民 く 写 公 h じじ 十 足 財 頭 30 県 全 
5 っ 避 向 の 生 つ 穫 っ Q お し じ 寺 旨い 逢 で 

半 拉 1 志 『 還 鹿 一 pmo- 一 の で ロ 』 
( 叶 記 "Qo ら 時 ) 


斗 補 さき 憶 半 きわ KA 表 右 琴 G 
SSEee 細 に CN と 93 
AAKH 幼 証 ※※ 応 の つ " くる 型 守 (go 上) 
サ ーー ヘ " 才 ポ ポ 和 面 電 「 堪 吾 選 く 宮 人 る 
し 」 2 コ つり っ が 6 つの 人 の 7 お つ 訪 
墓 亡 つ し 尺 計 7 県 を 上 手 337 選 補 巡り ヨ 多 ヨコ 
多層 必 人 る 宮 つ じ 各 才 つ 選 " 9 旧 全 の 愛知 
癌 ご つの" 6 季 会 和 和 Ran 選 守 生か で ふさ も 
NG 投 口 委 表 で お P 革 うり つじ の 7 SG 選 
SS np 宮 つ 起 G 在 本 和 必 寺 征 軸 当 2 
1@ 福 涯 提 宮 お さい の 人 SN PT WS 電 中 系 抽 
半年 生じ 淫 X038AOT 喧 G 選 雇 ぐ の 人 多 
村民 く 穫 全 負 区 ご" 誤 幼 - つ yk ポロ 
ES 

僚 穫 公知 か 分 つ し うじ の 出所 后 燥 3" MG 
XP 直人 5 つや mn 還 家 G 葛 村 7 w 
QANJG 有 G 赴 必 入 G 良 涯 NO が 栄 記 や 
うじ 矢 べ " 振 写 折り の 和 WS 
すう ゆ つき 必 会 " 右 叶 つ じ 和 りく 中 とら 会" 
放せ 史 畑 っ 泥 填 46SSS 選 称 な 
疾 置い くし は 636 や 名 届く る 658 羽 福 斗 
肌 需 交 宙 の つ ポ 「 濁 」 で 部 定 ポ の 2 
QP つ 4 党 況 園 め い ン な 医 滴 名 
も 還 史 震 叶 つ お "で や ン 提 半 3" 営 紅 11SN" 
「 章 疾 」G 但 ” 囲 R か 中 括 り 紅 才 | 居 
囲 人 め て ン ム 的 つ 人 な SAN7 陣 疾 や 潤 由 人 
ヨ 思 DR Oh 人 SA 己 全 QS 紳 司 拉 @ 坦 
回 父 郷 ご G 革 " 営 旬 や の 妖 や の る 7 宗 G 坪 
合せ MS せ 二 る G つ きせ" 

「 装 穫 」P 代 分 る 全 " Nm 前 寺 神 re じ る 6 和 p" 
思 く ゝ ヽ くさ? 更 谷 へ くく さや の 7 所 地 因 選 
接 怒 密か" ズ ロ 血 へ 握る 電 S 二 淫 つ 
っ る 避 圧 員 刀 招 の 弟 選 つい で 4Q で 6 和 の 志 
民 で の いや 者 前 狗 中 拒 つる いさ て さら 
家宝 の 税 人 で 守 季 N0S 和 RT お SN の 独 つ つ 
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り 層 志 計上 逆 起 合 必 現 細 つ 人 る 長計 る 7 WS 
で @ 握 彫 多 寺 4% 届 拡大 jm 卸し せる の 妊 和 を 代 
っ ろ " 囲 内 さる … 民 和信 KK ホ ー さ 十 時 | 染 呈 
周 時 mye ロ 8 en つ 選 編 届 色 征 球 お 
G 全 の つ 志 逢 で 。 P 穫 の 愉 生 人 y で 代 慌 部 
革 K ホ ー ミ 押 守 SQ 定め お 作る "の 0 
時 す 人 る ロロ て る の 下り 中 知 豆 お "選べ 人 
和合 和 p0 導 MS の SG も 人 おう 2 や 悪 々 S る 
志 佑 所 玉 の る 和 計 純生 辛 穫 度 料 調 
つ 全 37 記名 の 半 My る 公定 や せき る と 
つき いう 把 ぐー トー テコ つゆ 7 
「 間 賜 」 名 隊 和 お し 座 32" 

NON の うろ る 誠 和 で 塊 選 押 色 中 て 必 
つぶ "『 明 ン S 挟 の 証 の つ J の 』 侍 等 け 
人 る NG 電 KG MG 了 史 簡 RQ 四 会 
信和 朋 人 NUM レン Sen 下 ( ひ P" 


TDNEN6M ろ 人 DJ 赴 谷 公介 邊 
DC い だ AEkN NAV い ド で くだ そり に と に 1 


け に 終わ る な ら 、 それ 


で も いい で し ょ う 。 子供 みた いな も の で す 。 で も 大 人 で あり た 
い 、 と 願っ て いま す 。」 と 、 自邸 の スケ ッ チ を 添え て 手紙 を 送っ た 。 


"野心 は 大 きい の で す が 、 プチ コワ シ だ | 


MODERN MOVEMENTI 
理 藤 祐子 騙 北田 英治 真 


72 真 / A4 判 / 2.500 円 + 科 


建築 資料 研究 社 / 2020 年 


「 震 阪 隆 正 +U 研 究 室 | 


実験 住居 

吉 阪 隆 正 + り 研究 室 に よっ て 設計 され た 住宅 を 原図 と 関連 基 
笠 、 写 真 で 紹介 する 。 本 書 で は 、 戦 後に つく られ た 「 吉 阪 邊 慌 」「 酒 
邸 」「 机 口 邸 」 な ど 、1950 年 代 ~ 1970 年 代 に 設計 され た 6 軒 の 
住宅 が 掲載 され て いる 。1952 年 5 月 、 吉 阪 は 、 コル ビュ ジ エ の ア 
トリ エ の ある パリ か ら 妻 に 宛て て 「 大 部 分 の 人 か ら ヒ デー モノ ラ 
ツク リヤ ガッ タ と いわ れる よう な も の を つく り た いと 思い ます 。 
1955 年 に 径 工 し 、 自 殿 は り 研究 室 の メン バー や 海外 か ら の 来客 


も 集う 閉 か れ た 場所 に な っ て いた 。 また 吉 了 販 の 次 男 ・ 正 光 氏 に よっ 


て その 詳細 な 実測 較 画 が 扶 か れ て お り 、 一 家 の に ぎ や か な 暮らし 
ぷり が うか が える 。 吉 阪 の つく り 出 し た 住ま い に は 、 吉 阪 が 理想 


と し た 住居 と し て の 原点 = 「 生 きる た め の 場 , と 、 ま ち づ く り へ と 


pn 回 ツ " 本 GD で 3 藤 翌 嘆 役人 8 
SD じ っ N0G し せっ じ つ せ 心 公 " 多 記 唱 時 で 
Ne6OJO ゃ DSRS 四 SG 幅 人 20 導 Ne 
ONS せ 7 DG 電 枢 i6NOJ や 区 D 幅 @pG 
恩人 07 で 人 時 肌 衝 幸 4NG 代 人 る PD0 衝 
震 は で 宮 対し じ っ や he) つろ JA を” 由 評 更 各 
で じ 細 (nhiJAG 又 更 0610" 居民 5 ン 由 
志紀 人 JJG 計 DAMRRNeIJPT DS 年 
SG お 外 和 っ いじ ゃ っ ろり 隔 っ 6a" DO 穫 
党 符 HRP" 静 束 0 せ HH0 じ っ Ne" りり 倒 眼 
< 凡人 色 谷 ソレ PJ っ に じ 翻 公民 所 中 時 
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吉田 五 十 人 最 晩年 の 作品 「 岸 信介 認 」(1969 年 ) を 中 心 に 、 
建築 史家 の 藤森 昭信 氏 と 、 数 寄 屋 建築 家 の 田 野 倉 徹也 氏 が 吉田 
五 十 人 の 数 寄 屋 を ひも と く 。 吉田 五 十 八 が 築い た 数 寄 屋 建築 は 、 
いわ ゆる 「 現 代数 寄 屋 」 と 呼ば れる も の や 、 現在 の 和室 の デザ イ 
ン に 少な か ら ず 影 響 を 与え て きた 。 本 書 で は 吉田 の 設計 と 施工 の 


[拭き ん の 数 宣 
長森 頭 信 、 田野 倉 徹也 著 
進め 方 や 職人 と の 関係 か ら 、 吉田 五 十 八 の 数 寄 屋 が どの よう に 実 
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つなが る 人 の 集う 場所 = 「 開 か れ た 場 」 と し て の 住ま い 、 両 側面 を 


も っ て いた よう に 感じ られ る 。 


SS MG お 人 る 所 人 虹 扶 導 季 共 思 し 
SR" 

民権 G 窟 選 8" 装 天 す 綿 ふつ 色 / 9 お 6 
St ない ロ 滞 9)90KO の SGP 堆 必 奈生 の 7 ろう 
か の よっ:19 い 作り てい . よ コ 
信任 全 る 思 避 う の GP っ の SQ つる 中 据 家 合 
さる うか 計 得 いじ る る や 代 の る へ 
で や 全 侍 2" つ Q PS 相 いれ 胡 や 7 
装 間 り w 室 競 祥 人 補 いじ 当 で 座り 9 
SQ 人 じ 球 二 つ お の 和 人 導 ら G 刀 公 注 
1 旨 の ぶ 、 コ ルー よこ ) と うこ た と 

半 得 G 人 る お 合 選 寺 0 地 紀 要 移 避 人 生か の 
GS 守る つい 革 「 及 ン 」 公 MS も せる や つき 
人 人 つ 3 で レポ させ の りう 」 人 谷 る 
人 りつ PSMS も 人 夫 6" か ヤー ミロ の 
9 「 天 ン 」 や 人 S で " 日 閣 り 陣 0S0 「 の S 和 
トコ いた も っ た だ りく むと さい ルブラン 
1 さり つい 日 特 きら 信 公選 所 る 李 料 


( 信 ) 
住ま いと ウェ ルピー イン グ の 


新 ・ 基 準 
落合 


人 ぶ 
全 
に 
ゃ 
ま 


る 吉田 デザ イン に つい て の 解説 、 さ ら に 両 著 者 に よる 対 議 も 収録 
され て いる 。 吉 田 は 、 名 棟梁 と 言わ れる 人 た ちと も 細か い 打 お 合 


わせ が で きる ほど の 豊富 な 知識 と 経験 を も っ て いた と いう 。 そ し 


現し て いく の か を 解き 明か し 、 柱 や 屋根 、 天井 な ど 部 位 ご と に よ 
ち れ る 機会 の 少な く な っ た 吉田 五 十 人 の 建築 の 区 力 を 改め て 考え 


て 日 本 の 建築 を 近代 化 さ せ 、 あ くま で も 日 本 建築 と し て の 新しい 
か た ち を 生み 出す こと に よっ て 世界 に 誇れる 建築 を 目指 し た 。 語 


る 。 


SOS ちち 386 で つつ "っ の 会 全 
SO MS お 知 90.RAQD の 0 人 乏 
AT SMnNUJAORS4856K6 机 杭 守 /「 負 
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いる 6 


嫌 田 銘 (Cm8・ お る つ ) 
ー の いら 剛 は JNN 民 際 和 提 財 
和幸 導 折角 べ 臣 ・ 剛 拓 了 証 有 
半 F" 轄 (< 編 正和 拉 (0 所 0 
坦 じ "" 臣 間 則 指 現時 " 百 地 は 『 出 際 
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林業 
( 編 ) 
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本 誌 で の 約 5 年 間 に 及 ぶ シ リー ズ 「 礎 と 人 と 建築 と 」 が 圭 化 。 
若者 の 落合 氏 は 一 買 し て 、 礎 林 は 人 に と っ て 特別 な 環境 で あり 、 
「 其 の リズ ム 」 を 取り 戻す 必要 性 を 語 え 続け て きた 。「 林 の リズ ム 」 
う 。 そ れ は 森 が 与え る 情報 が 実際 に 人 問 の 五感 影響 し 、 心身 に 
に 幅広 く 取材 を 行い 、 そ の 記録 と 成果 が 本 書 に まとめ られ て いる 。 
本 は 人 間 発 祥 の 地 で あり 、 人類 の 進化 に 影 用 を 与え て きた 。 都市 
電 境 が 人 に どの よう な 影響 を 与え る の か 、 経 済 活動 の 拡大 に よっ 


影響 を 与え て いる た めで ある 。 こ の シリ ー ズ で は 、 
て どの よう な 問題 が 生じ て きた か 、 ウイ ルス と どう 生き て ゆけ ぼ ば 
いよ い の か 、 す べ て は 礎 か ら は じ ま り 、 礎 へ と 役 が る 。 


と いう 言葉 は 聞き 慣れ な い 人 も いる か も し れ な い が 、 例 えば 登山 
家 は も ちろ ん 、 登 山 家 や 医師 、 ジ ェ フ リー・ バ ワ と 協 働 し て いた 芸 
術 家 で 熱 帝 南 林 で 暮らす ラキ ・ セ ナナ ヤキ さん 、 豊か な 自然 の 中 
で の サウ ナ 文 化 を も つ 北 欧 の 人 々 な ど 、「 礎 」 と 関わ り を も つ 人 々 


や 株 で ハイ キン グ を する と 気持 ち が 良 いと 感じ る 人 は 多い だ 
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毛 綱 毅 上 の 出身 地 で の 展覧 会 が 開催 


北海 道 立 釧路 芸術 館 "没後 20 年 毛 編 疫 噴 の 建築 脳 


建築 家 ・ 毛 編 帝 上 (1941 - 2001 年 ) の 展 臣 会 が 出身 地 の 北海 道 割 路 で 凍 催 され る 。 
毛 綱 は 、 高 校 まで 釧路 で 過ごし 、 神 戸 大 学 で 建築 を 学ん だ 。 1972 年 に 、 母 の た め の 住宅 「 反 
住 附 」 を 発表 。3 つ の 立方 体 を 入れ 子 状 に 組ん だ 斬新 な 設計 で 注目 を 集め た 。 宇 軸 ・ 旭 築 ・ 


人 間 の 関係 性 に 思い を 馳せ 、 東 洋 古来 の 風水 思想 を 反映 し た 理 築 を 主張 する と と も に 、 
合理 性 ・ 機 能 性 を 重視 し た 近代 建築 を 閲 く 批評 し 、 そ れ を 乗り 越え よう と する 「 ポ スト ・ 


モダ ン 」 の 時 代 に お いて 最前 線 を 加 け 抜け た 。 毛 編 毅 時 没 後 20 年 を 前 に 、 図面 と 写真 


関連 資料 か ら 毛 綱 が 建築 に 込め た 思い と 哲学 を 振り 返る 。 


年 会 期 : 一 10 月 11 日 (日) 


罰 会 場 : 北 海道 立 釧路 芸術 館 (海道 釧路 市 笠 町 4-1-5) 


下 開 錠 時 間 : 9:30 17:00 


硬 休 館 日 : 月 曜日 (た だ し 9 月 21 日 は 開館 )、9 月 23 日 ( 水 ) 


量 入 館 料 : 一 般 900 円 、 大 高生 400 円 、 中 小生 100 円 、 了 が い 者 手帳 等 を 提示 の 方 ( 付 


派 い 者 含む ) は 無料 
還 問 合せ : 電話 0154-23-2381 


Web サ イト http://wwwkushiro-artmujp 


で 述べ た が 、 具体 的 に 資料 を 加工 す 
る 過程 は 示し て いな か っ た 。 本 展 で 
は 梅 神 の 直筆 原生 や 海外 で の 調査 
記録 な どの アー カイ ブ ズ 資料 を 展示 
し 、 その 方 法 の 舞台 裏 を 紹介 する 。 
生 会 期 :9 月 3 日 ( 木 ) 10 月 20 
日 ( 炎 ) 

軒 会 坦 : 国立 民族 学 博物 館 企画 展 
示 場 (大阪 府 吹田 市 千里 万 博 公園 
10.1 

軒 開 館 時 間 : 10000-1700 

※ 入 館 は 開館 の 30 分 前 まで 

太 休 館 日 : 水曜 日 

一 入館 料 : 一 般 580 円 、 大 学生 250 
円 、 高 校生 以下 ・ 障 害 者 手帳 を 提示 
の 方 (付添い 者 1 名 含む お) は 無料 

軒 問 合せ : 電話 06-6876-2151 
Web サ イト 
https//wwwminpakurac.jp/ 

【 反 待 券 プレ ゼン ト 】 詳細 は 右 下 御 。 


ギャ ラリ ー 日 本 酸 
小川 生存 写真 展 
『 イ サム ・ ノ グチ モエ レ 沼 公園 
Timeless Landscapes 2 


イサ ム ・ ノ グチ が 1988 年 、 死 の 直 
前 に 遺し た 《 モ エレ 沼 公園 ) マス タ 
ーー プラ ン は 、 没 後 17 年 の 時 間 を 経て 
札幌 に 開 陣 し た 。 そ の 自然 と 人 間 の 
創造 物 と の 調和 、 四季 折々 の 風景 を 
小川 重雄 が 3 年 に わた っ て 撮影 。 小 
川 に よる 写真 と 図面 、 解説 を 収録 し 
た 『 イ サム ・ ノ グチ モエ レ 沼 公園 
1 Timeless Landscapes 2』 の 刊 
行 を 記念 し 、 写 真 展 が 開催 され る 。 
還 会 期 : 9 月 19 日 ( 土 ) 一 22 日 ( 火 ・ 
祝 )、 9 月 26 日 )、27 日 (日) 

軒 会 場 : ギャ ラリ ー 日 本 橋 の 家 (大 


阪 府 大 阪 市 中 央 区 日 本 橋 2-5-15 1F) 
置 開館 時 間 : 12:00 一 19:00) 

邊 入館 料 : 無 料 

是 問 合せ : メー ル 
ogawa@ogawa-studiocom 
Web サ イト 
Http://ogawa-studio.com 


アー ティ ゾン 英 条 錠 
第 58 回 ヴェ ネ チ ア ・ ビ エン ナー レ し 国際 
美術 展 日 本 信 展 示 帰 計 展 
Cosmo-Eggs | 字 宙 の 卵 


120 年 以上 続く ヴェ ネ チ ア ・ ビ エン 
ナー レ 国 際 美 術 展 の 日 本 館 展示 の 放 
国 展 が 開催 。 キ ュ レ ー タ ー の 服部 浴 
を 中 心 に 、 美術 家 、 作曲 家 、 人 上 
学者 、 築 家 と いう 異な る 分 野 の ア 
ー テ ィ ス ト が 協 働 し 、 人 間 同 士 や 人 
間 と 非 人 間 の 共存 」「 共 生 」 を テー 
マ と し た イン スタ レー ショ ン 
TCosmo-Eggs | 宇宙 の 卵 」 を 展示 。 
還 会 期 :"10 月 25 日 (日) 

還 会 場 : アー ティ ゾン 美術 飼 5 階 展 
示 室 (東京 都 中 央 区 京橋 1-7-2) 

還 開 館 時 間 : 1000 一 1800 

※ 入 館 は 義 第 の 30 分 前 まで 

量 休 衣 日 : 月 曜日 (た だ し 8 月 10 日 、 
9 月 21 日 は 開館 )、8 月 11 日 ( 火 )、 
9 月 23 日 k) 

量 入 館 料 : Web 予 約 一 般 1.10O 円 、 
当日 一 般 1500 円 、 大 高生 ・ 障 害 茶 
手帳 を 提示 の 方 (付添い 考 1 名 含む ) 
は 無料 ( 要 巴 約 )、 中 学生 以下 無料 ( 予 
約 不 要 ) 

※ 上 記 料 金 で 同時 開催 の 展覧 会 すべ 
て 観 起 可 

※Web 予 約 は 各 入館 時 間 枠 の 終了 
10 分 前 まで 販売 、 当日 チケ ッ ト は 


所 投 ( 人 市立 18 物 館 ) 1984 ( 遇 和 59) 年 
前 区 提 : 玖 


Web 予 約 チケ ッ ト が 完売 し て いな い 
場合 の み 販 売 

箇 問 合せ : 電話 03-5777-8600 
( い ハロー ダイ ヤル) 

Web サ イト 
https://www.artizon_museum/ 


セゾン 現代 美 部 
都市 は 自然 


2020 年 より 経 井沢 困 の 今後 の 都市 
と 自然 環境 に 対す る 提言 を 行う マス 
ター アー キテ クト に 就任 し た 下 築 
家 ・ 國 紀彦 が 本 展 の 展示 構成 を 手 が 
ける 。 較 が 提 昌 し て きた 『 共 生 」 を 
圭 に 、 較 の 作品 や 資料 を 展示 。 ま た 
圏 と 協 般 し て きた 美術 家 ・ 大 久保 英 
治 の イン スタ レー ショ ン を 展示 する 
ほか 、『 失 的 社会 」 を テー マ に 林田 
泰 友 、 磯 村 居 の 作品 も 取り 上 げ る 。 
還 会 期 : 一 11 月 23 日 (月 ・ 祝 ) 

還 会 場 : セゾン 現代 美術 館 (長野 県 
北佐久 郡 杏 井 沢 町 長倉 産 ヶ 沢 
2140) 

箇 館 時 間 : 1000-1800 
※11 月 は 17.00 ま で 

※ 入 館 は 閉 第 の 30 分 前 まで 


還 入 秀和 料 : 一 般 1.500 円 、 大 高生 
1000 円 、 中 小生 500 円 

画 同 合せ : 電話 0267-46-2020 
Web サ イト 
Https77/wwwrsmmalorjp/ 


日 本 民 鞭 錠 
アイ ヌ の 美しき 手 仕 事 


柳 宗 悦 は 、 アイ ヌ 民 族 の 力強い 造形 


甘 に 早く か ら 着 目 し 、1941 年 に は 
美術 館 で 最初 の アイ ヌ 工 幕 展 と な る 
「 ア イヌ エ 装 文化 展 」 を 本 館 で 開催 
し て いた 。 本 展 で は 、 館 所 蔵 の 優品 
に 加え 、 柳 と と も に アイ ヌ の 手 仕 事 
を 高く 野 価 し た 染色 家 ・ 六 沢 災 介 の 
葛 集 品 を 併せ て 展覧 し 、 ア イヌ 民族 
の 豊か な 想像 力 と 深い 造形 力 を 紹介 
する 。 

量 会 期 :9 月 15 日 ( 火 ) 1 月 23 日 
(月 ・ 祝 ) 

量 会場 : 日 本 叶 館 (東京 都 目 財 区 
和 場 43-33) 

申 開 館 時 間 : 1000 一 1700 

※※ 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 

生 休 館 日 : 月 

朱 祝日 の 場合 は 開館 し 翌日 休館 

量 入 第 料 : 一 般 1.100 円 、 大 高生 
OO 円 、 中 小生 200 円 、 了 が い 者 手 
帳 を 提示 の 方 ( 付 活 い 者 1 名 含む ) は 
500 

箇 問 合せ : 居 話 03-3467-4527 
Web サ イト 
https://wwwmingeikan.orjp/ 


展覧 会 招待 券 プレ ゼン ト 


住所 ・ 氏 名 ・ 希 望 展覧 会 名 「 表 岡市 
美術 館 プ ショ バン 200 年 の 肖像 」 
(抽選 で 各 3 組 6 名 )「 国 立 民族 学 博 
物 館 / 梅 本 忠夫 生誕 100 年 記念 企 
画展 知 的 財産 の フロ ンティア 」( 抽 
選 で 各 5 組 10 名 ) の いずれ か を 明記 
し 、 下記 へ ご 応募 くだ さい 。 当 選 発 
表 は 発送 を も っ て 代え させ て いた だ 
きま す 。 

メー ル : info@web-jyuken com 
FAX03-3635-0045 (編集 部 宛 ) 
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玉 新 型 コロ ナウ ィ ル ス 感 菜 防止 に と 
も な い 、 掲載 し て いる 情報 は 変更 に 
な る 可能 性 が あり ます 。 最 新 の 情報 
は 各 館 の Web サ イト を ご 確認 くだ 
きい 。 


代 家 山 ヒ ル サ イ ド フ ォ ー ラ ム 
没後 15 年 一心 の 絆 一 
ロバ ー ト ・ ハ イン デル 展 


「 人 間 が 到 吉 で きる 最高 の 美的 領域 
と し て ダン サー を 藻 し み 、 本番 まで 
の リハ ー サ ル に 励む ひたむき な 人 間 
を 描き 続け た ロバ ー ト ・ ハ イン デル 
(1938 ~ 2005 年 )。 約 1.500 点 の 
油絵 作品 か ら 、 祈り 、 信頼 、 絆 な ど 、 
NewNormal (新しい 日 党 ) の 時 代 
を 迎え て も 変わ ら ず 大 切 に し な く て 
は な ら な い 人 間 の 浪 持 を 感じ 、 門 像 
きせ て くれ る 作品 約 60 点 を 厳選 し 
て 展示 する 。 

会 期 :…8 月 30 晶 (日) 

還 会 場 : 代官 山 ヒ ル サ イ ド フ ォ ー ラ 
ム (東京 者 渋谷 区 猿楽 町 18.8 ヒル 
サイ ド デ ラ ス F 棟 ) 

申 開 館 時 間 : 1100… 1900 
休館 日 : 無休 

還 入 記 料 一般 ・ 大 学生 500 円 、 高 
校生 以下 無料 

是 問 合せ: 電話 03-5489-3686 
Web サ イト 
http://wwwyart-ObsessioncOJp 


例 岡 市 身 条 館 
ショ パン 一 200 年 の 肖像 


「 ピ アノ の 詩人 」 と も 呼ば れる ショ パ 
ン は 、 今 な お その 音楽 が 世界 中 で 愛 
され て いる 。 本 展 で は 、 音楽 だ け で 
な く 、 ショ パン が 過ごし た ワル シャ 
ワ や パリ を 指 い た 絵画 や 、 日 本 に お 
ける ショ パン 受容 を 示す 資料 な ど 、 
国内 外 か ら の 出品 作 約 250 点 を 展 
示し 、 シ ョ パン の 人 と な り と 彼 の 生 
きた 時 代 を 多角 的 に 紹介 する 。 また 、 
日 本 初 公開 を 含む ショ パン の 自筆 計 


や 手紙 も 展示 され る 。 

恒 会 期 :…9 月 2 日 ( 火 ・ 入 ) 

置 会 坦 : 革 市 美術 館 (静岡 県 静岡 
市 区 紅 尽 町 17-1 鞭 タワ ー3 隊 ) 

時 開 鱗 時 間 : 1000 一 19.00 

※ 展 示 室 入場 は 閉館 の 30 分 前 まで 
申 休 近日 : 月 曜日 (た だ し 9 月 21 晶 
開館) 

還 入 館 料 : 一 般 1200 円 、 大 高生 ・ 
70 歳 以上 BOO 円 中 学生 以下 ・ 隊 害 
者 手帳 を 提示 の 方 ( 付 洋 い 者 1 名 含む ) 
は 無料 

右 合せ : 電話 054-273-1515 
Web サ イト 

https:7/shzubijp/ 
[招待 券 プ レ ゼ ント 】 詳細 は 右 下 人 。 


東京 都 写真 美術 二 
森山 大 道 の 東京 ongoing 


スナ ッ プシ ョ ッ ト の 名 手 と し て 知ら 
れる 写真 家 ・ 森 山大 道 。1960 年 代 
に 写真 家 と し て 活動 を 開始 し 、 そ の 
ハイ コン トラ スト や 粗 粒 子 画面 に よ 
る 作風 は 「 ア レ ・ ブ レ ・ ポ ボケ 」 と 形 
容 さ れ 、 写真 界 に 衛 撃 を 与え た 。 
Tongoing= 進 行 中 、 進化 し 続け る 」 
を テー マ に 、 今 な お 疾走 し 続け る 森 
山大 道 が レン ズ を 通し て と ら え 続け 
て きた 街 ・ 東 京 を 、 カ ラー と モノ ク 
口 の 最近 作 を 中 心 に 紹介 する 。 

還 会 期 : 一 9 月 2 日 ( 火 ・ 撤 ) 

罰 会 坦 : 東京 都 写真 美術 館 3 階 展示 
室 (東京 都 目黒 区 三田 1-13-3 恵 比 
施 ガ ー デ ンプ レイ ス 内 ) 

量 開 館 時 間 : 1000 - 1800 

※ 入 館 は 開館 の 30 分 前 まで 

量 休 館 日 : 月 曜日 (た だ し 9 月 21 晶 
は 開館 ) 

岬 入館 料 : 一 般 700 円 、 学 生 560 円 、 
中 高生 ・65 歳 以上 350 円 、 小 学生 以 
下 ・ 都 内 在住 また は 在学 の 中 学生 ・ 
障 寄 者 手帳 を 提示 の 方 ( 付 浅い 者 含 
む ) は 無料 

箇 間 合せ : 二 話 03-3280-0099 
じ Web サ イト 
wwwtopmuseumjp 


東京 者 現代 美 条 館 
オラ ファ ー・ エ リア ソン 
と き に は 川 と な る 


アー ト を 介し た サス テ ナ ブ ル な 世界 
の 実現 に 向け た 試み と し て 、 写真 、 
彫刻 、 ド ロー イン グ 、 イ ンス タレ ー 
ショ ン 、 デザ イン 、 建築 な ど 、 多岐 に 
わた る 表現 活動 を 展開 する エリ アソ 
ン 。 本 展 は エリ アソ ン の 再生 可能 エ 
ネル ギー へ の 関心 と 気候 変動 へ の 働 
きか け を 軸 に 構成 する 。 代 表 作 を 含 
や お 国内 初 公開 の 作品 が 展示 され る 。 
還 会 期 :…9 月 27 日 (日 ) 

還 会 場 : 東京 都 現代 美術 館 (東京 都 


※ 入 能 は 閉館 の 30 分 前 まで 

皿 休 秋 日 : 月 曜日 (た だ し 9 月 21 日 
は 開館 )、9 月 23 日 ( 水 ) 

還 入 館 料 : 一 般 1.400 円 、 大 学生 ・ 
65 歳 以上 1.000 円 、 中 高生 500 円 、 
小学 生 以下 ・ 障 害 者 手帳 を 提示 の 方 
( 付 洋 い 者 2 名 含む ) は 無料 

※ 第 3 水曜 日 (シル バー デー ) は 65 
農 以 上 の 方 無 科 ( 要 証 明 ) 
回 合せ : 電 話 03-5777-8600 
(ハロ ー ダ イヤ ル ) 

Web サ イト 
https://wwwmotart-museum. 
Jp/ 


工 沢 市 アー トス ペー ス 
修 痢 作 品 公開 長谷 川路 可 
よみ が える 若き 日 の 要 


上 国立 競技 場 の モザ イク 積 画 や 、 村 
野 藤 香 と 協 働 で 知ら れる 長谷 川路 
可 。 大 学卒 業 後 渡 仏 し 、 油彩 画 や フ 
レス コ 画 、 在 画 を 学ん だ 。 帰 国 後 は 
日 本 画 に も 触れ た 。 本 展 で は 、 多彩 
な 路 可 の 制作 活動 の な か で も 滞 欧 時 
代 に 焦点 を 当て る 。 修復 が 行わ れ た 
路 可 の 絵画 作品 を 6 点 を 、 そ の 工程 
を 含め 紹介 する ほか 、 国立 競技 場 の 
人 画 制作 の 舞台 朗 も 紹介 する 。 

還 会 期 : 一 9 月 27 日 (日 ) 

還 会 場 : 訂 沢 市 アー トス ペー ス 展示 


ルー ム (神奈 川 県 藤沢 市 辻堂 神 台 
2-2-2 ココ テラ ス 湘 南 6 階 ) 

箇 開 館 時 間 : 1000 1900 

軒 休 館 日 : 月 曜日 (た だ し 9 月 21 日 
は 開館 ) 

四 入 能 料 : 無料 

還 問 合せ : 電話 0466-30-1816 
Web サ イト 
https://www.city.fujisawa. 
kanagawajp/bunka/FAS/ 


Bunkamura ザ ・ ミ ュー ジア ム 
ニュ ー ヨ ー ク が 生ん だ 伝説 の 写真 
永 各 の ソー ル ・ ラ イタ ー 


新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 突如 中 
止 と な っ た 展 皿 会 を アン コー ル 開 
健 。 本 展 で は 、 ソ ー ル ・ ラ イタ ー が 
愛 し 、 彼 の よき 理解 者 で あっ た 妹 の 
デポ ラ や 雇 人 の ソー ムズ 、 一 緒 に 幕 
らし た 猫 た ち を 被写体 と し た 作品 
や 、 世界 補 公開 と な る 膨大 な 未 プリ 
ント フィ ルム の カラ ー ス ライ ド を 展 
示す る 。2000 征 以降 に 撮影 され た 
デジ タル カメ ラ の 作品 や 、 ス ケッ チ 
も 公開 。 

時 会 期 :…9 月 28 日 (月 ) 

還 会 場 : Bunkamura ザ ・ ミ ュー ジ 
アム (東京 都 涼 谷 区 道 匠 2-24-1) 
年 開 館 時 間 : 9.30 1700 

※ 入 館 は 開館 の 30 分 前 まで 

量 休 館 日 : 9 月 8 日 ( 火 ) 

古 入 館 料 : 一 般 1.500 円 、 大 高生 
1000 円 中 小生 700 円 、 了 が い 者 手 
禁 を 提示 の 方 は 割引 あり 

年間 合せ : 電 話 03-5777-8600 
(ハロ ー ダ イヤ ル ) 

Web サ イト 
https://www.bunkamurarcojp/ 


四 立 民族 学 博物 館 
梅林 忠 夫 生誕 100 年 記念 企画 展 
「 知 的 生産 の フロ ンティア 」 


多数 の 学術 調査 に 参加 し た 知 の 先覚 
者 、 梅 電 目 夫 (1920 一 2010 年 )。 
彼 は 調査 成果 を 論文 な ど に まとめ る 
方 法 を 『 知 的 生産 の 技術 』 (1969 年 ) 


全 了 市 術 付 [ シ ョ パン 一 200 年 の 前 人 


アリ ・ シ ェ フ ェ ー ル 《 フ リ デ リ ク ・ シ ョ パン の 肖 人 ) 


1947 年 注 団 ・ カ ン ヴァ ズ 
ドル トレ ヒト 甘 箱 館 Dordrechis Museum 
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東部 真人 宮山 友 の 東京 cngpsi 
中 京 プ ギ ウ ギ | より 208 年 CDao Mayama Pholo Foundafn 


民放 清和 「 入 夫 生 家 100 生 信人 画 屋 「 多 生井 の フロ ンティア 


モン ゴル の フィ ー ル ド ノ ー ト ( 下 所!) 


設計 者 ・ 著 者 


安藤 和 済 (あん どう ・ か ず ひ る ) 

1962 年 東京 都 に 生ま れる 。1985 年 武蔵 野 美 術 大 
学 和 学科 上 業 。198B 年 アン ドウ ・ ア トリ エ 設 立 。 
1990 年 アー キテ クチ ャ ー・ フ ァ ク トリ ー を トム ・ 
へ ネガ ン と 共に 設立 。1990 年 熊本 県 アー ト ポ リス 
都市 計画 事業 に 参加 。1991 年 富山 県 「 ま ちの か お 
づく り 」 事業 の プロ ジェ クト ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 
務め る 。1998 年 アン ドウ ・ ア トリ エ の 活動 を 再開 。 


田野 恵利 (た の ・ ぇ えり ) 

1963 年 栃木 県 に 生 まれ る 。1985 征 了 上 時 美 術 大 

学 書 策 学科 卒業 。1986 年 ー レミ ング ハウ ス に 入所 

し 、 中 材 好 文 氏 に 師事 。1991 年 こ アー キテ ク 

チャ ー・ フ ァ ク トリ ー 勤 務 。1998 年 安 共 和 済 と ア 

ンド ウー アト リエ 共同 補 。 』$% 


アン ドウ ・ ア トリ エ 
〒351.0113 埼玉 県 和光 市 中 央 243.405 


電話 048-483.9132 メー ル agando@heleocnnejp 
https//aaandone 


羽 渕 雅己 (は ぶち ぉ ・ ま きみ) 

1968 年 滋賀 県 に 生ま れる 。1991 年 三重 大 学 工学 
部 寺 築 学科 卒業 。1994 年 同 大 学 大 学院 修了 。 
1994 ~ 2002 年 象 設計 集団 。 2002 2008 年 
早 箇 田 大 学 後藤 春彦 研 究 室 個人 助手 。 2005 年 か 
め 設 計 室 設立 。2012 一 2015 年 、2018 年 
2019 年 芝浦 工 業 大 学 馬 師 。「 尋 温泉 ・ 林 
属 町 小路 で 電 和 学会 作品 選集 、 晶 本 者 市 時 画 学会 計画 設計 深 (2011 年 )。「 海 
の 家 」 で 住ま い の 環境 デザ イン アワ ー ド 特別 賞 (2019 年 )。 


か め 設計 室 
〒2720034 千葉 上 市 市川 32.18 
047-383-9522 メール kame_design@ybbne.jp 
://kamedesignnet 


阿部 勤 (あべ ・ つ と む ) 

1936 年 東京 都 に 生ま れる 。1960 年 早 家田 大 学 第 

一 理工 学部 建築 学科 卒業 後 、 坂倉 準 三 時 築 研究 所 入 

所 。1971 年 戸 尾 任 宏 、 室 伏 次 郎 と 建築 研究 所 アー 

キ ヴ ィ ジ ョ ン 設 立 。1975 年 室伏 次 郎 と アル テッ ク | 

建築 本 究 所 設立 。1984 年 アル テッ ク 設 立 。「 私 の 家 」 

「 五 本 木 ハ ウス 」 な ど で 日 本 建築 家 協会 25 年 人 を 6 

度 受賞 。 著書 に 『 く うねる と ころ に すむ と ころ 中 心 の ある 家 』( イ ン デ ックス ・ 
コミ ュ ニ ケー ショ ンズ ) ほか 。 


アル テッ ク 

〒176-0002 東京 練馬 区 桜台 16-12 
電話 03-69145817 FAX 03.69145826 
メー ル ez0438519nittycom 
htpy//abeartecrcom 


金澤 良 春 (か な ざわ ・ よ し は る ) 

1948 年 長野 県 生ま れる 。1972 年 法政 大 学卒 業 。1973 年 坂倉 築 研究 
所 入所 1989 年 人 金 混 寺 築 研究 所 設立 。 著 書 に 「 本 浸 文 陵 の ディ テー ル 』( 西 
当 放 共著 、 間 国 社 )、「 建 築 と 許 』( 築 資 料 研究 補 )、『 日 本 の 建築 と 許 』( 中 内 
公 識 美 出版 社 )。 


金澤 和 研究 所 
〒202-0005 東京 者 東京 住吉 町 8-8-18 
電話 042-422-.8828 


益子 義弘 (ます と ・ よ し ひる ) 

1940 年 東京 都 た 生ま れる 。1964 年 東京 鞭 術 大 学 
美術 学部 穫 科 座 業 。1966 年 同 大 学 大 学院 
迄 程 修了 、 党 動 助手 。1973 年 MIDI 統合 設計 研究 所 
動 務 。1976 年 永田 昌 民 と 共に M&N 設 計 室 設立 。 
1984 年 東京 末 大 学 笑 和 学部 教授 。1989 年 
ー 同 大 学 教 授 。2007 年 退 官 東京 大 学名 堂 
教授 。 益子 アト リエ 主宰 。 


る 


益子 アト リエ 

〒352.0012 坦 玉 県 新 市 基 中 1.9-28 
電話 048-4812421 FAX 

メー ル ymasko@walizocn ne.p 


大 野 正博 (お お の ・ ま さ ひ る ) 

1948 年 東京 都 に 生ま れる 。1966 征 都立 有田 工業 
高校 穫 学 科 卒業 。1971 年 DON 工 房 役 立 。1974 
年 日 本 大 学芸 学部 美学 科 座 業 。 


DON エ 房 

〒168.0081 東京 者 杉並 区 宮前 2.122-112 
寺 話 0805091-4044 FAX 036320-2098 
http ツ /donkobojp 


上 野 英 二 ( ぅ ぇ の ・ え いじ ) 

1959 年 粘 末 に 生ま れる 。1983 征 朋 知 業 大 学 

工学 部 巡 築 学科 卒業 。1985 年 オー ク ヴ ィ レッ ジ 入 ょ 

社 、 設 計 ・ 施 工 の 体制 が 確立 し オー ク ヴィ レッ ジ の 

建築 が 本 格 的 に 始動 。1994 年 建築 部 門 の 事務 所 に 

名 を 「 オ ー ク ヴィ レッ ジ 林 造 建 和 研 究 所 」 に 改名 。 | | 
現在 、 オ ー ク ヴィ レッ ジ 代表 、 オ ー ク ヴィ レッ ジ 木 

人 研究 所 所 長 。Z017 年 度 第 13 回 木 の 住宅 人 組み の 家 」 な ど 受賞 多数 。 


オー ク ヴ ィ レ ッ ジ 

〒506.0101 衣 四 高 山 軸 見 町 放 ヶ 洞 846 
電話 0577-68.2224 FAX 0577-G8-2329 
htps//wwwoakco jp/ 


唯 島 友 之 (た だ し ま ・ ゆ うす け ) 


1983 年 東京 都 に 生ま れる 。 2006 年 生 波 大 学芸 術 の 
専門 学 格 座 業 。 2008 年 芝浦 工業 大 学 大 学院 修了 。 3 
イイ ヅカ アト リエ 、 長 谷川 衝 子 半 築 計画 工房 、 法 

和広 + 設 計 ア トリ エ を 経て 、2017 年 唯 島 友 売 旭 筑 
計 会 設立 。 


只 鳥 友 売 和 設 計 侍 

エ 156-0042 東京 志田 人 区 恨 木 2-17-8.201 (羽根 本 神社 社務 所 2 隊 ) 
電話 03.6375-5227 メー ル yiadashima6gmalloom 
htps//y-tadashima Com/ 
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金田 幸三 (か ね だ ・ と う ぞ う ) 金田 幸三 ea 
1982 年 山口 県 に 生ま れる 。 茨城 大 学 教育 学 eo 
部 表現 文化 コー ス 座 業 。 在学 中 金 相 修 回 本 
<http://Wwwikanemura-osamu.com/> ワ ー 338-14.303 
クシ ョ ッ プ に 参加 。 デザ イン 事務 所 、 和 内 スタ 導 玩 叶 06011696T69 
ジオ 各務 化 、 揚 且 手 を 経て 、 フ リー。 ok203@gmecom 
kozokanedacom 

※\ だ ・ いり 〒1640003 
北田 英治 (きた だ ・ え いじ ) hs 
1950 年 鳥取 県 に 生ま れる 。]970 年 東京 写 2.1419-101 


大 学 (東京 エ 革 大 学 ) 技 和 和 評 。 主 な 発 回 ナル 

表 に 「 サ レジ オ 」「DISCONT 不 連続 多 一 体 」 edsSds3aomtnejp 
「 ベ ペー ハ 小 屋 」「 ル ・ コ ルビ ピュ ジ エ の イン ド 」「 空 

間 に 癒し て 」「 ラ コリ ー ナ 近江 八幡 」 な ど 
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特 葉 西口 賢 ・ 岩 間 昭 憲 の 仕事 一 一 造園 と 建築 
「 大 地 の 家 」「 光 油 の 家 」 「 寺 部 の 家 」 「 朱 前 色 の 住居 」 
容 前 ・ 作 原義 

特 】 事 築 家 ・ 汐 光夫 の 仕事 一 一 これ か ら の 縁 


「 愛 知 県 縮 化 モン ター」「 服 部 地 莉 市 緑化 柄物 開 」 
「 シ ャ ー プ 狂 紅 合 研 他 レ クリ エー ショ ン セ ンタ ーI&T ラン ド 」 
「 吾 今 伝授 の 黒 フ ィ ー ル ドミ ュー ジア ム 」 自記 
寄稿 ・ 松 限 準 
新 連 載 小 き な 町 の 可能 性 


[ 玉 密 ] 編集 スタ ッ プ : 小泉 涼子 、 戸 谷 知 四 
編集 協力 : 伏見 唯 帳 意 子 
作図 協力 : 木下 正昭 作図 スタ ッ フ : 鈴木 
記 人 所 : 東京 都田 区 両国 4-32.16 両国 プラ ザビ ル 1004 号 生 
介 諾 03.3632.3236 FAX 033635.0045 
メー ル Info の webJjyukencom 
Web 住宅 建築 httpsy/jyuken.site/ 
Facebook http7/wwwfacebookcomjyuuken_mag 


特集 は 「 神 は 細部 に 宿る 」 が 実感 で きる 、 デ ィ テ ー ル に こだわ っ た 心 
地 よい 空間 。 誌面 で 雰囲気 が 伝わっ た で し ょ うか 。 ま た 、 青 焼き が な く 
な る と いう 現実 を 時 ま え 、 王 描き 図面 に 関す る 設計 者 の 拘り も 紹介 し て 
いま す が 、 好 評 に つき 、 我 こそ は と いう 方 は 編集 部 に 原 柄 お 寄せ くだ さい 。 
最後 に 芳 訪 の シリ ー ズ 「 森 と 人 と 築 と 」 が 「 す べ て は 森 か ら 』 と し て 
行 本 介 され まし た 。 圭 店 で に 取っ て いた だ き 、 感 想 な ど お 聞か せく 
だ きい 。 

「 ウ イル ス を 洗い 流し て 夏 の 雨 」 (小泉 光子 ) 
人 取材 が 制限 され る 状況 の な か 、 今 回 の 特集 を 組み まし た 。 族 ・ 平 良さ 
ん が つく っ て きた 本 の 膨大 さ を 改 め て 実感 し な が ら 、 頁 を めく る な か で 、 
到 工 か ら 何 十 年 と 経っ て いて も 、 今 で も ハッ と させ られ る 建築 と の 出 会 
い が あ り ま し た 。 過 去 か ら の 学び が あっ て 初め て 、 新 し い 建 築 を つく っ 
て いけ る の で は な いで し ょ うか 。 若い 人 に こそ 、 見 て も らい た い 特集 に 
な っ た と 思い ます 。 (だ 谷 箇 時 ) 


[お 詫び と 本 正 ] 2020 年 8 月 に り が あり まし た 。 お 葉 び し て 訂正 ら た し ます 。 
・PRI 京 部 共学 区 工藤 料 の 所 基 呈 

1 議事 (8) AN5342.107 (HE AN532-L07 

ら 隊 工事 (AN5342-1.09 ( 下 ) AN5321-109 

2 隊 工 事 (前) AN5342-1-13 (EE AN532L-L13 

座 ( 齋 人 ) に て () AN53zL113 (GE) AN5343.140 

・P137 提 肛 者 氏名 

() 北峰 二 (GE 世 
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齋藤 祐子 (さいとう ・ ゆ うと ) 

1954 年 埼玉 県 に 生ま れる 。1977 年 早稲 田 大 学 理 
工学 部 築 学 科 庄 後 、 い 研究 室 入室 。1989 年 空 
岡 工房 101 ( 現 サ イト ) 設立 。 早 稲田 大 学芸 術 学校 、 
志野 美 術 大 学 、 前橋 工科 大学 芝生 講 師 。 神 楽 折 
連 穫 天 事 務 局 。 者 宮 に 、『 訓 正方 法 」( 住 まい 
の 攻 書 館 出 版 局 ) ほか 多数 。 


写真 北 攻 


Ad 

〒1640003 東京 者 中 野 下 東 中 野 2.25.5 PAO COMPOUND 701 
電話 ・FAX 03-3371-2433 メール sim21Gnifiycom 
tp/aasite web9Jp 


写真 家 


平山 忠治 (ひら ゃ や ま ・ ち ゅ うじ ) 

1909 年 愛知 県 に 生ま れる 。1932 年 東京 高等 工 共学 校 写真 卒業 。1933 年 
ドイ ツ 留 学 。1936 年 国際 航空 皿 託 。1939 年 帰国 後 、 大 日 本 航空 技師 。1947 
年 新 電 筑 守 と の 契約 に より 理 人 写真 の 仕事 を 始め る 。1995 年 日 本 汗 筑 学会 党 
特別 人 愛 賞 。2005 年 逝去 。 


林寺 安彦 ( き で ら ・ や す ひ と ) 

1947 年 錠 本 県 に 生ま れる 。 長 内 造船 大 学 ( 現 長 内科 学 大学) 旭 委 学 和 業 。 
スタ ジオ ムラ イ に 入り 村井 修 氏 に 師事 。 新 写真 工房 共同 設立 。 現 在 、 ア トリ エ 木 
二 。 


・ 〒146-0085 
秋山 実 (あぁ き や ま ・ み の る ) En 
1930 年 東京 都 に 生ま れる 。 請 山 学 受 大 学 文 Ei 4is20 
学部 卒業 後 、 配 沢 デザ イン 研究 所 リビン グ デ 電話 03.3753-1519 
ザイ ン 研 究 科 (写真) 卒業 。 ae 


鈴木 悠 (すず き ・ ゆ た か ) 


1945 年 北海 道 に 生ま れる 。1964 年 写真 家 ・ 石 亀 泰明 に 師事 。1967 年 鈴木 
條 撮影 事務 所 を 設立 し 、 建築 写真 を 中 心 に 活動 。2014 年 逝去 写真 掲載 の 作 
品 集 『MAKOTO SUZUKI+AMS ARCHITECTS WORKS』(AMS、2006) な ど 。 


傍 島 利浩 (そば じ ま ・ と し ひる ) プン クト ゥ ム 
電話 090-1816.7323 


1965 年 大 阪 診 に 生ま れる 。 1989 年 日 本 大 回 デル 


学 誤 医 学部 座 業 。1991 年 ~ 慈 明光 牙 に 師 puncumedksoneunejp 
する 。1996 年 一 フリ ー ラ ンス に 。 2006 年 tp://wwwrsobalimax pom 
プン クト ゥ ム 設 立 。 

齋 部 功 (いん べ ・ い さき お ) 〒1840003 


1948 年 栃木 県 に 生ま れる 。1977 年 フ プリー 2.18-1-108 
ラン ス で 建築 作品 の 撮影 を 始め る 。1997 年 
ガー ディ アン ・ ガ ー デ ン に て 写真 展 「 居 続け る 
場所 」。 2013 年 LIXIL GINZA に て 建築 展 「 二 
つの 視点 建築 家 飯塚 拓 生 写 真 家 齋 部 功 』。 


飯 上 拓司 (いい が ぃ ・ た くじ ) プール wwManacom 
1980 年 青山 学院 大 学 業 。1984 年 需 よ り 主 

に 住ま いや 食 を 表 る 。 今 は それ ぞ れ の 住ま い 

で 素敵 に 暮らす 人 々 や こだわ り の 空間 に 出 会 

える こと が 喜び と な っ て いる 。 


Aieninein 


> " 画 


[ 新 ] 建築 設計 資料 01 


地域 交流 ・ 市 民 交流 施設 

地域 連携 ・ 地 域 力 向 上 の た め の 多 機能 複合 型 施設 
ド ) 
A4、144 頁 (カラ ー112 机 定価 [本体 4.000 円 + 税 
編集 建築 思 湖 研究 所 ( 帳 間 子 ) 
発行 建 将 研究 社 


茎 黄 半 器 洪 訂 部 


全国 の 閉店 に て 発売 ミズ 


BOB ニー ーー 了 


| 只 考 1| 地域 住民 の 流 を 創出 する 空間 ・ 運 営 ・ 計 画 プ ロモ ス 

一 国内 外 の 事例 に みる 地域 交流 拠点 の あら た な 動向 か ら 小松 測 (名 古屋 大 学 ) 
| 北 考 2| 地域 連 提 ・ 地 域 向上 を 育む 公 基 拠点 の 空間 や その 仕組 み 

一 東川 町 複合 交流 施設 せん と ぴゅ あ 1 ・ を 事例 に 小 徐 隊 生 (北海道 大 学 ) 


| 守 作 損料 編 | 


01 束 川 町 補 人 交流 施設 せん だ びゅ あ [ 楓 計 : 小 視 産 生 エ ドー コン 所 北海 道上 川 半 
せん と ぴゅあ 区 時 : 小 篠 隊 生 + プ ンク ・ ア イエ イ ・KITABA 特 定 建築 設計 共同 企業 体 所 在 地 : 北 海道 上 川 郡 

02 魔 柄 地 区 住民 セン ター 楓 時 : ア トリ エ プ ン ク 所 人 : 北 海道 上 川 衝 
03 拓 賀 川 市 民 計 モン ターtcttc 加計 : 石 本 事務 所 閑 泰 行 建設 計 事 務 所 所 宮井: 福島 県 須賀川 市 
04 東 松 島 市 野 革 市 民 セ ンタ ー ( 東 松 鳥 交 物 産 交 淫 ン ター) 際 衝 : 株 式 会 社 鈴木 弘人 設計 事務 所 所 宮城 県 束 松島 市 ゃ 
05 小高 区 復興 拠点 施設 「 小 高 交 流 モ ンタ ー」 相 時 : 山 本 掘 ・UR リ ン ケ ー ジ 設計 共同 体 所 生地 福島 県 相 司 市 
06 も りん びあ こう づ 時: 日 引 潜 所 4 : 千 葉 県 成田 市 
07 コス モス ム ふき あげ 館 設計 : 日 本 設計 所 在 地 : 境 玉 県 江 巣 市 
08 武蔵 時 プレ イス 届 計 : 川 原 昨 康子 + 比 台 武彦 lvhg ア ー キ テク ツ 所 地 : 東 京都 武蔵 野市 
09 幅 剛 中 央 交流 モン ター 区 時 渡辺 陸 役 計 事務 所 所 : 角 県 和田 市 
10 多 質 町 中 央 公民 館 多賀 結い の 森村 : 大 本 麻 貢 + 百田 有希 o+h 所 : 滋 賀 県 大 上 導 
11 十日町 市 市 民 交 流 を ソン ター「 分 じろう 」 

十日町 市 市 民活 動 ソ メー「 十 じろう 」 相 計 青木 涼 建 築 計画 務 所 所 新潟 県 十日町 市 
12 三好 市 地 堪 交 深 拠 点 施 設 「 真 敵 屋 」 RW:y+NMdesignofice 褒 健 半 和 設計 事務 所 所在: 生島 県 三 好 市 D 
| 東町 複合 交流 施設 せん と びゅ あ 1 導 川 市 民 交流 セン ター tette ン コス モス ふき あげ 和 館 多賀 困 中 央 公民 館 多加 結い の 承 ノ 

も りん びあ こう プン 宏 茂 野 プ レイ ス ノ 宇 関 中央 交流 セン ター 


叶 全 [ 新 ] 建築 設計 資料 01 数 左記 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX に て 才 申 し 込み くだ 
に さい 。 代 全 引 負い (送料 600 円 ・ 一 朗 地 域 を 除く ) で 
地域 交流 ・ 市 民 交 流 施 設 | Re てい ce ます 。 も 3、 度 BE の キャ 
ン ャ セル に つき まし て は 、 お 受け で き な い 電 含 も ど ざ いま す 
ET 過 ] の で 、 隆 め ご 了 湊 くだ さい 。 

三重 は 全 回 の 店 ・ ネ ッ ト 書 店 な ど で も ど 項 入 いた だ け 
本 体 4.000 円 十 税 | 3 他 、 小 午 ホー ムペ ー ジ か ら も ご 注文 いた だ け ま す 。 小村 

の ご 注 の 時 は 、 下 記 URL より 申込 みく だ さい 。 


動 務 先 ご 送付 先 = 
https://Www.kskpub.com 
口 自宅 口 勤 務 先 | お 還 S ょ 和 人 料 持 出 上 
吉池 多 2107.6F 〒171.0014 
1 ai0333996-3239 fx03 3987.325 
1 理 小 社 で は 、 ご 提供 いた だ きま し た お 客 様 の 個人 情報 を 、 商品 の 
人 PE 上 加 の ご 宙 が の 上 に 人 
こと G ご ざい まそ ん 


建築 系 資格 取得 教育 で 50 年 の 歴史 を 持つ 日 建 学 院 グ ルー プ が あな た と 建築 を つなげ ます 


全国 ネッ トワ ー ク の ノウ ハウ を 共有 レオ 会 : 71% 


建築 < 不動 産科 界 


業界 特 化 の 就職 支援 


ニッ ケン ・ キ ャ リア ・ ス テ . 


日 建 工科 専門 学校 グレ ー プ 


エ https://www.nikkengroup.com/ 


お 問い 合わ せ は お 近く の 日 東工 科 専 『 学 校 グ ルー プ へ 
東京 0120-26-4149 新潟 0120-67-4149 
横浜 0120-74-4149 水戸 0120-58-4149 
群馬 0120-62-4149 


宇都 宮 0120-28-4149 
浜松 0120-79-4149 


